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霞
愈
懲
愈
騨
懲
織
曇
鐘
鐵
鰯
響
議
露
露
璽
懲
鰯
騨
露
薄
鐘
鯛
》
露
露
頭
懲
鎮
鱒
鰯
懲
璽
簿
鍾
鱒
謬
霞
嚢
露
鞠
謬
趨
識
議
溌
薄
曇
霧
諺
熱
蕊劉
譲
２

鱸
巻
頭
言

●スティーブン･シンディング

米国国際開発庁、世界銀行、ロックフェ

ラー財団で人口・家族計画の指導者とし

て、いくつもの要職を歴任し、1999年か

らはコロンビア大学臨床公衆衛生学教授

として教鞭をとる。2002年９月にIPPF事

務局長に就任以来、日本との協力関係の

強化に積極的に取り組んでいる。

IPPFは1952年に設立､英国に本拠を置き

世界182の国・地域において家族計画およ

びリプロダクテイブ，ヘルス／ライツ(性

と生殖に関する健康と権利）推進のため

の活動を行っている世界最大のＮＧＯ｡現

在149の家族計画協会が加盟。

佃
年
前
に
開
催
さ
れ
た
国
際
人
□
開
発

会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
は
、
曰
本
政
府
を
含
む
各

国
政
府
が
性
と
生
殖
に
閏
す
る
健
康
（
リ
ブ

□
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
）
改
善
に
向
け
た

ア
ブ
□
ｌ
チ
を
承
認
し
、
必
要
コ
ス
ト
の
負

担
に
同
意
す
る
と
い
う
歴
史
を
塗
り
替
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
会
議
で
は
、
１
７
９
力

翌P蕊璽些､聖１１聾FA廻り蜜i蜜；婆１１選国
の
政
府
代

表
が
リ
ブ
□

ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
と

両
性
の
平
等

が
開
発
と
貧

困
削
減
の
原

動
力
と
し
て 胃:鼎:i：

蝋埋叫ii1蝋!： 重
要
で
あ
る
と
認
め
、
２
０
１
５
年
ま
で
に

家
族
計
画
を
開
発
課
題
の
中
心
に
据
え
す

べ
て
の
人
々
に
リ
ブ
□
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
》
’
’
’
’
一
つ
だ
。
中

間
点
に
達
し
た
今
、
は
た
し
て
一
」
れ
ら
の
目

標
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
目
標
）
は
ど
れ
ほ
ど
達
成
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

打
ち
切
ら
れ
て
困
難
に
直
面
し
た
国
際
家

族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
に
命
綱
を
与
え

て
く
れ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
成
果
を
上
げ

る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
他
の
分
野
で
の
進
歩
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
２
０
０
１
丘
以
後
は
ｌ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
合
意
が
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
的

保
守
派
の
攻
撃
の
的
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

ク
セ
ス
増
大
や
女
性
の
意
思
決
定
プ

□
セ
ス
ヘ
の
参
加
拡
大
の
よ
う
に
、
大

き
な
成
果
を
上
げ
た
分
野
も
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
Ｂ
本
政
府
と
国
際
人
□

問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
会
員

議
員
か
ら
の
同
分
野
へ
の
支
援
は
、
ブ
ッ

シ
ュ
米
大
統
領
に
よ
り
資
金
援
助
を

良
い
一
一
ユ
ー
ス
は
、
避
妊
具
へ
の
ア
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》
鎮

窓

一
鐘
箪
露
籔
霞
感
鰯
鐵
鰯
⑳
霞
趣
懲
慰
露
懲
懲
謹
懲
謬
織
韓
鍾
露
議
寧
綴
噸
翰
鰯
鯵
璽
騨
懲
噂
蟻
錘
邇
曇
懲
幾
鍾
懲
懲
響
鍾
鐵
鯵
鯵
曇
鯵
露
鱒
鯵
韓

一
率

成
果
と
世
界
の
多
く
の
貧
困
に
苦
し
む
人
々
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
排
斥
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
ア
太
平
洋
地
域
保
健
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ハ
イ
レ
ベ
ル

（陸

》
。

》灸．夢

の
生
（
叩
が
窪
昌
か
さ
れ
て
い
る
。

り
、
多
く
の
命
が
犠
牲
と
な
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
レ
ビ
ュ
ー
会
合
は
、
今
年
ｇ
月
に
一
一
ユ
ー
ヨ
ー

ゲ・守一』

》
録

（■Ｆ中上・雀）

》
曇

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
で
は
、
リ
ブ
□
ダ
ク
｜
ナ
ィ
ブ
．
エ
イ
ズ
と
リ
ブ
□
ダ
ク
｜
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
事
ク
で
開
催
さ
れ
る
国
連
Ｍ
Ｄ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト

篭

》
鐸

へ
ル
ス
分
野
へ
の
ド
ナ
ー
支
援
目
標
額
を
彗
一
《
間
の
不
自
然
な
隔
離
が
一
息
図
的
に
維
持
の
準
備
会
議
と
し
て
戦
略
的
な
機
会
で
あ
つ

（》》

》
塗

鍾

》
霧

尻
信
ば
－
ル
と
設
定
し
た
が
、
こ
の
達
成
に
は
さ
れ
て
い
る
。

た
。
国
連
Ｍ
Ｄ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
は
、
貧
困
削
減

〈吟》

》
露

現
在
の
約
、
億
煙
－
ル
か
ら
っ
〕
倍
に
引
き
上

今
後
の
開
発
と
援
助
の
あ
り
方
を
一
示
す
努
力
が
今
後
加
年
間
に
飛
躍
的
進
歩
を
遂

．録》

》
鋒

鍛

げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
も
達
成
さ
も
の
と
し
て
国
際
的
に
合
三
思
さ
れ
た
ミ
レ
げ
る
た
め
に
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
を
リ
ブ
□
ダ
ク
テ
イ

》
鏑

錘
）

｝
嬢

れ
な
い
と
、
年
間
。
）
５
０
万
人
の
女
性
が
Ｈ
｜
｜
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｏ
）
の
達
成
に
は
、
ブ
・
ヘ
ル
ス
が
必
要
条
件
と
し
て
優
先
地
位

簿

》
愈

露
１
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
妊
娠
、
出
産
、
安
全
で
な
い
リ
ブ
□
ダ
ク
｜
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
支
援
を
さ
ら
を
与
一
え
ら
れ
る
枠
組
に
組
み
直
す
好
機
だ

》
鏑

簿

》
傘

人
工
妊
娠
中
絶
な
ど
に
よ
り
命
を
垂
こ
と
し
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
か
ら
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
同
分
野
に
お
け

へ趣

》
曇

〈悪）

続
け
る
一
」
と
に
な
る
。

ら
、
Ｍ
Ｄ
Ｏ
は
鴬
ｌ
ｃ
Ｐ
Ｄ
目
標
の
中
心
で
る
曰
本
政
府
の
支
援
と
強
い
政
治
的
リ
ー

》
曇

〈刊）

》
酉

莫
大
な
費
用
を
か
け
た
努
力
に
ち
か
か
あ
る
す
べ
て
の
人
に
対
す
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

一へ零一

》
鐸

（
廷

わ
ら
ず
、
世
界
の
年
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
新
感
染
者
数
一
ナ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
の
会
合
で
す
べ
て
の
人
々
へ
の
リ
ブ
□
ダ
ク

マ
〈
》

（｜》》

》
鰻

は
昨
年
史
上
一
頭
一
員
を
記
録
し
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
提
供
と
い
う
目
標
を
欠
い
て
い
る
。
帥
年
一
ナ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
琶
及
に
政
治
的
公
約
を
二

・

）
鰯

轡
の
ほ
と
ん
ど
が
性
感
染
に
よ
る
も
の
で
あ
代
の
一
連
の
国
運
会
議
の
主
要
目
標
の
一
つ
一
え
、
そ
の
結
実
と
し
て
Ｍ
Ｄ
Ｇ
目
標
と
イ
ン

》
鰯

鋒一

》
錘

り
、
女
性
と
若
者
が
そ
の
矢
面
に
立
っ
て
い
ち
、
リ
ブ
□
ダ
ク
｜
プ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
だ
け
が
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
の
中
に
リ
ブ
□
ダ
ク
テ
イ

鯵

｝
曇

曇
る
。
家
族
計
画
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
Ｍ
Ｄ
Ｏ
の
目
標
に
加
一
え
ら
れ
な
か
つ
だ
。

ブ
・
ヘ
ル
ス
を
納
め
る
こ
と
は
、
同
会
合
に

》
鐘

響

》
鐘

ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
マ
ア
そ
の
結
実
、
リ
ブ
□
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
参
加
す
る
〈
王
政
府
の
責
任
で
あ
る
。
も
し

篭

》
曇

鐙
防
の
最
前
線
を
お
し
進
め
て
き
た
が
、
Ｈ
１
は
し
ば
し
ば
途
上
国
の
貧
困
削
減
戦
略
の
こ
れ
を
仕
損
じ
た
場
合
、
カ
イ
□
国
際
合
意

》
罎

鐵

》
錘

Ｖ
／
エ
イ
ズ
事
業
と
の
完
〈
三
な
統
合
と
い
中
か
ら
抜
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
貧
困
緩
和
は
反
故
と
な
り
、
政
治
的
指
導
者
は
世
界
の

鑿

》
鍵

懲
う
理
想
へ
の
道
の
り
は
遠
い
。
次
第
に
厳
と
女
性
の
健
康
の
両
方
に
と
っ
て
さ
ら
な
量
員
困
に
あ
え
ぐ
人
々
と
社
会
的
弱
者
の
期

》
鐘

霞

》
塗

し
く
な
る
政
治
環
境
が
、
Ｈ
ｌ
Ｖ
マ
ア
防
の
二
頭
る
犠
牲
を
生
ん
で
い
る
。

侍
を
大
き
く
一
二
切
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

鰺

》
曇

一
別
線
か
ら
家
族
計
画
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

今
年
６
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
は
断
Ｕ
て
許
さ
れ
な
い
。

蟻

》
錘

謬

３



丸山(紀和町)の千枚田

あふれる愛杉本雄三・画く元・関西電力病院長〉
人口と開発/／目次表紙の写真

扉・スケッチ

》
地
球
シ
グ
ナ
ル
《
■
人
口
研
究
に
対
す
る
危
機
感
は
克
服
で
き
る
か
？小
川

巻
頭
言
／
す
べ
て
の
人
々
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
ス
テ
ィ
ー
プ
ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
２

寿
命
女
性
加
年
世
界
一
／
出
生
率
働
く

女
性
多
い
と
Ⅶ
／
都
市
部
ほ
ど
少
子
化
／

食
料
自
給
率
７
年
連
続
知
％
／
生
活
満
足

●
世
界
の
ト
ピ
ッ
ク

事
務
所
訪
問
二
題

・
人
口
減
少
・
野
球
チ
ー
ム
が
あ
ぶ
な
い
！

ｌ
投
稿
ｌ
人
口
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

ナ
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
遺
跡
ｌ
落
書
き
の
主
の
末
喬

提
言
ｌ
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
う
一
つ
の
「
２
０
０
７
年
閥

１
１
「

○
た
っ
た
１
人
の
Ｎ
Ｇ
。
Ｉ
「
○
Ｋ
バ
ジ
」
の
草
の
根
支
援

○
Ｎ
Ｇ
Ｏ
５
団
体
９
月
の
「
世
界
サ
ミ
ッ
ト
」
で
申
し
入
れ

○
ア
フ
リ
カ
開
発
に
関
す
る
Ｇ
８
諸
国
国
会
議
員
会
議

○
世
界
人
口
デ
ー
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

女
性
と
健
康
そ
し
て
開
発
を
考
え
る

○
講
演
ｌ
ジ
ェ
ン
ダ
し
貧
困
と
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

Ｊ
ｌ
Ｉ

○
福
田
赴
夫
生
誕
百
周
年
記
念
講
演
〈

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
圏
内
セ
ミ
ナ
ー
ｌ
「
ふ
る
さ
と
を
考
え
る
夕
べ
」

・
過
疎
・
高
齢
社
会
を
豊
か
に
生
き
る
法

・
パ
、
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
な
ぜ
今
人
口
問
題
か
、

ｌ
声
明
文
ｌ

～
７
２
く
５
，
２
く
～
ｊ
Ｊ
ｊ

Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ⅲ

■
１
口

｜
つ
の
「
２
０
０
７
年
問
題
」
と
ジ
ェ
〉

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｊ

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

度
低
い
日
本
人
／
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
生
数

じ
わ
り
増
加
／
定
年
後
の
団
塊
「
農
村
Ｃ
／

今
年
か
ら
人
口
減
少
か

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
妬

ｉ
Ｚ
１

サ
フ
ィ
エ
・
チ
ャ
ー

植
竹
繁
雄

吉
田
昭
彦

山
ロ
偉
大

岡
村
清
子
５

尾
崎
美
千
生
判

直
宏
型

1５１０3７３６３１ 3０ 2２２２２１ 1７46445３
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団
塊
世
代
と
は
、
１
９
４
７
～
⑬
年
の
３

年
間
に
出
生
し
た
戦
後
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代

（
６
７
９
万
人
、
総
人
口
の
５
．
３
％
）
を
い

も
う
一
つ
の
『
２
Ｃ
Ｏ
７
年
問
題
」
と
ジ
エ
ン
ダ
０

１１１Ｊ・剛轤鐘濁鴻錨Ⅶ■■■「‐１１
○
団
塊
世
代
と
２
Ｏ
Ｃ
Ｔ
年
問
題

毛

１
９
４
７
～
蛆
年
の
３

い
、
堺
屋
太
一
が
小
説
『
団
塊
の
世
代
』
（
堺

佼
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代

屋
、
１
９
８
０
）
で
造
語
し
た
人
口
の
大
き

か
」
へ
土
ｎ

口
の
５
．
３
％
）
を
い

な
「
塊
」
を
意
味
す
る
。
そ
の
人
生
は
戦
後

の
日
本
経
済
の
歩
み
と
重

ｏ

人
事
京
閉
経
学
テ
入
共
ど

な
り
、
人
口
規
模
の
大
き

》一》一一一一匪壹『一
さ
か
ら
新
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
担
い
手
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
対
象
と
し

て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
子

ど
も
世
代
に
当
た
る
１
９

聯』》一一》》冊》》》
７
１
年
～
河
年
の
第
二
次

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
を
「
団

の

塊
ジ
ュ
ニ
ア
」
、
団
塊
世
代
の
子
ど
も
が
半
数

を
占
め
る
１
９
７
０
年
～
閉
年
生
ま
れ
を
「
真

性
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
」
（
三
浦
、
２
０
０
５
）
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

現
在
は
、
団
塊
世
代
が
帥
歳
定
年
と
な
る

年
を
「
２
０
０
７
年
問
題
」
と
し
、
高
度
経

済
成
長
を
支
え
た
技
能
や
熟
練
を
も
つ
多
数

の
雇
用
者
の
大
量
定
年
に
よ
り
、
企
業
で
は

労
働
力
不
足
が
深
刻
と
な
り
、
そ
の
対
応
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
７
問
題
は
、
産

業
界
の
み
な
ら
ず
様
々
な
分
野
に
み
ら
れ
る
。

人
口
減
少
と
団
塊
世
代
の
定
年
退
職
と
い
う

人
口
動
態
上
の
二
つ
の
大
き
な
変
化
は
、
将

来
的
に
は
、
２
０
１
２
～
ｕ
年
に
は
団
塊
世

代
が
硫
歳
以
上
と
な
り
、
年
金
、
医
療
、
介

と

夕

５



護
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
が
よ
り
一
層
深
刻

な
問
題
と
な
る
「
２
０
１
２
年
問
題
」
へ
と

引
き
継
が
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
団
塊
世
代
に
つ
い
て
は
、
「
彼

ら
が
日
経
新
聞
を
捨
て
た
朝
」
（
加
藤
、
２
０

０
５
）
や
『
団
塊
が
電
車
を
降
り
る
日
』
（
辻

中
、
２
０
０
５
）
な
ど
男
性
一
雇
用
者
の
定
年

後
の
自
分
探
し
が
中
心
に
語
ら
れ
て
き
た
が
、

本
稿
で
は
、
団
塊
世
代
の
夫
婦
関
係
に
つ
い

て
み
て
い
く
。
夫
婦
関
係
を
考
え
て
い
く
際

に
重
要
な
論
点
は
、
も
う
一
つ
の
「
２
０
０

７
年
問
題
」
で
あ
り
、
２
０
０
７
年
４
月
か

ら
始
ま
る
離
婚
時
の
年
金
分
割
が
、
団
塊
世

代
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
と
い

う
問
題
で
あ
る
。
夫
婦
の
合
意
で
可
能
と
な

る
「
任
意
分
割
」
、
そ
し
て
２
０
０
８
年
４
月

以
降
は
「
強
制
分
割
」
が
開
始
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
高
齢
女
性
が
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
被
害
者
に
な
っ
て
も
離
婚

○
も
う
一
つ
の

「
２
０
ｏ
７
年
問
題
」
と
は
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つの「2007年問題」とジェンダもう

定
年
後
の
職
場
中
心
の
生
活
か
ら
家
庭
や

地
域
中
心
の
生
活
へ
の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
生
き
が
い
論
や
社

会
参
加
論
と
し
て
、
あ
る
い
は
企
業
の
定
年

準
備
教
育
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
し
て

進
め
ら
れ
て
き
た
。
「
毎
日
が
、
日
曜
日
」
と

い
う
状
態
の
生
活
か
ら
、
地
域
活
動
に
参
加

す
る
男
性
は
増
大
し
て
い
る
が
、
生
活
は
妻

の
家
事
労
働
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
「
夫
は
活

動
、
妻
は
家
事
」
と
い
う
性
別
役
割
分
業
の

夫
婦
関
係
に
あ
る
夫
た
ち
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー

で
あ
る
。

一
方
で
、
旧
年
ほ
ど
前
か
ら
「
定
年
退
職

し
た
夫
が
ず
っ
と
家
に
い
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
体
調
が
悪
化
す
る
「
主
人
（
夫
）
在
宅

ス
ト
レ
ス
侯
症
群
」
と
い
う
新
し
い
症
例
が

み
ら
れ
る
こ
と
を
黒
川
順
夫
医
師
（
心
療
内

で
き
な
い
理
由
と
し
て
、
住
居
と
年
金
収
入

の
不
備
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
年
金
の
離
婚

時
分
割
に
よ
り
そ
の
一
部
が
解
決
さ
れ
る
な

ら
ば
離
婚
と
い
う
選
択
肢
も
可
能
と
な
る
。

○
定
年
後
人
生
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

結
婚
か
ら
現
在
ま
で
の
家
族
の
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
を
た
ど
る
と
、
団
塊
世
代
の
女
性
の
９
割

は
釦
歳
ま
で
に
結
婚
し
て
お
り
、
平
均
初
婚

年
齢
は
夫
訴
歳
、
妻
塑
歳
で
年
齢
差
が
３
年

弱
に
縮
小
し
て
い
る
。
ま
た
、
１
９
６
５
～

的
年
に
か
け
て
恋
愛
結
婚
（
蛆
・
７
％
）
が

見
合
い
結
婚
（
“
・
９
％
）
を
上
回
り
、
団

科
）
が
紹
介
し
た
。
『
夫
は
定
年
（
う
ろ
う
ろ
）

妻
は
ス
ト
レ
ス
（
い
ら
い
ら
上
（
清
水
、
１

９
９
６
）
や
『
定
年
夫
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に

「
じ
ゃ
ま
」
な
の
か
？
「
大
量
定
年
時
代
」
の

夫
婦
学
』
（
西
田
、
２
０
０
４
）
が
出
版
さ
れ
、

ま
た
、
結
婚
を
継
続
す
る
場
合
に
も
「
離
婚

が
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
の
夫
婦
関
係

は
よ
り
対
等
な
関
係
と
な
る
。

○
団
塊
世
代
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
（
人
生
行
路
）

と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

塊
世
代
の
適
齢
期
で
あ
っ
た
１
９
７
０
年
代

に
は
６
割
を
超
え
「
友
達
夫
婦
」
と
呼
ば
れ

た
。
結
婚
後
は
妻
の
専
業
主
婦
化
が
進
み
、

子
ど
も
数
は
平
均
２
人
の
核
家
族
で
郊
外
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
居
住
す
る
「
ニ
ュ
ー
フ
ァ

ミ
リ
ー
」
と
な
り
、
１
９
８
０
年
代
に
釦
歳

代
に
な
る
と
、
ジ
ー
パ
ン
に
ス
ニ
ー
カ
ー
を

妻
の
側
か
ら
み
た
夫
の
定
年
に
つ
い
て
の
問

題
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

熟
年
離
婚
が
増
加
し
て
い
る
中
で
、
『
家
庭
内

再
婚
』
（
近
藤
、
１
９
９
８
）
や
お
互
い
に
束

縛
せ
ず
に
個
人
の
人
生
を
優
先
さ
せ
る
『
卒

婚
の
ス
ス
メ
』
（
杉
山
、
２
０
０
４
）
が
出
版

さ
れ
た
。
以
上
の
定
年
後
夫
婦
の
問
題
を
、

団
塊
世
代
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、

女
性
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
代
以
上
に
、
男
性

た
ち
に
問
題
提
起
を
し
て
い
く
こ
と
が
予
測

で
き
る
。
以
下
、
団
塊
世
代
の
夫
婦
関
係
に

つ
い
て
み
る
。

７



履
い
た
新
し
い
釦
代
像
と
し
て
広
告
業
界
で

は
「
ニ
ュ
ー
サ
ー
テ
ィ
」
と
呼
ば
れ
た
（
三

浦
、
２
０
０
５
）
。

男
性
た
ち
が
企
業
戦
士
と
し
て
働
い
て
い

る
間
に
、
女
性
た
ち
は
子
育
て
後
の
第
三
期

と
呼
ば
れ
る
時
期
を
、
教
育
費
や
住
宅
ロ
ー

ン
の
返
済
の
た
め
に
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し

て
就
労
し
、
あ
る
い
は
学
習
活
動
、
消
費
者

運
動
な
ど
の
社
会
活
動
に
参
加
し
、
女
た
ち

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
こ

れ
ら
は
主
婦
と
し
て
家
族
に
安
全
な
「
食
」

を
提
供
す
る
運
動
か
ら
、
現
在
は
地
域
で
の

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供
へ
と
発
展
し
て
い

る
。
親
子
関
係
は
「
友
達
親
子
」
で
、
子
ど

も
の
就
職
や
結
婚
は
遅
れ
て
お
り
、
親
の
介

護
問
題
を
か
か
え
る
中
間
世
代
の
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
立
場
に
い
る
者
も

多
い
。

団
塊
世
代
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
は
、
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
運
動
が
影
響
を
与
え
て
い
る
。
１

９
７
２
年
の
勤
労
婦
人
福
祉
法
の
成
立
、
１

９
７
５
年
の
国
際
婦
人
年
か
ら
餡
年
ま
で
の

「
国
連
婦
人
の
加
年
」
、
１
９
８
５
年
の
男
女

一
雇
用
機
会
均
等
法
、
１
９
９
９
年
の
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
の
成
立
と
い
う
女
性
政

も
う
一
つ
の
「
２
０
０
７
年
問
題
」
と
は
、

現
役
時
代
の
強
固
な
性
別
役
割
分
業
を
壊
す

こ
と
が
で
き
ず
現
在
に
至
っ
た
夫
婦
関
係
を
、

ど
の
よ
う
に
再
構
築
し
て
い
く
か
と
い
う
問

題
で
あ
る
。
夫
の
引
退
と
同
時
に
、
妻
も
無

償
労
働
で
あ
る
家
事
労
働
か
ら
引
退
し
、
家

庭
内
の
仕
事
を
そ
れ
ぞ
れ
の
夫
婦
の
就
業
状

況
や
健
康
状
態
な
ど
を
考
慮
し
て
再
編
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
再
編
は
高
齢
期
に
生
じ

る
介
護
問
題
や
配
偶
者
喪
失
な
ど
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
（
人
生
上
の
出
来
事
）
に
対
処
す

る
た
め
の
準
備
と
な
る
（
岡
村
、
２
０
０
４
）
。

す
で
に
、
男
性
の
地
域
で
の
家
事
や
介
護

策
の
動
向
で
あ
る
。
勤
労
婦
人
福
祉
法
は
女

性
の
職
業
に
つ
い
て
Ｍ
字
型
モ
デ
ル
を
理
想

と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
国
際
的
な
動
向

の
中
で
、
職
業
と
家
庭
の
両
立
型
モ
デ
ル
に

移
行
し
た
。
両
立
型
は
女
性
に
は
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
が
、
男
性
に
は
受
け
入
れ
ら
れ

ず
夫
婦
間
の
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
じ
て
い

○
男
女
共
同
参
画
社
会
に
お
け
る

夫
婦
関
係
を
拓
く

の
領
域
へ
の
参
入
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
の
動
向
に
み
ら
れ
る
。
祖
父
世

代
に
よ
る
子
育
て
支
援
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ａ

Ｌ
Ｃ
、
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

な
ど
）
や
、
ヘ
ル
パ
ー
研
修
や
介
護
に
参
加

す
る
中
高
年
男
性
（
横
浜
男
性
ヘ
ル
パ
ー
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
流
山
１
－
・
ア
イ
ネ
ッ
ト
な
ど
）

が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
団
塊
世
代
の
家

族
が
男
女
共
同
参
画
社
会
の
家
族
に
な
る
た

め
に
は
、
男
性
が
地
域
と
同
時
に
家
庭
に
も

参
加
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

堺
屋
は
、
団
塊
世
代
は
「
団
塊
お
荷
物
論
」

や
「
暗
い
定
年
」
で
は
な
く
新
し
い
タ
イ
プ

る
。
生
活
の
中
心
や
関
心
と
な
る
領
域
が
「
男

は
仕
事
、
女
は
家
庭
や
地
域
」
と
乖
離
し
た

ま
ま
で
あ
り
、
妻
は
夫
に
比
べ
て
、
夫
婦
共

通
の
時
間
よ
り
も
個
人
の
時
間
や
空
間
を
求

め
る
生
き
方
を
望
ん
で
い
る
（
岡
村
、
２
０

０
１
）
。
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もう一つの「2007年問題」とジェンダ

の
働
き
手
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
し
い
市
場

で
も
あ
り
、
団
塊
の
世
代
が
帥
代
で
あ
る
２

０
０
７
年
か
ら
２
０
１
７
年
は
ま
さ
に
『
最

高
の
ｎ
年
」
と
な
る
と
し
て
い
る
（
堺
屋
、

２
０
０
５
）
。
こ
れ
を
夫
婦
関
係
に
当
て
は
め

る
と
、
「
現
役
時
代
の
性
別
役
割
分
業
を
固
持

し
た
ま
ま
夫
が
お
荷
物
と
な
る
『
暗
い
高
齢

期
』
を
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
新
し
い
タ
イ

プ
の
家
庭
や
地
域
へ
の
男
女
共
同
参
画
型
の

夫
婦
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
り
『
最
高
の
、

年
』
と
な
り
、
豊
か
な
ｍ
代
を
迎
え
る
」
と

い
え
よ
う
。
家
庭
内
離
婚
か
ら
離
婚
時
の
年

金
分
割
に
よ
り
離
婚
を
選
択
す
る
か
、
家
庭

内
再
婚
を
試
み
る
か
と
い
う
、
離
婚
か
結
婚

継
続
か
の
こ
者
択
一
で
は
な
く
卒
婚
と
い
う

新
し
い
道
を
選
ぶ
の
か
、
何
れ
を
選
択
し
て

も
基
本
は
個
人
を
単
位
と
し
た
ゆ
る
や
か
な

共
同
性
の
追
求
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
夫
婦

関
係
の
再
構
築
は
、
こ
れ
ま
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
試
み
時
代
の
最
先
端
を
切
り
開
い
て
き
た

と
い
う
団
塊
世
代
へ
の
期
待
で
あ
る
。

配
偶
者
喪
失
後
の
人
生
は
、
カ
ッ
プ
ル
単

位
か
ら
シ
ン
グ
ル
単
位
の
生
活
と
な
る
が
、

子
ど
も
に
依
存
せ
ず
に
、
自
立
し
た
個
人
と

し
て
「
事
実
婚
」
に
よ
る
再
婚
や
、
「
暮
ら
し

縁
」
（
島
村
・
寺
田
、
２
０
０
４
）
な
ど
「
新

し
い
縁
」
と
い
う
選
択
肢
を
見
出
す
で
あ
ろ

う
。
高
齢
期
に
お
け
る
家
族
に
依
存
し
な
い

シ
ン
グ
ル
ラ
イ
フ
は
、
地
域
を
単
位
と
し
た

介
護
の
社
会
化
や
共
同
性
を
求
め
、
世
代
間

交
流
を
中
核
と
す
る
老
若
男
女
共
同
参
画
型

・
加
藤
仁
「
彼
ら
が
日
経
新
聞
を
捨
て
た
朝
」
『
文
藝
春
秋
』
２
０
０
５
年
４
月
号

・
清
水
博
子
『
夫
は
定
年
（
う
ろ
う
ろ
）
妻
は
ス
ト
レ
ス
（
い
ら
い
ら
）
』
青
木
書
店
、
１
９
９
６

・
近
藤
裕
『
家
庭
内
再
婚
ｌ
夫
婦
の
絆
と
は
何
か
』
丸
善
株
式
会
社
、
１
９
９
８

・
西
田
小
夜
子
『
定
年
夫
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
「
じ
ゃ
ま
」
な
の
か
？
「
大
量
定
年
時
代
」
の
夫

婦
学
』
ソ
ニ
ー
マ
ガ
ジ
ン
ズ
、
２
０
０
４

・
辻
中
俊
樹
『
団
塊
が
電
車
を
降
り
る
日
』
東
急
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
．
２
０
０
５

・
岡
村
清
子
「
い
ま
団
塊
夫
婦
は
ｌ
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
」
天
野
正
子
編
『
団
塊
世
代
・
新
諭
ｌ
〈
関

係
的
自
立
〉
を
ひ
ら
く
』
有
信
堂
高
文
社
、
２
０
０
１

・
岡
村
清
子
「
配
偶
者
喪
失
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
袖
井
孝
子
編
『
少
子
化
社
会
の
家
族
と
福
祉
Ｉ
女

性
と
高
齢
者
の
視
点
か
ら
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
０
４

．
三
浦
展
『
団
塊
世
代
を
総
括
す
る
』
牧
野
出
版
、
２
０
０
５

・
堺
屋
太
一
『
団
塊
の
世
代
』
『
文
藝
春
秋
』
１
９
８
０

・
堺
屋
太
一
「
団
塊
の
世
代
『
最
高
の
十
年
』
が
始
ま
る
」
『
文
藝
春
秋
』
２
０
０
５
年
４
月
号

・
島
村
八
重
子
・
寺
田
和
代
『
家
族
と
住
ま
な
い
家
ｌ
血
縁
か
ら
〈
暮
ら
し
縁
〉
ご
春
秋
社
、

２
０
０
４

・
杉
山
由
美
子
『
卒
婚
の
ス
ス
メ
』
オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
、
２
０
０
４

参
考
文
献

の
「
三
世
代
地
域
」
や
「
三
世
代
地
域
福
祉

社
会
」
へ
の
創
造
へ
と
向
か
う
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
団
塊
世
代
が
現
役
時
代
に
は
果
た

せ
な
か
っ
た
「
夢
の
実
現
」
で
あ
る
に
違
い

な
い
。
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塁

影
響
を
受
け
た
中
山
間
地
域
よ
り
、
農
山
村
・

漁
村
か
ら
多
く
の
人
材
を
受
け
入
れ
た
東
京
・

名
古
屋
・
大
阪
等
の
大
都
市
圏
で
の
方
が
大

き
い
。
こ
れ
ら
大
都
市
圏
で
は
２
０
０
７
年

頃
か
ら
大
量
の
離
職
者
が
発
生
す
る
が
、
高

齢
者
の
再
就
職
は
難
し
い
上
に
、
都
市
で
の

生
活
に
は
多
く
の
生
活
費
を
必
要
と
す
る
。

そ
の
一
方
で
、
年
金
支
給
開
始
時
期
の
段
階

的
な
引
き
上
げ
に
よ
り
、
無
収
入
期
間
の
発

生
の
可
能
性
も
あ
り
、
都
市
で
の
団
塊
の
世

代
に
は
厳
し
い
事
態
が
待
ち
受
け
て
い
る
。

近
年
、
リ
ス
ト
ラ
の
対
象
と
な
っ
た
世
代

や
定
年
を
間
際
に
控
え
た
中
高
年
齢
層
の
間

で
は
、
体
が
元
気
な
う
ち
は
自
然
が
多
く
残

さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
自
分
の
食
べ
る
程
度

の
畑
を
耕
し
な
が
ら
、
自
然
に
浸
る
帰
農
の

●吉田昭彦(よしだ｡あきひこ）

1943年生まれ。1975年大阪市立大学大学

院工学科博士課程を修了、産業能率短期

大学教授を務める。1985年岐阜大学で医

学博士号を取得。2003年株式会社こめつ

つじ(訪問介護事業所)代表取締役に就任。

以後、環境・福祉・教育の一体化と、住

みよい街づくりに向けた運動を、地元住

民の方々と実施中。

著書に｢科学者が書いた経済の本」（1989入

｢アマゾンで考えた私の環境貢献」（1993入

｢環境道のススメ」（1996入「シルク革命」

(1998)がある。

生
活
に
興
味

を
示
す
傾
向

が
強
く
見
ら

れ
る
。
ま
た
、

故
郷
を
離
れ

た
も
の
と
し

て
は
高
齢
に

な
る
に
つ
れ

て
、
故
郷
へ

の
郷
愁
が
増

す
の
は
人
情

で
あ
り
、
郷

士
を
出
て
都

市
で
働
い
て

き
た
団
塊
の

世
代
に
対
し

都
市
農
村
交
流
促
進
の
大
き
な

て
帰
農
を
呼
び
か
け
る
こ
と
は
、

絆
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
循
環
型
社
会

１１



形
成
推
進
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
農
山
村
・

漁
村
は
生
産
地
で
あ
る
一
方
、
都
市
の
社
会

は
消
費
地
で
あ
る
た
め
、
循
環
型
の
社
会
の

形
成
に
は
都
市
と
農
山
村
・
漁
村
と
の
間
で

の
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
の
循
環
が
必
須

で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
農
山
村
・
漁
村
か

ら
都
市
へ
の
モ
ノ
だ
け
が
こ
の
地
域
か
ら
流

出
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
ヒ
ト
が
都
市

か
ら
こ
の
地
域
に
向
け
て
動
け
ば
、
そ
れ
と

同
時
に
カ
ネ
と
モ
ノ
は
逆
向
き
に
動
き
、
循

環
型
が
形
成
さ
れ
る
。
今
後
は
循
環
型
社
会

の
形
成
を
促
進
す
る
形
で
、
農
山
村
・
漁
村

へ
都
市
か
ら
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
動
か
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
く
ば
、
持

続
可
能
性
へ
の
道
は
開
け
ず
、
滅
亡
の
憂
き

目
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

私
た
ち
は
、
煩
悩
の
赴
く
ま
ま
に
「
豊
か

さ
・
便
利
さ
・
快
適
さ
」
を
求
め
、
自
然
環

境
を
破
壊
し
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
ヒ
ト

と
て
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
一
員
で
あ
り
、

破
壊
さ
れ
た
自
然
の
中
で
は
長
く
生
き
続
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ｎ
世
紀
の
私
た
ち
に

与
え
ら
れ
た
最
大
の
課
題
は
破
壊
さ
れ
た
自

然
環
境
の
再
生
で
あ
り
、
自
然
環
境
の
保
全

で
あ
る
。
環

境
再
生
・
保

全
で
は
、
将

来
を
担
っ
て

い
る
子
ど
も

た
ち
へ
の
環

境
教
育
が
極

め
て
大
切
な

取
り
組
み
で

あ
る
。
そ
の

中
で
も
大
切

な
こ
と
は
本

来
の
自
然
の

あ
り
様
に
対

す
る
正
確
な

認
識
で
あ
る
。

現
在
、
日

本
の
都
市
人

口
比
率
は

帥
％
に
達
し
、

子
ど
も
の

別
％
以
上
は

都
市
生
活
者

で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の

1２
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都
市
で
は
開
発
が
進
み
、
大
都
市
で
は
本
来

の
自
然
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
本

来
の
自
然
の
あ
り
様
は
学
校
の
教
育
を
通
し

て
学
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
日
常
の
生
活
を
通

し
て
体
験
的
に
修
得
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ

が
、
本
来
の
自
然
に
接
す
る
機
会
の
少
な
い

都
市
生
活
者
と
し
て
の
子
ど
も
た
ち
は
本
来

の
自
然
の
あ
り
様
を
知
る
術
が
な
い
。
子
ど

も
は
い
つ
ま
で
も
子
ど
も
で
は
な
く
、
成
人

し
て
大
人
と
な
る
が
、
成
人
の
別
％
以
上
が

本
来
の
自
然
の
あ
り
様
に
対
す
る
認
識
が
暖

味
で
あ
る
な
ら
ば
、
環
境
の
再
生
・
保
全
な

ど
で
き
る
は
ず
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
東
京
・

名
古
屋
・
大
阪
な
ど
の
大
都
市
の
子
ど
も
た

ち
に
向
け
た
本
来
の
自
然
の
あ
り
様
を
「
見

て
・
知
っ
て
・
感
ず
る
」
こ
と
を
体
験
さ
せ

る
教
育
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。

こ
の
三
重
県
南
部
の
東
紀
州
地
域
に
は
日

本
の
美
の
原
点
と
な
る
「
白
砂
青
松
・
山
紫

水
明
」
の
地
は
数
多
く
あ
る
。
ま
た
、
ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
「
熊

野
古
道
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
歴
史
的
な
名

所
旧
跡
も
多
く
、
本
来
の
自
然
の
あ
り
様
を

知
る
「
教
育
グ
リ
ー
ン
ッ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
総

合
的
な
学
習
」
の
実
施
地
と
し
て
は
最
適
な

日
本
は
か

つ
て
、
貧
困

と
人
口
増
加

に
見
舞
わ
れ
、

食
う
た
め
に

「
耕
し
て
天
に

至
る
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど

に
営
々
と
棚

田
を
築
き
上

げ
て
き
た
。

そ
の
棚
田
は

外
国
の
地
理

学
者
に
言
わ

せ
れ
ば
「
日

本
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
」
と

言
わ
れ
る
ほ

ど
の
文
化
財

で
も
あ
る
が
、

紀
和
町
を
は

じ
め
と
し
て

立
地
条
件
を

備
え
て
い
る
。

１３



多
く
の
棚
田
は
過
疎
・
高
齢
化
の
も
と
で
耕

作
放
棄
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
傾
向
は
、
今
後
、
急
速
に
加
速
す

る
。
棚
田
は
水
源
の
酒
養
・
景
観
の
保
全
・

文
化
の
伝
承
・
水
生
生
物
の
生
息
お
よ
び
治

山
・
治
水
の
根
幹
を
な
す
防
災
な
ど
多
く
の

機
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
た
め
、
棚
田
の

保
全
は
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
し
か
し

そ
の
前
途
は
多
難
を
極
め
て
い
る
。

幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の
三
重
県
南
部
の
東

紀
州
地
域
は
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
な
ど
の

大
都
市
に
近
く
、
ま
た
、
こ
れ
ら
大
都
市
に

は
こ
の
地
域
を
故
郷
に
も
つ
住
民
も
多
い
。

東
紀
州
地
域
の
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
協
力

し
合
っ
て
、
こ
れ
ら
大
都
市
の
知
人
に
呼
び

か
け
、
故
郷
で
の
帰
農
を
実
施
し
や
す
く
す

る
と
と
も
に
、
都
市
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
「
教

育
グ
リ
ー
ン
ッ
ー
リ
ズ
ム
」
や
「
総
合
的
な

学
習
」
実
施
の
対
象
地
と
し
て
、
自
ら
が
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
る
な
ら
ば
、
自
然
へ

の
回
帰
の
生
活
は
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け

た
「
天
の
声
」
で
あ
る
た
め
、
必
ず
道
は
開

け
る
は
ず
で
あ
る
。

]４
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後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

萩
野
度
一
三
重
県
議
、
高
橋
千
秋
参
議
院
議

員
、
下
川
勝
三
紀
和
町
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、

吉
田
昭
彦
氏
の
提
案
が
実
現
可
能
か
ど
う
か

を
中
心
に
話
し
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

過
疎
・
高
齢
化
に
悩
む
紀
南
地
域
の
中
で

も
、
紀
和
町
は
高
齢
化
率
（
閉
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
）
が
印
％

日
本
の
平
均
寿
命
が
男
性
氾
歳
、
女
性
駈

歳
と
な
っ
た
今
日
、
女
性
の
平
均
寿
命
は
男

性
に
比
べ
て
８
歳
も
長
く
、
今
後
と
も
日
本

の
社
会
で
は
女
性
の
高
齢
者
が
激
増
す
る
。

そ
の
た
め
、
先
進
諸
国
の
中
で
は
女
性
の
社

会
的
活
用
が
遅
れ
が
ち
と
な
っ
て
い
る
日
本

の
社
会
慣
習
を
大
き
く
修
正
し
、
女
性
に
適

し
た
一
雇
用
の
機
会
を
積
極
的
に
創
出
す
る
と

と
も
に
、
女
性
が
働
き
や
す
い
社
会
環
境
の

整
備
が
急
務
で
あ
る
。
急
速
に
少
子
高
齢
化

の
進
む
社
会
で
は
医
療
・
介
護
・
保
育
環
境

以
上
と
全
国
で
１
，
２
位
を
争
う
高
さ
で
あ

る
。
下
川
町
長
は
、
過
去
に
も
都
市
か
ら
人

を
受
け
入
れ
よ
う
と
試
み
た
が
、
住
居
の
問

題
や
受
け
入
れ
側
の
住
民
の
気
持
ち
を
考
え

る
と
、
ど
う
し
て
も
慎
重
に
な
り
が
ち
だ
と

率
直
に
述
べ
た
。
ま
た
、
「
こ
の
土
地
の
良
さ

は
住
ん
で
い
る
者
は
忘
れ
が
ち
だ
が
、
確
か

に
こ
の
土
地
に
戻
っ
て
来
た
い
人
、
住
み
た

の
整
備
は
焦
眉
の
急
を
要
す
る
課
題
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
分
野
は
女
性
に
適
し
た
一
雇
用

の
場
で
あ
る
た
め
、
直
面
す
る
課
題
に
対
し

て
果
敢
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
元
気
な
う

ち
は
可
能
な
限
り
働
き
続
け
ら
れ
る
雇
用
環

境
の
創
出
が
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
際
、
用
い
る
方
策
は
従
来
ど

お
り
の
固
定
概
念
に
制
約
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
女
性
の
中
に
秘
め
ら
れ
た
英
知
を
引

き
出
す
よ
う
に
心
が
け
、
時
宜
に
適
し
た
柔

軟
な
方
策
で
臨
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
’

い
人
も
い
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
足
元
を
見

つ
め
直
す
時
期
に
き
て
い
る
。
行
政
と
住
民

が
互
い
に
協
力
し
合
い
、
行
政
の
側
で
は
し
っ

か
り
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
る
こ
と
、
住
民

の
側
は
地
域
活
性
化
の
た
め
に
広
い
考
え
に

立
ち
、
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
今
後
の

課
題
だ
」
と
指
摘
し
た
。

萩
野
県
議
に
よ
れ
ば
、
以
前
厚
生
労
働
省

つ
一
つ
具
体
的
に
見
渡
せ
ば
、
た
と
え
、
ロ
ー

テ
ク
で
あ
っ
て
も
道
を
切
り
開
く
有
効
な
手

段
は
数
多
く
見
出
せ
る
。
そ
し
て
、
社
会
的

に
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
つ
つ
あ
る
観
光
・
癒
し
・

教
育
な
ど
の
第
３
次
産
業
的
な
要
素
を
既
存

の
第
１
次
産
業
に
加
え
て
積
極
的
に
取
り
組

め
ば
、
新
し
い
道
が
開
け
る
ば
か
り
で
な
く
、

よ
り
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
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が
行
っ
た
調
査
で
、
高
齢
者
夫
婦
が
「
配
偶

者
と
死
別
し
た
と
き
、
子
ど
も
と
同
居
す
る
」

と
答
え
た
割
合
が
全
国
平
均
で
は
釦
％
以
上

と
い
う
。
同
県
議
は
、
現
在
の
偏
差
値
偏
重

で
、
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
や
田
舎
の
良
さ

に
は
全
く
触
れ
な
い
教
育
制
度
が
阻
害
要
因

■Ⅲ

パネルディスカッションでは尾崎美千生APDA事務局長がコーディネーターを務めた

めのらど高が帯高暮域にたぎえ１０わ地にあ

U〈iE網〈斐罰響ｔ住后錨鰹ず等ﾎﾟdそ
る諦も戻子に合世の人地際つ過超かは南の

と
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
教
育
、
行
政
の
側

か
ら
こ
の
土
地
の
良
さ
を
積
極
的
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
力
説
し
た
。

ま
た
、
昨
年
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
地

元
の
熊
野
古
道
は
、
古
道
を
発
掘
し
た
地
元

住
民
が
自
治
体
、
県
、
や
が
て
は
国
や
ユ
ネ

ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
を
も
動

か
し
た
「
田
舎
か
ら
都
会
（
中
央
）
へ
の
発

信
」
と
い
う
、
従
来
と
は
逆
の
流
れ
を
つ
く
っ

た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
紹
介
し
た
。

参
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
の
理
事
と

し
て
も
防
災
対
策
の
推
進
に
力
を
注
い
で
い

る
高
橋
議
員
は
、
か
つ
て
地
元
で
８
年
間
消

防
団
に
入
っ
て
い
た
が
、
現
在
の
過
疎
・
高

齢
化
の
進
行
で
地
元
の
消
防
団
員
数
が
減
少

し
、
市
町
村
の
合
併
に
よ
っ
て
も
組
織
が
壊

れ
つ
つ
あ
る
た
め
、
「
人
づ
く
り
」
が
今
後
の

大
き
な
課
題
だ
と
強
調
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
言
を
受
け
、
吉
田
氏
は
、

「
都
市
か
ら
の
人
々
を
こ
の
地
域
が
受
け
入
れ

る
ニ
ー
ズ
は
非
常
に
高
く
、
休
耕
田
や
荒
地

は
あ
る
が
、
林
業
Ｏ
Ｂ
、
農
業
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ

ん
が
先
頭
に
立
ち
、
移
り
住
ん
だ
人
々
に
教

え
て
協
力
す
れ
ば
、
双
方
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
」

と
指
摘
し
、
「
こ
う
し
た
流
れ
は
、
将
来
の
日

本
の
環
境
保
全
に
役
立
つ
こ
と
で
も
あ
り
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
が
立
ち
上
が
り
、
英
知
を
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

最
後
に
、
中
学
校
で
教
員
を
さ
れ
て
い
る

大
崎
重
久
さ
ん
が
、
Ⅲ
年
来
温
め
て
き
た
と

い
う
３
つ
の
地
域
活
性
化
の
ア
イ
デ
ア
が
提

案
し
た
。
一
つ
目
は
こ
の
熊
野
地
力
に
映
画

の
ロ
ケ
隊
を
誘
致
し
、
人
々
に
こ
の
地
方
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
。
二
つ
目
は
「
文
化

体
験
村
」
と
い
っ
た
、
ガ
ラ
ス
エ
芸
や
竹
細

工
、
魚
釣
り
な
ど
、
文
化
や
自
然
を
体
験
で

き
る
場
所
を
つ
く
り
、
人
々
に
こ
の
地
域
に

足
を
運
ん
で
も
ら
う
。
三
つ
目
は
、
著
名
人

に
こ
の
地
域
に
住
ん
で
も
ら
い
、
田
舎
か
ら

都
会
に
移
り
住
む
良
い
モ
デ
ル
例
を
積
極
的

に
発
信
し
て
い
く
。
大
崎
さ
ん
は
、
こ
う
し

た
ア
イ
デ
ア
を
通
し
て
「
日
本
の
ふ
る
さ
と
Ⅱ

熊
野
」
を
打
ち
出
し
た
い
と
語
り
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
高
橋
議
員

に
よ
れ
ば
、
今
年
に
入
っ
て
す
で
に
３
本
の

映
画
が
三
重
県
で
撮
ら
れ
て
お
り
、
ぜ
ひ
映

画
会
社
と
連
携
し
て
、
紀
南
地
域
に
も
撮
影

隊
を
誘
致
す
る
よ
う
働
き
か
け
、
大
崎
さ
ん

の
、
年
来
の
夢
が
花
開
く
よ
う
協
力
す
る
と

約
束
し
た
。

（
恒
川
ひ
と
み
）
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少子高齢社会への対応の
■在り方について■■

嘉
与
子
会
長
）
は
、
７
月
８
曰
「
少
子
高
齢
社
会
へ
の

対
応
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
と
い
う
、
こ
の
１
年
間
の

検
討
結
果
を
ま
と
め
た
提
言
を
政
府
に
提
出
し
た
。
提

言
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

現
在
多
く
の
先
進
国
に
お
い
て
少
子
化
傾
向
に
あ
り
、

我
が
国
に
お
い
て
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
平
成
幅
年
、

栂
年
と
続
け
て
１
．
羽
を
記
録
し
、
旧
年
か
ら
人
口
減

少
社
会
に
突
入
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
（
７
月
８
日

現
在
）
。

こ
れ
ま
で
政
府
は
、
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
、
新
エ
ン
ゼ

ル
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
少
子
化
対
策
を
進
め
て
き
た
が
、

少
子
化
の
進
行
を
食
い
止
め
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
、
平
成
朽
年
に
成
立
し
た
少
子
化
社
会
対
策

基
本
法
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
よ
り
少
子

化
対
策
の
枠
組
み
を
整
備
し
、
旭
年
に
は
少
子
化
社
会

対
策
大
綱
、
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

従
来
よ
り
も
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
施
策
を
総
合
的
に

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

少
子
化
の
要
因
と
し
て
は
、
人
ロ
学
的
に
は
晩
産
化

の
背
後
に
あ
る
晩
婚
化
・
未
婚
化
、
社
会
経
済
的
に
は

女
性
の
社
会
進
出
に
伴
う
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
困
難

性
の
増
大
、
子
育
て
負
担
感
の
増
大
、
価
値
観
の
多
様

化
、
若
者
の
生
活
・
雇
用
不
安
、
い
わ
ゆ
る
一
一
ｌ
卜
、

フ
リ
ー
タ
ー
の
増
大
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

参
議
院
「
少
子
高
齢
社
会
に
関
す
る
調
査
会
」
（
清
水
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本
調
査
会
は
、
こ
の
１
年
、
少
子
高
齢
社
に
つ
い
て
広
範
な
議
論
を
行
い
、
そ
の
課
題

で
の
政
府
の
対
応
に
お
い
て
は
少
孑
化
の
流

れ
を
変
え
る
た
め
の
施
策
が
進
め
ら
れ
て
き
会
へ
の
対
応
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
の
把
握
に
努
め
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
経
て
、
本
調
査

た
が
、
他
方
、
人
ロ
減
少
社
会
の
進
捗
状
況
の
下
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
、
若
者
の
自

を
踏
ま
え
て
、
我
が
国
の
社
会
経
済
へ
の
影
立
と
就
業
支
援
、
少
子
化
の
教
育
へ
の
影
響
、
会
と
し
て
当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
次
の

響
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
の
政
策
社
会
資
本
の
望
ま
し
い
在
り
方
、
税
制
・
社
と
お
り
提
言
す
る
。
政
府
は
も
と
よ
り
企
業

に
お
か
れ
て
も
そ
の
趣
旨
を
理
解
さ
れ
、
一
」

を
考
え
て
い
く
べ
き
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
会
保
障
制
度
の
在
り
方
、
女
性
の
健
康
等
、

少
子
化
の
要
因
及
び
社
会
・
経
済
へ
の
影
響
れ
ら
の
実
現
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

い
る
。

ご’二』一一一一一』一一二』一一】』』』』』『『『『’’’’一二一】】】】一二】】』『『『｛［『’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一』一二』』』』『『『『』一一『『『『『一一一一一一二』｛』『『『『一一一一一一一』一一』』』『一一『｜『一一一一一一一一一一一一一『一一一一一一一一一一一】』】】】』】二一』』】】】一一』』』』『一一［【一【一【一一一一一一一一一】一一一』『『『『’’’’一一一一一一一一一一一一一『『’’’’一一一一一一一一一一一一一一』］】｜』一一『一戸一『『【『『『【『『一一一『’’一】■｛’’’一一一一一一一一一一一二】』』【』』』』『『’’’一一一一一二一二一》『『『【一一一一’一一・二

１
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
が
健
全
に
育
つ

社
会
、
子
育
て
に
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
へ
転
換
す
る
こ
と
を
、
す
べ
て
に

優
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

社
会
全
体
と
し
て
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
視

点
に
立
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

２
、
子
ど
も
に
や
さ
し
い
社
会
を
構
築
す
る

た
め
に
は
、
子
育
て
を
し
や
す
い
生
活
環
境

の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
基
づ

く
安
全
な
遊
び
場
、
歩
行
空
間
の
整
備
等
子

ど
も
を
不
慮
の
事
故
か
ら
守
る
体
制
の
強
化
、

子
ど
も
を
犯
罪
の
被
害
か
ら
守
る
取
り
組
み

１
、
子
育
て
期
に
お
い
て
親
子
が
十
分
触
れ

合
う
機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
男
女
共
に

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
が
可
能
な
社
会
を
形

成
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
男

性
が
働
き
、
女
性
が
家
事
・
子
育
て
に
専
念

す
る
と
い
う
男
女
の
固
定
的
役
割
分
担
を
前

提
と
し
た
働
き
方
、
家
族
の
在
り
方
を
見
直

す
と
と
も
に
、
多
様
な
働
き
方
が
可
能
と
な

る
よ
う
企
業
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
求
め

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
若
年
者
と
高
齢

者
の
就
業
及
び
生
活
の
場
で
の
共
存
、
異
な

る
世
代
の
混
住
を
視
野
に
入
れ
た
、
だ
れ
も

が
利
用
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続
き

配
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ら
れ
る
。
ま
た
、
家
族
選
択
に
中
立
的
な
社

会
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
、
恒
常
的
な
長
時
間
勤
務
の
解
消
、
短
時

間
勤
務
制
の
導
入
、
在
宅
勤
務
の
活
用
等
、

勤
務
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
官
民
を

問
わ
ず
、
そ
の
実
効
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
出
産
・
子
育
て
後
の
再
就
業
．
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４
、
保
育
の
多
様
化
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

施
設
型
保
育
へ
の
一
層
の
支
援
と
と
も
に
、

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
等
の
利
用
に
よ
る
在
宅
保

育
へ
の
支
援
の
拡
充
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
安
全
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
は
、
保
育
の
質
を
確
保
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
ち
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
認
可
外
保

育
施
設
に
係
る
諸
課
題
及
び
就
学
前
の
教
育
・

保
育
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
た
一
貫
し
た
総

合
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
＋
分
検
討
す
る

３
，
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ

く
一
般
事
業
主
行
動
計
画
策
定
の
一
層
の
推

進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
育
て
と
仕
事
を

両
立
さ
せ
る
た
め
の
企
業
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
促
進
す
る
た
め
、
少
子
化
対
策
の
重

要
性
に
対
す
る
企
業
経
営
者
の
意
識
の
啓
発

や
各
種
支
援
策
の
周
知
徹
底
を
図
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
男
性
も
含
め
た
育
児
休
業
の

取
得
を
推
進
す
る
た
め
、
各
種
助
成
制
度
の

取
得
を
推
進
す
る
た
め
、
各
種
助
一

一
層
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

る
べ
き
で
あ
る
。

再
就
職
の
た
め
の
支
援
の
一
層
の
充
実
を
図
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
、
出
産
及
び
不
妊
治
療
に
係
る
経
済
的
負

担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
出
産
及
び
不
妊
治

療
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
併
せ
て
、
不
妊
治
療
に
関
す
る
実
態
把

１
、
健
康
な
母
体
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
妊

産
婦
の
健
康
の
維
持
と
、
満
足
で
き
る
出
産

の
た
め
の
環
境
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
一

層
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。

１
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
で
安
心
で
き

る
社
会
保
障
制
度
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、

社
会
全
体
と
し
て
次
世
代
育
成
を
支
援
し
て

い
く
た
め
、
児
童
・
家
族
関
係
給
付
費
を
拡

充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

２
、
子
育
て
に
係
る
経
済
的
負
担
軽
減
の
た

鰯

３
、
子
ど
も
へ
の
性
感
染
症
の
蔓
延
や
ｎ
代

の
人
工
妊
娠
中
絶
実
施
件
数
の
増
加
傾
向
が

憂
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
世
代

握
、
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
生
命
を

大
切
に
す
る
視
点
に
立
ち
、
出
産
を
望
み
な

が
ら
精
神
的
、
経
済
的
な
負
担
に
悩
む
妊
産

婦
に
対
す
る
相
談
等
の
支
援
に
つ
い
て
も
充

実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

め
、
児
童
手
当
の
拡
充
、
教
育
関
係
費
用
の

負
担
に
配
意
し
た
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

一
層
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

子
育
て
世
代
の
住
居
関
係
費
の
負
担
を
軽
減

し
、
良
質
な
住
宅
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
各

種
助
成
措
置
の
拡
充
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
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を
担
う
若
者
の
健
康
を
守
る
た
め
、
公
的
機

関
に
お
い
て
性
感
染
症
の
総
合
的
な
検
診
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
相
談
体
制
の
整
備
に

努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
性
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
適
切
な

普
及
・
啓
発
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

１
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ー
ト
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
増

大
等
、
若
者
が
将
来
の
生
活
に
対
す
る
不
安

平成17年７月８日現在

会長清水嘉与子（自由民主党）

理事中島啓雄（自由民主党）

１
１
川

爽（自由民主党）理事中原

理事山谷えり子（自由民主党）

理事神本美恵子（民主党・新緑風会）

理事羽田雄一郎（民主党・新緑風会）

理事山本香苗（公明党）

４
、
黙
視
に
堪
え
な
い
暴
力
や
過
剰
な
性
の

表
現
が
子
ど
も
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
を
認
識
し
、
有
害
な
図
書
や
情
報
が
子
ど

も
に
も
簡
単
に
手
に
入
る
状
況
に
か
ん
が
み
、

そ
の
規
制
の
在
り
方
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ

シ
ー
の
向
上
の
た
め
の
施
策
等
に
つ
い
て
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

を
抱
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
の
解
消
、
若
年
者
の
雇
用
確
保
の
た
め
の

荒井広幸（自由民主党）

岩城光英（自由民主党）

荻原健司（自由民主党）

安（自由民主党）狩野

後藤博子（自由民主党）

坂本由紀子（自由民主党）

…
…
…

(自由民主党）関口

白
白

中村博彦（自由民主党）

勝也（民主党・新緑風会）小）

岡崎トミ子（民主党・新緑風会）

加藤敏幸（民主党・新緑風会）

島田智哉子（民主党・新緑風会）

柳澤光美（民主党・新緑風会）

山本孝史（民主党・新緑風会）

蓮航（民主党・新緑風会）

山本保（公明党）

鰐淵洋子（公明党）

小林美恵子（日本共産党）

各
種
施
策
の
一
層
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。

２
、
若
者
が
意
欲
あ
る
社
会
人
に
な
る
た
め

に
は
、
職
業
体
験
等
の
学
習
機
会
が
与
え
ら

れ
る
よ
う
、
教
育
機
関
、
地
域
の
企
業
、
経

済
団
体
等
関
係
機
関
の
連
携
を
深
め
、
社
会

全
体
で
組
織
的
に
若
者
の
自
立
に
向
け
た
教

育
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
に
対
し
、
地
域
，
家

庭
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
教
育
を
充
実
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。

■
■

ｉ
；
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人ロ減少れ
た
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の
活
動
家
で
、
江
戸

時
代
に
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

の
遺
跡
の
柱
に
落
書
き
を
残
し
た
日
本
人
の

子
孫
の
縁
者
。
今
年
５
月
に
当
財
団
が
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
派
遣
し
た
国
会
議
員
使
節
団
が
縁

で
明
ら
か
に
な
っ
た
落
書
き
の
主
の
素
性
に
、

改
め
て
「
世
間
は
狭
い
」
白
．
、
四
目
］
四
一
一
三
Ｃ
『
’
９
－
）

の
感
慨
し
き
り
。

野球チームがあぶない！

都
内
・
新
宿
御
苑
に
面

し
た
㈲
ア
ジ
ア
人
口
・
開

発
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
）
事

務
所
に
最
近
、
２
組
の
珍

し
い
お
客
さ
ん
が
来
訪
し

た
。
１
組
は
「
ア
ジ
ア
の

人
口
問
題
を
総
合
学
習
の

時
間
に
勉
強
し
た
い
」
と

い
う
中
学
生
と
担
当
の
先

生
。
当
協
会
も
中
学
生
の

来
訪
は
初
め
て
な
の
で
、

真
剣
に
対
応
、
事
務
所
ス

タ
ッ
フ
も
中
学
生
と
一
緒

に
「
学
習
」
の
ひ
と
時
を

過
ご
し
た
。

も
う
１
組
は
、
国
会
議

員
と
一
緒
に
事
務
所
を
訪

ジ
ァ
の
人
口
問
題
」
に
関
す
る
資
料
を
作
成
、

「
人
口
問
題
は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
だ
ろ
う
？
」

「
ど
う
す
れ
ば
問
題
解
決
に
近
づ
く
の
だ
る
（
？
」

「
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
？
」
な
ど
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
説
明

し
た
。

球
部
で
フ
ァ
ー
ス
ト

ベ
ー
ス
を
守
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
だ
が
、
人
口

問
題
に
関
心
を
も
っ

た
の
は
や
は
り
、
村

の
過
疎
化
が
進
み
、

野
球
の
メ
ン
バ
１
も

＋
分
に
揃
わ
ぬ
こ
と

に
危
機
感
を
抱
い
た

の
が
き
っ
か
け
ら
し

い
。Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
で
は
竹

本
将
規
研
究
員
が
「
ア

７
月
巫
日
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
を
訪
れ
た
の
は
山

梨
県
上
野
原
市
立
棡
原
中
学
校
２
年
の
山
口

偉
大
君
と
担
当
の
大
庭
勝
教
諭
。
同
校
は
ご

他
聞
に
も
れ
ず
過
疎
地
域
に
あ
り
、
全
校
で

わ
ず
か
羽
人
の
生
徒
し
か
い
な
い
。
が
っ
ち

り
し
た
体
格
で
ク
リ
ク
リ
頭
の
山
口
君
は
野

：

轤

鑪

よ
れ
ば
、
今
年
末
に
は
総
合
学
習
の
全
体
発

表
会
で
は
山
口
君
も
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
で
学
ん
だ
結

果
を
発
表
す
る
予
定
だ
と
い
う
。
山
口
君
は

発
表
会
を
前
に
次
の
よ
う
な
感
想
文
を
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
に
寄
せ
た
。

山
口
君
も
大
庭
先
生
も
初
め
て
聞
く
話
が

多
か
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
戸
惑
い
が
ち
で

口
数
は
少
な
か
っ
た
。
だ
が
、
人
口
問
題
に

は
身
近
な
少
子
化
、
高
齢
化
、
過
疎
化
と
い
っ

た
問
題
の
ほ
か
、
地
球
的
に
見
れ
ば
開
発
が

遅
れ
、
教
育
や
医
学
の
水
準
が
ま
だ
低
い
地

竹本将規APDA研究員(右端)から説明を受ける山ロ

偉大君（左端）と大庭教諭（左から２番目）

域
で
は
、
子
ど
も

の
数
が
多
す
ぎ
て

貧
し
い
生
活
か
ら

逃
れ
る
の
に
大
変

な
苦
労
を
し
て
い

る
人
々
が
い
る
こ

と
を
知
っ
て
び
っ

く
り
し
た
様
子

だ
っ
た
。

そ
の
後
、
棡
原

中
学
校
の
土
屋
す

み
じ
校
長
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
礼
状
に

２１



繭
人□問題について考える
山梨県上野原市立柵原中学校２年

山ロ偉大

僕
が
、
人
□
問
題
に
つ
い
て
ふ
か
く
考
え

よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
社
会
の
授
業

で
、
中
国
の
事
を
勉
強
し
て
い
る
と
き
で
し

た
。
今
中
国
で
は
、
人
□
が
増
加
し
つ
づ
け

て
い
る
た
め
に
二
人
っ
子
政
策
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
他
の
ア
ジ
ア
の
国
々

で
具
体
的
に
人
□
政
策
を
取
っ
て
い
る
国
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
、
ま
た
ど
ん
な
政
策

を
と
っ
て
い
る
の
か
が
知
り
た
く
な
り
、
棡

原
中
学
校
で
毎
年
お
こ
な
っ
て
い
る
個
人
総

合
学
習
の
テ
ー
マ
を
人
□
問
題
に
つ
い
て
と

し
て
、
｜
年
間
ア
ジ
ア
の
人
□
問
題
に
つ
い

て
学
習
し
て
い
ま
す
。
（
個
人
総
合
学
習
と
い

う
の
は
、
｜
年
間
一
人
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

今
年
４
月
末
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ

ン
市
で
開
い
た
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」
の
あ
と
、
同
市
の
病

院
や
地
雷
被
害
者
施
設
、
シ
ア
ム
リ
ア
ッ
プ

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
遺
跡

浴
室
曰
当
巨
、

そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
べ
て
発
表
会
で
発

表
す
る
と
い
う
学
習
で
す
）

今
回
は
、
曰
本
の
人
□
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
た
。
今
曰
本
で
は
、
少
子
一
局
齢

化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
く
政
策
を

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
「
子
供
を
産

ん
で
下
さ
い
Ｌ
と
い
っ
て
い
る
よ
う
で
は
だ

め
だ
と
僕
は
思
い
ま
す
。
地
方
か
ら
そ
れ
を

改
善
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
講
演
会
を
開
き

実
さ
い
に
子
供
を
産
ん
で
育
て
た
事
の
あ
る

万
を
お
招
き
し
、
子
供
が
産
ま
れ
る
こ
と
で

自
分
に
と
っ
て
ど
ん
な
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
の

か
、
う
れ
し
か
っ
た
の
は
何
か
な
ど
は
な
し

て
あ
げ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡
な
ど
を
視
察
し

た
武
山
百
合
子
・
衆
議
院
議
員
が
７
月
躯
日
、

｜
人
の
女
性
を
伴
っ
て
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
所
を

訪
れ
た
。

子
供
は
国
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
必

要
不
可
欠
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
子
供
の

数
が
減
少
す
る
と
そ
の
子
供
た
ち
が
大
人

に
な
っ
た
と
き
に
出
生
率
が
あ
が
ら
な
け

れ
ば
さ
ら
に
人
□
が
減
少
し
つ
づ
け
る
。

僕
は
自
分
の
国
の
規
模
が
小
さ
く
な
る
の

が
い
や
で
す
。
な
の
で
僕
は
政
府
に
せ
め

て
現
状
維
持
が
で
き
る
よ
う
に
、
対
策
を

と
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

今
Ｂ
僕
は
曰
本
の
事
に
目
を
向
け
て
書

き
ま
し
た
が
こ
れ
か
ら
の
学
習
で
は
視
野

を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
っ
て
よ
り
よ
い
発

表
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
（
原
文
の
ま
ま
）

女
性
の
名
は
森
下
栄
子
さ
ん
。
管
理
職
や

専
門
職
に
就
い
て
い
る
女
性
が
人
権
問
題
や

女
性
の
地
位
の
向
上
の
た
め
の
奉
仕
活
動
を

し
て
い
る
国
際
組
織
・
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の

活
動
家
。

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡
を
見
学
す
る
際
、

ガ
イ
ド
が
日
本
人
に
は
必
ず
紹
介
す
る
柱
に

残
る
古
い
日
本
人
の
落
書
き
が
あ
る
。
こ
の

春
、
国
会
議
員
使
節
団
と
し
て
同
地
を
訪
れ
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事務所訪問二題

た
海
江
田
万
里
、
生
方
幸
夫
、
武
山
百
合
子

の
３
衆
議
院
議
員
も
こ
の
落
書
き
を
目
撃
し

た
。
こ
の
あ
と
武
山
議
員
が
講
演
を
頼
ま
れ

て
カ
ン
ボ
ジ
ア
報
告
を
し
た
席
に
い
た
の
が

森
下
さ
ん
。
聞
け
ば
森
下
さ
ん
の
夫
で
現
在森本右近太夫の残した墨書

た
肥
前
・
松
浦
藩
士
、
森
本
右
近
太
夫
か
ら

迫
代
目
に
当
た
る
子
孫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。２
年
前
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
遺
跡
修

復
に
尽
力
し
て
い
る
石
沢
良
昭
上
智
大
学
教

授
（
現
同
学
長
）
と
一
緒
に
同
遺
跡
を
訪
れ

た
森
本
夫
妻
は
右
近
太
夫
の
残
し
た
落
書
き

と
対
面
。
平
家
物
語
に
名
高
い
「
祇
園
精
舎
」

と
思
い
込
ん
だ
右
近
太
夫
が
柱
に
残
し
た
「
父

母
の
菩
提
の
た
め
」
「
数
千
里
の
海
上
を
渡
り
」

「
仏
像
４
体
を
奉
納
し
た
」
跡
を
確
認
し
た
。

右
近
太
夫
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
渡
っ
た
江
戸

岡
山
県
の
津

山
科
学
教
育

博
物
館
長
を

し
て
い
る
信

三
さ
ん
は
、

江
戸
初
期
の

寛
永
９
二

六
一
一
三
）
年

ア
ン
コ
ー
ル

ワ
ッ
ト
に
赴

い
て
、
思
い

の
た
け
を
柱

に
残
し
て
き

！

iiiL1il 宮

．
■

里》

０
０
年
も
前
に
参
拝
し
た
右
近
太
夫
の
足
跡

も
長
い
間
闇
に
葬
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
経
緯
は
２
年
前
に
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
視
察
が
縁
で
親
し
く
な
っ

た
武
山
議
員
と
森
本
さ
ん
は
お
互
い
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
長
い
間
の
内
紛
か

ら
復
興
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
人
々
の
農
業
の
振
興
や
、
女
性
の
自
立
の

た
め
に
足
踏
み
ミ
シ
ン
を
送
る
な
ど
、
様
々

に
協
力
す
る
方
法
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

左から武山百合子議員、森下栄子氏、尾崎美千生APDA
事務局長

初
期
は
、
日
本
と
東
南
ア

ジ
ア
は
朱
印
船
貿
易
を
通

じ
て
密
接
に
交
流
が
行
わ

れ
、
ア
ジ
ア
各
地
に
「
日

本
人
町
」
が
形
成
さ
れ
る

な
ど
盛
ん
な
「
人
口
移
動
」

が
行
わ
れ
た
時
代
。
右
近

太
夫
が
渡
航
か
ら
帰
国
後

ま
も
な
く
幕
府
の
鎖
国
令

で
海
外
渡
航
が
厳
禁
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
リ
・
ム

オ
が
四
世
紀
に
ア
ン
コ
ー

ル
ワ
ッ
ト
を
発
見
す
る
２
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2005年ローマ会議

Ｉ人口研究に対する危機感は克服できるか?！

ヨエ

Ｉ

１
９
５
４
年
に
ロ
ー
マ
で
行
わ
れ
た

世
界
人
口
会
議
は
、
人
口
学
者
と
い
う

個
人
の
集
ま
り
で
あ
る
国
際
人
口
学
会

（
Ｉ
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）
と
各
国
政
府
を
構
成

員
と
す
る
国
際
連
合
と
が
初
め
て
協
力

す
る
形
で
実
現
し
た
人
類
史
上
初
め
て

の
本
格
的
な
世
界
人
口
会
議
で
あ
っ
た
。

異
質
な
組
織
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
協
力

体
制
は
、
参
加
者
の
構
成
に
も
反
映
さ

れ
て
お
り
、
世
界
印
力
国
か
ら
個
人
と

し
て
の
資
格
で
参
加
し
た
４
８
８
人
の

人
口
研
究
者
に
加
え
、
弱
人
の
国
際
機

関
か
ら
の
参
加
者
が
あ
り
、
合
計
５
４

７
名
が
参
加
し
た
．
豹
に
も
及
ぶ
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
中
に

は
出
生
、
死
亡
、
国
内
人
口
移
動
、
国

際
人
口
移
動
、
人
口
分
析
の
方
法
論
、

人
口
と
遺
伝
、
経
済
・
社
会
と
人
口
、

人
口
推
計
法
、
年
齢
構
造
変
化
、
人
口

学
の
将
来
、
な
ど
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ

た
。
ほ
と
ん
ど
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
形
式

人
口
学
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
経
済
・
社
会
と
の
リ
ン
ク

に
つ
い
て
扱
っ
た
実
体
人
口
学
が
未
だ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

萌
芽
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
構
成
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

こ
の
ロ
ー
マ
で
の
世
界
人
口
会
議
の

後
は
、
ｎ
年
ご
と
に
世
界
規
模
で
の
人

口
会
議
が
開
催
さ
れ
、
１
９
６
５
年
の

ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
、
１
９
７
４
年
の
ブ
カ

レ
ス
ト
－
１
９
８
４
年
の
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
、
１
９
９
４
年
の
カ
イ
ロ
へ
と
繋

が
っ
て
い
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
の

論
点
の
中
心
も
激
し
く
変
化
し
て
い
っ

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
ｎ
年
ご
と
に
世
界
的
な
人
口
会

議
が
開
催
さ
れ
る
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、

２
０
０
４
年
に
東
京
で
実
施
す
る
プ
ラ

ン
が
浮
上
し
た
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
日
本

人
に
と
っ
て
は
未
だ
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
京
で
世
界

人
口
会
議
を
開
催
す
る
た
め
に
多
く
の

人
々
が
様
々
な
努
力
を
し
た
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
諸
般
の
事
情
か
ら
そ
れ
は

実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

語
弊
が
あ
る
言
い
方
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
の
よ
う
に
幻
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
東
京
人
口
会
議
に
替
わ
る
も
の
と
し

【
。

ｐ
会
議
の
》

模
で
の
人
一

恥祗坤汕》
》、）』駒一
会
議
で
の
）

していつ》

難
一

乱田川一一

翌唾､画轍【､唖司u雨RwRH6n63[､睡証N巨飛N戸､旬un89rU［
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地球シグナル
閂

て
、
１
９
５
４
年
に
お
け
る
ロ
ー
マ
世

界
人
口
会
議
の
５
４
７
名
の
参
加
者
に

比
べ
る
と
、
ス
ケ
ー
ル
は
ぐ
っ
と
小
さ

く
、
１
２
５
名
が
世
界
各
国
か
ら
個
人

レ
ベ
ル
で
参
加
し
て
、
「
ロ
ー
マ
＋
釦
」

と
題
す
る
人
口
会
議
が
今
年
の
５
月
妬

日
か
ら
鍋
日
ま
で
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ

た
。
し
か
も
、
１
９
５
４
年
と
同
様
に
、

国
際
人
ロ
学
会
と
国
連
か
ら
の
代
表
者

も
参
加
し
、
形
態
的
に
は
釦
年
前
と
類

似
し
て
い
た
が
、
会
議
そ
の
も
の
は
全

卍
丙
ｖ
Ｐ
Ｊ
グ
ニ
ー
Ｊ
Ｌ
ａ

＝

＝

、ヒ
ー 四

秒
病
ソ
設
宏
凸
云

到連

)ＡＰ

国際

１２機オ

催
鰹
』
、

叶
肘
ゴ
ー
１
Ⅱ
▲
丙
』

昌
匿 」
「
凸
凹
Ⅳ
←
巴
加

壊
當
印
認
ｙ
Ｄ
斑

調

員

な

1ｇ

ｍｉ

ｇ

ｌｙ１

ｎＥ

に
守

ｊ
ｃ

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

伴
う
国
際
競
争
力
の
変
化
と
人
口
変
動

な
ど
の
卯
年
前
の
世
界
人
口
会
議
で
は

討
議
さ
れ
な
か
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
新

た
に
入
っ
て
お
り
、
人
口
問
題
の
時
代

的
変
化
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
私
が
担
当
し
た
人
口
高
齢
化
問

題
は
す
で
に
帥
年
前
の
会
議
で
も
セ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
先
見
性
に
少
な
か
ら
ず
驚
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
研
究
の
中
身
は
様
変
わ

，Ｃ
ｒ
２ 旧
Ｐ
土
伯
て
方
（
Ｚ
』
ロ

囚
ｖ
ｎ
ｎ
Ｐ
－
１
】
Ⅱ
ｎ
コ

Ｉ
，

分
か
れ
ず
、
全
体
会
議
だ
け
で
こ
れ
ら

皿
論
文
を
一
つ
ず
つ
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
人
口
研

究
者
が
も
つ
問
題
意
識
の
ユ
ニ
ー
ク
で

卓
越
し
た
分
析
能
力
、
新
た
な
知
見
な

ど
が
披
瀝
さ
れ
、
知
的
な
感
動
を
覚
え

た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
十
数
年
来
、
〃
人
口
学
は
退
屈

な
分
野
で
あ
る
〃
、
〃
人
口
学
は
黄
昏
の

分
野
で
あ
る
〃
と
い
う
発
言
が
国
際
人

口
学
会
の
総
会
な
ど
で
し
ば
し
ば
な
さ

愛
に
渦

ロ
匿
題
を
人
口

豆
の
、

手
一
夫
自
最

巳
邑
．
Ｆ
Ｌ
Ｊ
１
国
‐
曰

傾
向
は
顕
著

》

Ｏ
ｊ
ｆ
７

Ｉ p

mA3S、
垣Q3nn胡mUmup田で2唾､団肛、岨西､&､届､bh&､j近誕匝芯Ｎｐ、側rT随砥､§Ⅲ【TmrTfR厨司f緬司BmmtqRWNFTH凹蒟$Numnn唾
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守電.説

Z1世紀にいきる哲学
哲凸

河‘

へルムート･シュミット元ドイツ首相

福
田
赴
夫
生
識
百
周
年
記
念
講
演

今
年
は
故
福
田
越
夫
元
首
相
（
国
際
人
口

問
題
議
員
懇
談
会
２
代
目
会
長
）
の
生
誕
百

周
年
に
あ
た
る
。
こ
れ
を
記
念
し
て
「
Ｏ
Ｂ

サ
ミ
ッ
ト
」
（
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
・
カ
ウ

ン
シ
ル
）
を
率
い
て
世
界
に
発
言
を
続
け
た
、

福
田
元
首
相
の
盟
友
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
元
ド
イ
ツ
首
相
が
、
９
月
９
日
都
内

の
日
経
ホ
ー
ル
で
追
悼
の
記
念
講
演
を
行
っ

た
。
福
田
元
首
相
よ
り
ｕ
歳
若
い
シ
ュ
ミ
ッ

ト
氏
も
今
年
部
歳
。
度
々
の
来
日
も
今
年
が

最
後
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
中
国
訪
問
の
帰
途

日
本
に
立
ち
寄
り
、
亡
き
福
田
元
首
相
と
の

友
情
と
、
紛
争
絶
え
な
い
現
在
の
国
際
政
治

を
背
景
に
世
界
の
平
和
の
た
め
に
共
に
呼
び

か
け
た
か
っ
て
の
同
志
の
哲
学
を
切
々
と
偲

び
、
満
席
の
出
席
者
の
感
動
を
誘
っ
た
。

；
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福田赴夫生誕百周年記念講演

１
９
７
２
年
に
知
り
合
っ
て
以
来
共
に
大

蔵
大
臣
と
し
て
石
油
シ
ョ
ッ
ク
、
ま
た
、
首

相
時
代
に
も
共
に
イ
ン
フ
レ
、
失
業
、
金
融

不
均
衡
の
い
わ
ゆ
る
ト
リ
レ
ン
マ
の
克
服
に

協
力
し
て
取
り
組
ん
だ
思
い
出
か
ら
始
め
た

シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
は
、
日
独
両
国
が
残
酷
な
戦

争
を
始
め
た
こ
と
、
民
主
主
義
世
界
に
遅
れ

て
参
入
し
た
こ
と
、
隣
国
と
の
間
に
歴
史
問

題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
共
通
の
欠
陥
を
も
っ

て
い
る
こ
と
、
し
か
し
そ
の
文
化
や
宗
教
、

生
活
様
式
の
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
球

の
将
来
に
対
す
る
共
通
の
危
倶
を
抱
い
て
い

た
こ
と
に
福
田
氏
と
の
友
情
の
基
礎
を
見
出

し
た
、
と
述
懐
し
た
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
は
福
田
氏
を
年
齢
だ
け
で

な
く
、
同
氏
を
儒
教
、
神
道
、
ア
ジ
ア
的
発

想
を
学
ぶ
先
輩
と
し
て
遇
し
、
幻
世
紀
の
初

め
の
数
年
間
が
あ
ま
り
に
も
多
く
の
人
々
の

希
望
と
期
待
を
一
畏
切
っ
た
た
め
に
福
田
氏
の

哲
学
的
遺
産
を
、
特
に
若
い
世
代
に
伝
え
た

い
と
講
演
の
動
機
を
語
っ
た
。
２
つ
の
世
界

戦
争
を
体
験
し
た
福
田
氏
を
「
最
も
血
ま
み

れ
た
世
紀
の
生
き
証
人
」
と
呼
び
、
亡
く
な

る
数
週
間
前
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
サ

ミ
ッ
ト
の
最
後
の
演
説
で
、
卯
世
紀
を
「
栄

光
と
悔
恨
の
世
紀
」
と
命
名
し
た
こ
と
を
披

露
。
科
学
技
術
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
、
未
曾

有
の
経
済
発
展
と
い
う
「
栄
光
」
の
反
面
、

福
田
氏
の
心
に
は
戦
争
で
膨
大
な
人
命
が
失

わ
れ
た
こ
と
、
人
口
爆
発
、
南
北
格
差
の
拡

大
、
資
源
の
浪
費
を
許
し
た
と
い
う
「
悔
恨
」

が
脈
打
っ
て
い
た
と
述
べ
た
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
は
福
田
氏
の
功
績
と
し
て

日
中
平
和
友
好
条
約
の
締
結
と
、
ア
セ
ア
ン

訪
問
時
に
宣
言
し
た
「
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
」

の
二
つ
を
挙
げ
た
。
福
田
氏
の
外
交
政
策
は

米
国
と
の
確
固
た
る
関
係
の
維
持
と
同
時
に
、

中
国
と
当
時
の
ソ
連
と
の
関
係
を
重
視
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
し
、
「
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
」

は
米
国
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
撤
退
意
向
を
背
景

に
、
共
産
圏
か
ら
の
ア
セ
ア
ン
接
近
、
反
日

暴
動
と
い
う
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
の

中
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
い
う
深
い
洞
察

を
示
し
た
。

「
日
本
は
、
再
び
軍
事
大
国
に
は
な
ら
な
い
」

「
日
本
は
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ア
セ
ア

ン
の
連
帯
と
繁
栄
に
貢
献
す
る
」
「
日
本
は
心

と
心
の
相
互
信
頼
関
係
を
東
南
ア
ジ
ア
地
域

と
構
築
す
る
」
と
い
う
３
原
則
は
、
そ
の
後

の
日
本
と
ア
セ
ァ
ン
地
域
の
繁
栄
と
信
頼
関

係
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
っ
た
、
と
そ
の
功

績
を
評
価
し
た
。

そ
の
観
点
か
ら
現
在
の
日
中
関
係
に
深
い

憂
慮
を
示
し
、
「
も
し
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
が
中

国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
に
も
適
用
さ
れ
て
い
れ

ば
、
今
日
の
よ
う
な
政
治
的
手
詰
ま
り
は
起

き
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
小
泉
外
交
に

は
批
判
的
と
も
い
え
る
見
解
を
示
し
た
。
リ
ー
・

ク
ワ
ン
・
ユ
ー
元
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
首
相
の
「
今

後
の
ア
ジ
ア
情
勢
は
日
中
関
係
が
最
も
重
要

な
要
因
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
、

今
後
の
中
国
に
つ
い
て
は
、
都
市
に
お
け
る

生
活
条
件
の
厳
し
さ
、
巨
額
の
不
良
債
権
を

抱
え
る
銀
行
制
度
、
経
済
成
長
の
維
持
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
水
の
確
保
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上

の
難
題
な
ど
国
内
に
大
き
な
問
題
を
抱
え
て

お
り
、
「
い
か
な
る
戦
略
的
リ
ス
ク
も
回
避
す

る
だ
ろ
う
」
と
そ
の
軍
事
的
進
出
に
は
疑
問

を
呈
し
た
。

日
本
に
対
し
て
は
、
「
日
本
以
上
に
残
虐
な

犯
罪
に
走
っ
た
国
（
ド
イ
ツ
）
の
国
民
と
し

て
」
と
い
う
前
提
の
も
と
に
「
日
本
は
世
界

の
中
で
真
の
友
人
が
い
な
い
」
と
直
言
。
そ

の
要
因
と
し
て
１
９
４
５
年
ま
で
続
い
た
帝

国
主
義
と
、
「
過
去
の
歴
史
に
お
け
る
犯
罪
に

2７



対
す
る
認
識
と
謝
罪
に
関
す
る
日
本
人
の
暖

昧
さ
」
を
指
摘
し
た
。
そ
の
点
に
関
し
て
小

泉
首
相
が
太
平
洋
戦
争
終
結
釦
周
年
記
念
の

際
発
し
た
声
明
を
評
価
し
、
「
福
田
首
相
の
思

考
に
よ
う
や
く
追
随
し
て
く
れ
た
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
は
「
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
」

に
話
を
戻
し
、
ド
ク
ト
リ
ン
は
ｎ
世
紀
の
危

機
に
対
し
て
も
教
訓
的
で
あ
る
と
し
て
、
新

た
な
挑
戦
と
し
て
、
①
２
０
５
０
年
に
は
卯

億
人
に
達
す
る
人
口
爆
発
と
、
日
欧
に
お
け

る
少
子
高
齢
化
、
②
地
球
温
暖
化
、
③
エ
イ

ズ
な
ど
の
世
界
的
感
染
症
、
④
金
融
市
場
に

お
け
る
ヘ
ッ
ジ
・
フ
ァ
ン
ド
や
米
国
の
異
常

な
金
融
支
配
、
⑤
大
量
破
壊
兵
器
を
含
む
武

器
の
急
増
、
⑥
テ
レ
ビ
、
衛
星
放
送
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
操
作
、
⑦
西
欧
と

イ
ス
ラ
ム
世
界
と
の
「
文
明
の
衝
突
」
ｌ
の

７
項
目
を
挙
げ
た
。

こ
う
し
た
地
球
的
規
模
の
課
題
に
は
国
際

主
義
的
対
応
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
唯

一
の
超
大
国
」
に
そ
の
決
意
が
弱
い
と
、
米

国
の
単
独
行
動
主
義
に
批
判
の
眼
を
向
け
、
「
心

と
心
の
相
互
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
」
こ
と

を
意
図
し
た
「
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
」
は
祖
国

を
超
え
、
東
南
ア
ジ
ア
を
超
え
、
国
際
主
義

者
の
概
念
と
し
て
、
今
日
に
も
明
日
に
も
応

用
で
き
る
倫
理
的
真
理
で
あ
る
と
断
じ
た
。

特
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
は
福
田
氏
の
尽
力
で

１
９
８
７
年
に
ロ
ー
マ
で
実
現
し
た
政
治
家

と
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
回
教
徒
、
仏

教
徒
、
儒
教
学
者
、
不
可
知
論
者
、
無
信
仰

者
、
保
守
系
、
自
由
民
主
主
義
者
、
社
会
民

主
主
義
者
、
共
産
主
義
者
に
よ
る
「
政
・
宗

サ
ミ
ッ
ト
」
に
言
及
、
①
平
和
の
た
め
の
対

話
の
継
続
、
②
貧
困
撲
滅
の
た
め
の
経
済
機

構
、
③
家
族
計
画
に
対
す
る
男
女
の
相
互
責

任
ｌ
で
一
致
し
た
合
意
の
今
日
的
意
義
を
強

調
し
た
。

ま
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
は
、
「
Ｏ
Ｂ
サ
ミ
ッ
ト
」

で
採
用
さ
れ
た
「
人
間
の
責
任
に
関
す
る
世

界
宣
言
」
を
引
用
、
「
も
し
私
た
ち
に
生
命
、

自
由
、
安
全
、
思
考
の
自
由
、
投
票
、
あ
る

い
は
教
育
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
な
ら
ば
、

す
べ
て
の
人
の
同
じ
権
利
を
尊
重
す
る
責
任

も
あ
る
」
と
強
調
、
こ
う
し
た
考
え
を
一
裏
付

け
る
も
の
は
東
洋
的
知
恵
で
あ
る
と
し
て
マ

ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
が
挙
げ
た
７
つ
の
社
会

的
罪
、
す
な
わ
ち
「
原
則
な
き
政
治
」
「
道
徳

な
き
商
業
」
「
勤
労
な
き
富
」
「
人
格
な
き
教

育
」
「
人
間
性
な
き
科
学
」
「
良
心
な
き
快
楽
」

「
犠
牲
な
き
信
仰
」
を
例
示
し
た
。

さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
は
大
規
模
な
テ
ロ

と
反
テ
ロ
の
戦
闘
で
始
ま
っ
た
ｎ
世
紀
初
頭

の
国
際
政
治
に
大
き
な
危
倶
を
表
明
、
イ
ス

ラ
ム
文
化
へ
の
理
解
を
促
し
、
特
に
石
油
の

ほ
と
ん
ど
を
ム
ス
リ
ム
国
か
ら
供
給
さ
れ
て

い
る
日
本
の
役
割
、
特
に
「
心
と
心
」
の
つ

な
が
り
を
提
唱
し
た
福
田
哲
学
を
想
起
す
る

よ
う
呼
び
か
け
た
。

老
身
を
杖
と
、
福
田
氏
に
託
し
た
老
政
治

家
の
切
々
た
る
叫
び
ｌ
今
の
政
治
家
に
な
い

英
知
と
鋭
い
文
明
批
判
に
心
打
た
れ
た
の
は

私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。（
尾
崎
美
千
生
）
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APDAホームページ開設のお知らせ

iAPDAでは､人口問題に関する情報を広く提供することを目的として､このたびホームペーｉ

ｉジを開設いたしました｡ＡPDAの活動の概況､事業概況、国会議員支援活動、出版物のお知ｉ
ｉらせなどや、関係団体とのリンク集などの情報が掲載されております。順次内容を充実さｉ
ｉせていきたいと考えております。皆さまのアクセスを心よりお待ちしております。

ＡＰＤＡホームページURL：http://www､apdajp
L.……….…….….……………………….....………......………..…………………………………....……….……….…ｊ

『－－－￣－－￣－－－－－－－－－－￣－－￣－－－－－－－－－-－－－￣￣－－－￣￣－－－－￣￣－勺

ｉ
Ｉ
Ｉ
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ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

…
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

機関誌『人ロと開発』投稿論文を募集

財団法人アジア人口・開発協会は機関誌一『人口と開発』で発表する論文を募集致します。

テーマは、人口と持続可能な開発に広く関わるもので、アジアの現状に関するものを優先いた

します。原則として掲載は各号１篇、原稿用紙400字詰めで20枚（8000字)。また掲載論文の著
作権は、財団法人アジア人口・開発協会に帰属しますが、執筆者の利用を妨げるものではあり
ません。また応募論文は未発表のものに限ります。

論文応募者多数の場合には、財団法人アジア人口・開発協会内で審査し採用原稿を決定致し
ます。また編集の都合で、次号に掲載される場合もあります。同じ研究者による異なった視点
の論文も歓迎致します。

この公募論文は、若手研究者の新鮮な研究視点を重視し、新しい研究分野を切り開くような
アイデアを広く公開する場を提供するものです。今後の人口と開発に関する研究を促進するこ
とを目的としており、大学院生をはじめ、若手研究者に門戸を開くものです。広くご案内下さ
いますようお願い申し上げます。

投稿される原稿は原則としてワープロ原稿とし、そのプリントアウト原稿と使用ソフト名を
明記したＦＤで投稿してください。投稿の際には原稿と同時に汕応募者の略歴（写真つき)、投
稿内容に関する写真２枚も同封してください。

なお、採用された論文には薄謝（当財団規定）を進呈致します。奮ってご応募下さい。

ＩＩ

Ｌ－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－￣－－－￣‐－－－－－＝－－－￣-----￣~------￣-----』
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女性と健康そして開発を考える
~加藤シヅヱ賞は富士見産婦 月|l完FML□ｌ可1,11-漁宗凶６

今
年
も
「
世
界
人
口
デ
ー
」
を
記
念
す
る

特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
７
月
７
日
、
都
内
の

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
人

口
問
題
協
議
会
（
明
石
康
会
長
）
と
（
財
）

ジ
ョ
イ
セ
フ
（
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
）

が
主
催
、
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
、

国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
が
後
援
、

財
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
も
協
力
団
体
に

名
を
連
ね
た
。

「
世
界
人
口
デ
ー
」
は
１
９
８
７
年
、
世
界

の
人
口
が
印
億
人
に
達
し
た
の
を
記
念
し
て

設
け
ら
れ
、
そ
れ
以
来
毎
年
世
界
各
地
で
様
々

ｌ
雷

熱の入った討論に耳を傾ける人々

な
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
。
国
連
創
設

帥
周
年
に
あ
た
る
今
年
は
、
日
本
で
は
「
女

性
と
健
康
そ
し
て
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
約
２
０

０
人
の
聴
衆
も
夕
方
５
時
ま
で
熱
の
入
っ
た

討
論
に
耳
を
傾
け
た
。

開
会
の
冒
頭
、
明
石
康
人
口
問
題
協
議
会

長
が
１
９
６
０
年
代
爆
発
的
な
人
口
急
増
に

対
処
す
る
た
め
ウ
・
タ
ン
ト
事
務
総
長
当
時

に
「
特
別
信
託
基
金
」
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ

が
今
日
「
国
連
人
口
基
金
」
と
し
て
国
連
に

お
け
る
人
口
活
動
の
中
心
母
体
と
な
っ
て
い

る
経
過
を
説
明
、
依
然
毎
年
７
０
０
０
万
人

以
上
の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
人
口
問
題
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

他
方
、
今
日
の
先
進
国
で
は
少
子
高
齢
化

が
大
き
な
課
題
と
し
て
登
場
、
開
発
途
上
国

に
も
波
及
し
て
き
て
お
り
、
人
口
構
造
の
「
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
型
」
か
ら
「
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
」

へ
の
転
換
が
様
々
な
経
済
社
会
制
度
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
し
て
、
人
口

増
加
と
い
う
「
前
門
の
虎
」
と
少
子
高
齢
化

と
い
う
「
後
門
の
狼
」
と
い
う
〃
連
立
方
程

式
〃
を
解
く
た
め
、
人
類
の
英
知
と
国
際
的

な
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
訴
え
た
。

続
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
尾
崎
美
千
生

ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
事
務
局
長
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
松
本
清
一
日
本
家
族
計
画

協
会
長
、
池
上
清
子
国
連
人
口
基
金
東
京
事

務
所
長
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
竹
信
三
恵
子

さ
ん
の
３
氏
に
よ
る
討
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

こ
の
中
で
松
本
氏
は
１
９
９
４
年
の
国
際

人
口
開
発
会
議
（
カ
イ
ロ
会
議
）
以
来
、
人

口
分
野
で
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
「
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」
の
概
念
を
「
女

性
が
絶
え
ず
ウ
ェ
ル
ピ
ー
ン
グ
（
精
神
的
に

も
肉
体
的
に
も
健
康
）
に
あ
る
状
態
」
と
解

説
、
女
性
の
健
康
と
、
開
発
に
占
め
る
女
性

の
役
割
を
軸
に
意
見
交
換
が
進
ん
だ
。

池
上
、
竹
信
氏
は
米
国
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権

に
よ
る
「
カ
イ
ロ
会
議
へ
の
逆
風
」
に
つ
い

て
も
取
り
上
げ
、
日
本
が
カ
イ
ロ
会
議
で
世

界
各
国
が
合
意
し
た
「
行
動
計
画
」
を
推
進

す
る
よ
う
訴
え
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
有
森
裕
子
国
連

人
口
基
金
親
善
大
使
の
ア
フ
リ
カ
訪
問
報
告
、

「
加
藤
シ
ヅ
ヱ
賞
」
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
今

年
は
「
富
士
見
産
婦
人
科
病
院
被
害
者
同
盟
」

が
受
賞
し
た
。

（
写
真
は
ジ
ョ
イ
セ
フ
提
供
）
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欝演
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私
た
ち
は
、
世
界
の
歴
史
上
で
と
て
も
重

要
な
こ
の
時
期
に
今
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
い
て
い
ま
す
。
今
の
状
況
は
非
常
に
不
安

●
は
じ
め
に

「
世
界
人
ロ
デ
ー
記
念
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
出
席
の
た
め

来
日
し
た
国
連
人
ロ
基
金
の
サ
フ
ィ
エ
・
チ
ャ
ー
広
報
渉
外
局

長
は
、
７
月
８
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
２
０
５
０
が
主
催
し
、
国
際
人
ロ

問
題
議
員
懇
談
会
・
地
球
規
模
問
題
部
会
が
後
援
し
た
国
会
議

診
織
荊
悠

鳳
轤
騨
卿
懲
鍵
繍
総
騨
鱒
蝋
繊
籍
蝋
蕊
灘
繊
纏
鶏
瀧
灘
罰
蕊
澱
墨
繍
蕊
溺
瀧
繍
雛

定
で
す
が
、
極
度
の
貧
困
に
終
止
符
を
打
つ

と
い
う
大
き
な
可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。

し
歴
史
上
で
と
て
も
重

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
時
代
に
お
い
て
、
実

凶
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
は
、
億
人
以
上
の
人
々
が
１
日
１
ド
ル
以
下

し
状
況
は
非
常
に
不
安
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
も
貧

し
い
国
々
で
は
、
３
人
に
１
人
は

毎
日
お
な
か
を
す
か
せ
た
ま
ま
床

一》》一逹匂一』》｛
に
つ
き
ま
す
注
１
．
開
発
途
上
国
の

子
ど
も
た
ち
の
４
人
に
１
人
以
上

は
低
体
重
で
す
。
毎
分
、
女
性
１

人
が
妊
娠
に
か
か
わ
る
こ
と
が
原

因
で
命
を
落
と
し
ま
す
。
そ
し
て

イ
拳
犯
癖
然
嶽
濟
塞
迦
但
。

プ
ロ
、
号
ア
開
救
□
て
卜
能

ｎ
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
新
た

Ⅲ》砿辨》》》》》跡鐸
に
感
染
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う llllil

員
会
合
で
講
演
。
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
と
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」
と
の
関
連
や
日
本
の
役
割
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
語
っ
た
。

ち
の
半
分
は
若
者
で
す
。

貧
困
と
は
相
対
的
な
問
題
で
も
あ
り
，
ま

た
絶
対
的
な
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
、
３
人
の
世
界
で
最
も
裕
福
な
個
人
が
ｎ

カ
国
の
最
貧
国
よ
り
も
お
金
を
も
っ
て
い
る

と
い
う
世
界
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
。
不
均

衡
な
経
済
成
長
は
富
裕
国
と
貧
困
国
の
差
を

広
げ
、
さ
ら
に
一
国
の
中
で
の
富
裕
層
と
貧

困
層
の
差
を
広
げ
ま
す
。
不
均
衡
な
成
長
は

あ
る
特
定
の
人
々
を
排
除
し
、
そ
し
て
さ
ら

に
貧
困
へ
と
追
い
や
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

中
で
も
一
番
弱
い
立
場
に
あ
る
の
は
、
女
性

と
子
ど
も
た
ち
な
の
で
す
。

極
度
の
貧
困
は
、
南
ア
ジ
ア
と
サ
ハ
ラ
以

３



南
の
ア
フ
リ
カ
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
世
界
総
人
口
の
焔
％
を
占
め
て
い
る
イ

ン
ド
に
は
、
世
界
中
で
飢
餓
に
苦
し
む
人
た

ち
の
３
分
の
１
が
住
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

世
界
中
の
女
性
の
６
人
に
１
人
は
イ
ン
ド
に

住
み
、
し
か
も
全
世
界
の
妊
産
婦
死
亡
の
４
件

に
１
件
は
イ
ン
ド
で
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
は
、
２
０
１
５
年

ま
で
に
極
度
の
貧
困
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
目
標
は
、

人
権
を
保
障
す
る
の
に
必
要
不
可
欠
な
だ
け

で
な
く
、
人
間
の
安
全
保
障
と
平
和
な
開
発

に
と
っ
て
も
同
様
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
の
目
標
は
大
胆
で
は
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
実
現
可
能
な
の
で
す
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
達

成
に
向
け
て
の
提
言
を
行
う
た
め
に
設
置
さ

れ
た
専
門
家
の
グ
ル
ー
プ
。
２
６
５
名
の
著

名
な
開
発
専
門
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
）

は
、
国
連
に
よ
る
委
託
の
下
、
ミ
レ
ニ
ァ
ム

開
発
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
行

動
計
画
と
、
達
成
度
を
測
る
た
め
の
個
別
目

標
な
ら
び
に
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
た
め
の

指
標
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
の
行
動
計
画

は
、
国
連
事
務
総
長
が
そ
の
報
告
書
〃
旨
宮
『
鴨
『

岸
の
巴
・
白
（
さ
ら
に
大
き
な
自
由
の
中
で
）
〃

に
お
い
て
打
ち
出
し
た
数
々
の
提
言
の
中
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

女
性
は
、
人
類
の
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

彼
女
た
ち
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
達
成

へ
の
過
程
に
お
い
て
、
男
性
と
同
等
の
注
目

を
受
け
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
い
う
と
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
は
、
女
性
の
完
全
で

同
等
な
参
加
が
あ
っ
て
初
め
て
達
成
さ
れ
る

と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
女
性
が
参
加
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
基
本
的
に
彼
女
た
ち
の
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
か
か
っ
て
い
る

の
で
す
。

９
月
に
開
催
さ
れ
る
「
２
０
０
５
年
世
界

サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
次
の
レ
ベ
ル
へ
と
進
め
る
良
い
機
会

で
す
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
に
は
、
全
世

界
が
一
丸
と
な
り
共
に
行
動
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
ア
ジ
ア
｜
の
工
業
国
で
あ
り
世

界
で
も
有
数
の
経
済
大
国
で
あ
る
日
本
に
は

特
別
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。
国
会
議
員
で
あ

る
皆
様
方
に
は
、
政
策
に
影
響
を
与
え
、
そ

し
て
有
権
者
た
ち
を
指
導
し
、
さ
ら
に
は
世

界
を
指
導
し
て
い
く
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い

第
一
に
、
不
平
等
は
貧
困
と
同
じ
く
ら
い

致
命
的
で
す
。
貧
困
と
不
平
等
は
、
特
に
若

い
世
代
の
間
で
の
不
公
正
感
と
抑
圧
感
を
も

た
ら
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
満
は
、
す
ぐ

に
公
の
反
対
運
動
と
社
会
の
不
安
定
に
繋
が

り
ま
す
。

不
平
等
に
は
、
特
有
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
側

面
が
あ
り
ま
す
。
女
性
に
対
す
る
差
別
は
生

ま
れ
る
前
か
ら
存
在
し
、
性
を
選
択
す
る
た

め
の
中
絶
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
国
に

お
い
て
男
女
比
の
較
差
を
広
げ
て
い
ま
す
。

最
貧
国
の
女
児
は
、
男
児
に
比
べ
て
就
学
率

が
低
く
、
ま
た
中
退
率
も
高
い
の
で
す
。
最

貧
国
で
の
女
性
の
非
識
字
率
は
、
男
性
の
２

倍
で
す
。
女
性
は
未
だ
に
、
家
庭
内
暴
力
や

職
場
で
の
非
道
な
扱
い
、
そ
し
て
道
ば
た
で

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

多
く
の
社
会
に
お
い
て
ま
る
で
子
ど
も
を
扱

う
よ
う
な
管
理
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
の
で

す
。 こ
れ
ら
の
点
つ
い
て
、
も
う
少
し
お
話
を

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
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リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
教

育
は
、
女
性
の
自
立
を
助
け
て
選
択
肢
を
広

げ
ま
す
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
ケ

き
ま
せ
ん
注
２
．

人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の

問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ま
な
い
限
り
、
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
は
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
平
等
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

ま
た
双
方
と
も
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
中

心
に
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
フ
ィ
・
ア
ナ

ン
国
連
事
務
総
長
は
、
以
下
の
よ
う
に
言
っ

て
い
ま
す
。

差
別
は
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
も
及
ん
で
い
ま

す
。
妊
産
婦
死
亡
や
妊
産
婦
の
疾
病
の
ほ
と

ん
ど
は
最
貧
国
で
起
き
て
い
ま
す
。
彼
女
た

ち
は
ま
た
、
家
族
計
画
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
最

も
低
い
の
で
す
。
本
来
、
こ
の
よ
う
な
状
況

は
試
し
抜
か
れ
た
技
術
や
方
法
を
使
え
ば
比

較
的
低
コ
ス
ト
で
予
防
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

●
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
重
要
性

ァ
に
は
、
安
全
な
母
性
、
自
発
的
な
家
族
計

画
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
を
含
む
性
感
染
症
の

予
防
と
治
療
、
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
起
因

す
る
暴
力
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
が
保
障
さ
れ
た
女
性
た

ち
は
、
自
分
の
生
活
を
管
理
し
貧
困
か
ら
逃

れ
ら
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

よ
り
小
さ
く
よ
り
健
康
な
家
族
を
も
て
る
の

で
す
。１
９
９
４
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
を
完
全
に
拾
す
治
療
薬

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
に
対
す
る
ワ
ク
チ

●
Ｈ
－
Ｖ
／
エ
イ
ズ
…
…
女
性
に
対
す
る
脅
威
、
開
発
に
対
す
る
脅
威

こ
れ
は
、
私
の
２
点
目
の
ポ
イ
ン
ト
に
繋

が
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等

が
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
含
む

教
育
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
の
社
会
資
本
か
ら

始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
の
時
代
の
今
、
女
性
の
健
康
は
今
ま
で
以

上
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

ン
も
ま
だ
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。
部
分
的
な

治
療
に
は
成
功
し
て
い
ま
す
し
、
製
薬
会
社

Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
に
お
い
て
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
に
関
す
る
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
が
２
０

１
５
年
ま
で
に
普
遍
的
に
入
手
可
能
に
な
る

べ
き
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
は
人
権
で
あ
り
、
健
康
に
な
る
た
め

の
権
利
の
一
部
で
も
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
そ

れ
自
体
が
目
的
で
も
あ
る
の
で
す
。
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ヘ
の
普
遍
的
ア

ク
セ
ス
と
い
う
目
標
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
書
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
ゴ
ー
ル
５
で
あ
る

妊
産
婦
死
亡
の
削
減
の
達
成
度
を
評
価
す
る

た
め
の
個
別
目
標
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

関
連
の
指
標
は
、
こ
の
ゴ
ー
ル
５
以
外
に
も
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
を
躯
っ
て
い
る
ゴ
ー
ル

３
、
そ
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
蔓
延
の
阻
止

を
目
標
と
す
る
ゴ
ー
ル
６
を
評
価
す
る
た
め

の
も
の
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
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は
治
療
薬
の
価
格
を
大
幅
に
下
げ
て
も
い
ま

す
。
し
か
し
ど
れ
だ
け
価
格
が
低
く
な
ろ
う

と
も
、
開
発
途
上
国
の
女
性
た
ち
に
と
っ
て

は
未
だ
に
手
の
届
か
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
く
、
ま
た
政
府
に
と
っ
て
も

そ
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
す
る
だ
け
の

量
に
は
手
が
届
か
な
い
の
が
現
実
で
す
。

エ
イ
ズ
の
蔓
延
を
止
め
る
た
だ
一
つ
の
方

法
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
と
て
も
大
き
な
課
題
で
す
が
、

ウ
ガ
ン
ダ
や
タ
イ
ま
た
は
イ
ン
ド
の
い
く
つ

か
の
州
な
ど
に
お
け
る
予
防
努
力
の
成
功
に
、

希
望
の
光
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
防
措
置
に
お
い
て
は
、
女
性
の
発
言
力

と
自
己
決
定
能
力
を
高
め
、
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
女
性
が
感
染
す

る
確
率
は
男
性
よ
り
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

自
分
の
身
を
守
る
手
段
を
十
分
に
も
っ
て
い

る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
女
性
は
自
分
た
ち
の

夫
も
含
め
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
を
交
渉
す

る
力
も
十
分
に
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
女
性
た

ち
が
自
ら
の
身
を
守
る
手
段
と
、
そ
の
積
極

的
な
利
用
を
組
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

ま
す
。

世
界
中
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
と
闘
う
た

め
に
、
今
ま
で
以
上
に
多
く
の
資
金
が
導
入

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

こ
で
私
が
指
摘
し
た
い
の
は
、
導
入
さ
れ
て

い
る
資
金
の
規
模
は
、
エ
イ
ズ
蔓
延
の
規
模

に
未
だ
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
私
は
、
先
ご
ろ
日

本
政
府
が
発
表
し
た
、
開
発
途
上
国
に
お
け

る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
や
マ
ラ
リ
ア
を
は
じ
め

と
す
る
感
染
症
と
疾
病
撲
滅
の
た
め
に
今
後

５
年
間
で
別
億
ド
ル
を
拠
出
す
る
と
い
う
決

定
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
を
達
成
し
、
２
０

１
５
年
ま
で
に
極
度
の
貧
困
を
半
減
さ
せ
、

地
球
社
会
を
築
く
と
い
う
こ
と
は
、
利
他
主

義
的
で
あ
り
正
し
い
こ
と
を
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
安
全
と
利
益

そ
れ
ぞ
れ
の
国
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
問

題
に
取
り
組
む
た
め
に
自
ら
の
文
化
に
適
し

た
方
法
を
見
つ
け
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
よ
り
豊
か
な
国
々
は
貧
し
い

国
々
を
、
そ
し
て
国
内
の
貧
し
い
人
々
を
助

け
る
と
い
う
よ
り
大
き
な
責
務
を
負
っ
て
い

の
た
め
で
も
あ
る
の
で
す
。
貧
困
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
不
平
等
、
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
の
欠
如
、
そ
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の

蔓
延
は
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
よ
う
と
も
、
私

た
ち
す
べ
て
を
脅
か
す
も
の
で
す
。

開
発
途
上
国
の
女
性
た
ち
は
、
自
分
た
ち

の
生
活
を
良
く
す
る
た
め
に
必
死
で
す
。
国

際
社
会
の
重
要
な
一
員
と
し
て
、
日
本
は
以

下
の
点
に
つ
い
て
彼
女
た
ち
を
支
援
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。

●
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
を
確
保
す
る
た
め

の
各
国
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と

●
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
へ
ル
ス
ヘ
の
普
遍

私
が
最
後
に
申
し
上
げ
た
い
点
は
、
ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目
標
が
普
遍
的
支
持
、
特
に
最

も
裕
福
な
国
々
か
ら
の
支
持
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
極
度
の
貧
困
を
半
減
す
る

こ
と
は
そ
れ
自
体
が
目
的
で
あ
る
と
同
時
に
、

す
べ
て
の
人
々
に
共
通
の
関
心
事
で
も
あ
る

か
ら
で
す
。

●
曰
本
の
役
割
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的
ア
ク
セ
ス
を
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
に

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

●
ミ
レ
ニ
ァ
ム
開
発
目
標
達
成
に
向
け
て
国

際
社
会
を
指
導
し
て
い
く
こ
と

●
特
に
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
０
．
７
％
を
政
府
開
発

援
助
に
あ
て
る
と
い
う
国
際
的
合
意
を
遂

行
す
る
こ
と

国
会
議
員
と
し
て
の
皆
様
方
は
、
日
本
が

こ
れ
ら
の
責
任
を
果
た
す
に
あ
た
っ
て
、
非

常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
効
果

的
な
開
発
の
た
め
に
は
、
日
本
が
２
０
１
５

年
ま
で
に
「
０
．
７
％
目
標
」
を
達
成
で
き

る
よ
う
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
増
額
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
政
党
を

通
じ
て
の
、
ま
た
国
民
の
間
で
の
幅
広
い
合

意
を
必
要
と
し
ま
す
。
国
会
議
員
と
し
て
の

皆
様
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
長
期
的
な
政

策
の
展
開
と
維
持
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る

世
論
の
喚
起
と
一
般
の
人
々
の
支
持
を
得
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
の
で
す
。

私
は
、
こ
の
日
本
に
よ
る
支
援
に
国
連
人

口
基
金
へ
の
支
援
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
日
本
は
国
連
人
口
基
金
へ
の

最
大
資
金
拠
出
国
の
一
つ
で
あ
り
、
日
本
政

府
の
首
尾
一
貫
し
た
揺
る
ぎ
な
い
支
援
は
、

私
た
ち
と
私
た
ち
が
援
助
す
る
国
々
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
日

本
か
ら
の
支
援
に
見
合
う
よ
う
に
、
私
た
ち

も
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
に
よ
る
人
口
政
策
策

定
へ
の
支
援
や
、
同
地
域
に
お
け
る
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
の
情
報
と
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
・
拡
大
、
人
身
売
買
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
な
ど
の
問
題
へ
の
取
り
組
み
、
そ
し

て
最
近
の
津
波
の
被
害
へ
の
対
応
を
含
む
緊

急
事
態
へ
の
対
応
な
ど
、
一
生
懸
命
働
い
て

い
ま
す
。

津
波
の
被
害
を
受
け
た
国
々
で
は
、
損
傷

を
受
け
た
母
子
保
健
施
設
の
再
建
と
物
資
の

供
与
、
そ
し
て
職
員
の
訓
練
等
を
通
し
て
保

健
機
関
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的

な
衛
生
用
品
、
安
全
に
出
産
を
行
う
た
め
の

物
資
、
避
妊
薬
（
具
）
、
そ
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
存
者
、

特
に
女
性
の
基
本
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
彼

ら
の
尊
厳
を
維
持
す
る
手
助
け
を
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
日
本
を
含
む
パ
ー
ト
ナ
ー
と

協
力
し
つ
つ
、
被
災
地
に
お
け
る
女
性
の
権

利
の
促
進
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
起
因
す
る
暴

力
の
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

日
本
の
国
会
議
員
は
、
人
口
分
野
に
お
け

注
１
ゴ
ヰ
ロ
ヘ
百
コ
②
国
威
・
こ
．
ｂ
『
、
へ
宮
。
⑩
ロ
ヘ
ョ
ニ
へ
ヨ
ー

ミ
。
『
一
○
『
の
、
．
・
、
：
指
標
５
亜
栄
養
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
最
低
レ
ベ
ル
以
下
の
い
る
人
口
の
割
合
。

注
２
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る
２
０
０
２
年
第
５
回
ア

ジ
ア
太
平
洋
人
ロ
会
議
で
の
発
言
。

る
世
界
規
模
で
の
国
会
議
員
の
活
動
の
中
で

中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年
は
、

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
議
長
》
谷
津
義
男
衆
議
院
議
員
）
が
、

第
３
回
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
実
施
の
た
め
の

国
際
会
議
を
バ
ン
コ
ク
で
開
催
し
ま
す
。
バ

ン
コ
ク
会
議
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
資
金
的
目
標

の
達
成
と
、
国
内
に
お
け
る
法
律
と
政
策
の

整
備
と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
に
焦
点
を
当
て

る
予
定
で
す
が
、
オ
タ
ワ
と
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー

ル
で
成
功
を
収
め
た
過
去
２
回
の
会
議
か
ら

さ
ら
に
前
進
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま

す
。最
後
に
、
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
、
国
会

議
員
の
皆
様
方
が
そ
の
決
意
を
新
た
に
し
、

決
断
と
行
動
が
も
た
ら
す
大
き
な
成
果
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
も
た
ら
せ
た
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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アフリカ關莞に閏する

⑧Ｓ諸国国会麗員会麗

一
画「
２
０
０
５
年
ア
フ
リ
カ
開
発
に
関
す
る
Ｇ

８
諸
国
国
会
議
員
会
議
」
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
国
会
主
催
の
下
、
「
人
口
と
開
発
に
関
す

る
欧
州
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
Ｄ
）
」
、
「
世
界
銀
行
国
会
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
、
「
世
界
銀
行
」
、
英
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
・
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
」
に
よ
っ

力フ

|国,三一

エディンバラにて開催

て
開
催
さ
れ
た
。
Ｇ
８
諸
国
、
欧
州
、
ア
フ

リ
カ
の
四
ヵ
国
か
ら
帥
名
の
議
員
と
多
数
の

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
参
加
し
た
。
日
本
か
ら
は
、

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
の
連
携
の
下
、

自
民
党
か
ら
植
竹
繁
雄
衆
議
院
議
員
、
若
林

正
俊
参
議
院
議
員
、
民
主
党
か
ら
増
子
輝
彦

、

検討に積極的に参加する日本国会議員代表団

衆
議
院
議
員
、
細
野
豪
志
衆
議
院
議
員
の
４

毛
が
参
加
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
２
０
０
５
年
７
月
に
グ

レ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
８
先
進

国
首
脳
会
議
に
先
立
ち
、
首
脳
会
議
で
話
し

合
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
主
要
議
題
で
あ
る
「
ア

フ
リ
カ
の
開
発
の
将
来
展
望
」
に
関
し
、
Ｇ

８
諸
国
、
欧
州
各
国
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
諸

国
の
国
会
議
員
間
の
対
話
を
促
進
し
、
サ
ミ
ッ

ト
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

日
本
か
ら
参
加
し
た
４
名
の
国
会
議
員
は
、

出
発
前
に
日
本
の
外
務
省
を
含
め
て
勉
強
会

を
開
き
、
万
端
の
姿
勢
で
会
議
に
臨
ん
だ
。

そ
の
た
め
会
議
で
の
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は

非
常
に
高
い
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
会
議

の
最
終
日
に
は
、
Ｇ
８
諸
国
の
代
表
が
声
明

を
述
べ
、
日
本
か
ら
は
、
植
竹
繁
雄
衆
議
院

議
員
が
日
本
か
ら
の
国
会
議
員
を
代
表
し
て

声
明
洋
一
述
べ
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
国
会
議
員
が
開
発
の
基

本
方
針
、
特
に
必
要
な
資
金
の
開
拓
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
ア
フ
リ
カ
の
開
発
に
関
し
、
一
連
の
明

確
な
行
動
を
示
し
た
「
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
声
明
」

が
採
択
さ
れ
た
。
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アフリカの開発に関するＧ８諸国国会議員会議

dliHiiliiiii
１
９
９
４
年
の
国
際
人
口
会
議
（
カ
イ
ロ

会
議
）
か
ら
ｎ
年
余
が
た
ち
ま
し
た
。
今
日
、

毎
日
約
泌
万
人
の
人
口
が
増
え
続
け
て
い
ま

ア
フ
リ
カ
の
開
発
に
関
す
る
Ｇ
Ｓ
諸
国
国
会
議
員
会
議

●植竹繁雄(うえたけしげお）

昭和５年生まれ。青山学院大学商学部卒

業。昭和55年衆議院議員に初当選。

平成２年に国土庁政務次官、平成13年か

ら14年まで外務副大臣を務め、平成15年

に5期目当選｡平成16年には自由民主党組

織本部副部長、自由民主党外交調杏会会

長代理を務めた。

ｌ
Ｉ
Ｊ
ｉ

Ｉ

●
開
催
地
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

●
開
催
曰
２
Ｃ
Ｏ
５
年
６
月
６
曰
・
７
曰

②
②
②

す
が
、
そ
の
人
口
増
加
の
ほ
と
ん
ど
が
貧
困

国
、
そ
し
て
貧
困
層
に
集
中
し
て
、
人
口
と

貧
困
の
悪
循
環
は
未
だ
に
続
い
て
お
り
ま
す
。

日
本
は
１
９
４
７
年
に
合
計
特
殊
出
生
率

（
曰
・
巨
田
の
己
］
］
『
幻
日
の
）
は
４
．
５
と
高
い
水

準
に
あ
り
ま
し
た
が
、
政
府
の
保
健
行
政
、

地
域
に
お
け
る
啓
発
活
動
、
住
民
参
加
に
よ

る
栄
養
改
善
、
家
族
計
画
、
母
子
保
健
、
衛

生
改
善
等
々
の
総
合
的
な
対
策
が
講
じ
ら
れ

た
結
果
、
１
９
５
７
年
に
は
２
．
０
４
と
人

口
置
換
率
（
扉
ｂ
］
四
８
曰
晋
一
『
’
の
く
の
｜
）
で
あ
る
２
．

０
７
を
下
回
る
に
至
り
ま
し
た
。 １
１

一
方
、
国
際
的
要
望
は
途
上
国
に
対
す
る

家
族
計
画
と
母
子
保
健
を
支
援
す
る
こ
と
を

重
要
視
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
わ
が

国
は
１
９
６
９
年
に
国
際
的
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
（
国
際
家
族
計
画
連
盟
〉
に
対
し
、

ｎ
万
ド
ル
の
拠
出
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
９
７
１
年
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国

連
人
口
基
金
｝
に
１
０
０
万
ド
ル
の
拠
出
を
開

始
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
基
金
へ
の
拠
出
と
共
に
、
技
術
協

力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
が
拡
大
し
て
き
て

お
り
ま
す
、
１
９
８
０
年
以
降
は
、
家
族
計

植
竹
繁
雄

（
衆
議
院
議
員
）
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画
、
人
口
情
報
、
教
育
促
進
と
い
っ
た
面
で
、

途
上
国
の
人
口
開
発
に
対
す
る
支
援
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
、
さ
ら
に
母
体
の
保
護
や
、
子

ど
も
の
健
康
ま
で
展
望
し
た
、
家
族
計
画
と

母
子
保
健
が
統
合
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

主
と
な
り
、
そ
の
形
態
も
技
術
協
力
に
よ
る

技
術
移
転
、
人
材
育
成
等
の
ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
比
重
が
高
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
女
性
の
地
位
向
上
の
推
進
の
た

め
に
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ッ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
ど

の
概
念
が
打
ち
出
さ
れ
、
人
々
が
自
分
の
子

を
何
人
産
む
か
、
ま
た
子
ど
も
券
「
産
む
」
「
産

ま
な
い
」
は
自
己
の
責
任
で
自
由
意
志
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
決
定
を
す
る
た
め
の

情
報
と
手
段
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
国
家
レ
ベ
ル
の
人

口
抑
制
の
視
点
か
ら
個
人
の
レ
ベ
ル
へ
の
転

換
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
マ
ク
ロ
か
ら
ミ
ク
ロ

へ
の
シ
フ
ト
で
も
あ
っ
て
、
大
き
な
パ
ラ
ダ

イ
ム
の
転
換
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ッ
の
考
え
方
は
、
１
９
９
４
年
２
月
に
日

本
は
人
口
・
エ
イ
ズ
に
関
す
る
地
球
規
模
問

題
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
臼
弓
の
一
・
ヶ
巴
房
呂
の
、

「
三
房
一
弓
の
。
皀
弔
・
巨
昌
・
自
白
］
』
旨
□
の
）
を
発

表
し
、
１
９
９
４
年
か
ら
２
０
０
０
年
ま
で

の
７
年
間
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
総
額
釦
億
ド
ル
の
拠
出

を
目
途
と
し
、
人
口
・
家
族
計
画
へ
の
協
力

と
と
も
に
、
女
子
と
子
ど
も
の
健
康
に
か
か

わ
る
基
礎
的
保
健
医
療
、
初
等
教
育
、
女
性

の
地
位
向
上
を
図
る
も
の
と
し
ま
し
た
が
、

間
接
的
に
人
口
増
加
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
拡

大
の
抑
制
へ
の
協
力
と
方
向
性
を
同
じ
く
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｉ
で
発
表
し
た
、
１
９
９
４
年
か
ら

７
年
間
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
釦
億
ド
ル
は
５
年
で
達
成

し
、
さ
ら
に
別
億
ド
ル
の
実
績
を
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
０
０
年
７
月
に
発
表
し
ま

し
た
包
括
的
な
感
染
症
対
策
支
援
（
Ｓ
胃

目
の
８
○
局
□
扇
の
農
鴎
［
己
爵
冒
の
い
）
沖
縄
感
染

症
対
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
「
途
上
国
の
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
強
化
」
「
人
材
育
成
」
「
市
民
社

会
組
織
、
援
助
国
、
国
際
機
関
と
の
連
携
」
「
南
々

協
力
」
「
研
究
活
動
の
促
進
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

レ
ベ
ル
で
の
公
衆
衛
生
」
を
柱
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
、
寄
生
虫
、
ポ

リ
オ
等
の
感
染
症
対
策
と
共
に
保
健
医
療
体

制
の
整
備
を
支
援
す
る
も
の
で
、
２
０
０
３

年
ま
で
の
４
年
間
に
約
４
億
ド
ル
の
実
績
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
わ
が
国
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
１
９

６
９
年
か
ら
累
計
で
９
億
ド
ル
を
拠
出
し
て

お
り
ま
す
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

向
上
の
た
め
に
は
、
避
妊
具
、
避
妊
薬
、
ま

た
必
須
薬
品
な
ど
の
供
与
も
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
か
ら
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

２
０
０
０
年
か
ら
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
と

し
て
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ

に
日
本
信
託
基
金
を
設
置
す
る
一
方
で
、
よ

り
開
発
の
進
ん
だ
途
上
国
が
、
自
ら
の
経
験

知
見
を
活
か
し
つ
つ
、
途
上
国
に
行
う
、
い

わ
ゆ
る
「
南
々
協
力
」
を
促
進
す
る

百
回
１
用
週
・
息
」
研
修
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

「
南
々
協
力
」
の
家
族
計
画
や
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

レ
ベ
ル
で
の
実
現
の
た
め
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に

対
し
、
そ
の
有
す
る
専
門
性
や
組
織
能
力
の

向
上
を
目
指
し
、
様
々
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
や
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
草

の
根
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
開
発
の
進
ん
だ
途
上
国
と
連
携

し
て
、
三
角
協
力
、
第
三
国
研
修
の
実
施
は
、

開
発
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
「
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
具
現
化
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す
る
上
で
も
重
要
な
施
策
で
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
共
に
実
施
し
て

い
る
「
三
角
技
術
協
力
計
画
」
に
お
い
て
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分
野
が
そ
の
柱

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
際
社
会
は
２
０
０
０
年
９
月

に
開
催
さ
れ
た
国
際
ミ
レ
ニ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト

に
お
い
て
、
２
０
１
５
年
ま
で
の
開
発
目
標

と
し
て
、
ミ
レ
ニ
ァ
ム
開
発
目
標
（
巨
口
の
盟

巨
屋
の
目
盲
目
□
の
ぐ
の
」
・
ロ
曰
自
の
。
鳥
）
が
設
定

さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
行
動
計
画
が
掲
げ
た
初

等
教
育
の
重
要
性
や
、
乳
児
死
亡
率
お
よ
び

妊
産
婦
死
亡
率
の
低
減
と
い
っ
た
共
通
の
目

標
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

人
口
問
題
は
あ
ら
ゆ
る
開
発
問
題
に
影
響

を
及
ぼ
す
横
断
的
問
題
で
あ
り
、
セ
ク
シ
ャ

ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ

ッ
に
関
す
る
取
り
組
み
の
推
進
が
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
の
た
め
に
は

す
べ
て
の
人
が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
・
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
国

際
社
会
が
決
定
し
た
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
実
現
の
た

め
に
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
増
額
は
不
可
欠
な
も

の
で
あ
り
ま
す
。

２
０
０
２
年
に
メ
キ
シ
コ
の
モ
ン
テ
レ
ー

で
開
催
さ
れ
た
国
際
資
金
開
発
会
議
等
は
、

私
も
そ
の
と
き
の
日
本
代
表
と
し
て
出
席
し

ま
し
た
が
、
欧
米
諸
国
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
増
額
方

針
を
打
ち
出
し
、
わ
が
国
も
２
０
０
６
年
に

は
ア
フ
リ
カ
向
け
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
３
年
間
で
倍
増

す
る
こ
と
を
約
束
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
昨
年
釦
周
年
を
迎
え
ま

し
た
が
、
今
ま
で
、
多
く
の
開
発
途
上
国
の

経
済
開
発
や
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
て
参
り

ま
し
た
。
今
後
も
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ド
ナ
ー

と
し
て
釦
周
年
と
い
う
節
目
を
機
に
、
国
際

社
会
へ
の
貢
献
を
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

わ
が
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
基
本
方
針
は
、
「
人
間

の
安
全
保
障
」
で
あ
り
ま
す
。
人
間
の
生
存
、

生
命
の
尊
厳
を
守
り
、
個
人
の
保
障
と
保
健

衛
生
と
と
も
に
、
女
性
の
地
位
の
向
上
の
た

め
に
図
っ
て
参
り
ま
す
が
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
の

意
義
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
２
日
間
に
わ
た

る
会
議
で
討
議
さ
れ
た
内
容
の
新
た
な
課
題

を
更
な
る
目
途
と
し
て
取
り
込
み
が
な
さ
れ

る
も
の
と
、
そ
の
実
現
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

あ
り
が
上
官
っ
ご
ざ
い
ま
し
た
。鱒
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なぜ今人口間
-21世紀の危機管理⑰回河田

曰
本
の
経
験
を
ｊ
力
す

】
（

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
重
点
化
と
曰
本
の
比
較
優
位
性

援
助
を
め
ぐ
る
世
界
的
な
新
潮
流
の
中
で

日
本
の
国
内
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
バ
ブ
ル
崩

壊
に
続
く
不
況
の
長
期
化
に
よ
り
、
国
民
の

間
に
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
対
す
る

見
直
し
機
運
が
高
ま
り
、
そ
れ
を
受
け
て
予

算
削
減
が
継
続
さ
れ
る
な
ど
欧
米
と
は
異
な

る
逆
流
傾
向
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
わ

が
国
の
援
助
関
係
者
の
一
部
に
国
際
協
力
の

前
途
に
不
安
感
や
悲
観
的
な
空
気
が
漂
っ
て

い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

し
か
し
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
の
軍
事
力
の
行
使
に
自
ら
歯
止
め
を
か

け
、
し
か
も
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
国
情
か
ら

し
て
、
わ
が
国
に
と
っ
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
ほ
と
ん

ど
唯
一
の
外
交
手
段
で
あ
る
こ
と
は
動
か
し

が
た
い
事
実
で
あ
る
。
外
交
の
主
要
手
段
と

し
て
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
役
割
に
つ
い
て
は
粘
り
強

く
国
民
の
理
解
を
求
め
る
努
力
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
現
状
の
中
で
私

た
ち
が
と
り
う
る
選
択
肢
は
そ
う
多
く
は
な

|雲霊ｊｊｌ
ｉとゴー！
;￣--.--1

い
。
す
で
に
多
く
の
識
者
や
関
係
者
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の

使
途
や
援
助
方
法
を
再
点
検
し
、
限
ら
れ
た

国
際
社
会
の
中
で
日
本
が
比
較
優
位
性
を

発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
援
助
案
件
を
形
成

す
る
た
め
に
、
わ
が
国
が
第
二
次
世
界
大
戦

の
焼
け
跡
の
中
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
復
興
の

足
跡
を
振
り
返
り
、
そ
の
経
験
の
中
か
ら
開

発
途
上
に
あ
る
国
々
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
を
見

出
し
、
相
手
国
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

国
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
貢
献
す
る
道
を
探

る
こ
と
は
賢
明
な
方
法
で
あ
ろ
う
。
と
も
す

れ
ば
今
日
ま
で
の
経
済
的
繁
栄
の
中
で
、
戦

後
日
本
を
襲
っ
た
人
口
過
剰
と
貧
困
、
食
糧

難
、
寄
生
虫
や
結
核
な
ど
の
感
染
症
な
ど
、

日
々
人
々
の
命
と
暮
ら
し
を
不
安
に
陥
れ
た

記
憶
は
忘
れ
ら
れ
が
ち
だ
が
、
わ
が
国
も
わ

中
絶
か
ら
避
妊
へ

リ
ソ
ー
ス
を
被
援
助
国
の
真
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
べ
く
有
効
で
効
率
的
な
援
助
に
洗
練
し

て
い
く
こ
と
が
至
上
命
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
重
要
な
こ
と
は
援
助
分
野
を
他

の
ド
ナ
ー
国
に
対
し
て
わ
が
国
が
比
較
優
位

性
を
有
す
る
分
野
に
重
点
化
し
て
い
く
こ
と

で
あ
ろ
う
。

ず
か
印
～
帥
年
前
ま
で
は
「
り
っ
ぱ
な
」
開

発
途
上
国
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
重
要

な
経
験
の
一
つ
は
戦
後
わ
が
国
を
襲
っ
た
食

糧
難
と
人
口
の
過
剰
状
態
を
克
服
し
た
「
人

口
転
換
」
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
わ
が
国
の

「
国
土
狭
小
に
し
て
人
口
過
剰
」
な
国
情
は
近

代
国
家
の
成
立
過
程
か
ら
大
き
な
難
題
と
し

て
為
政
者
の
強
い
関
心
を
引
き
つ
け
て
き
た
。

米
国
の
人
口
学
者
・
ト
ム
ソ
ン

（
目
・
目
。
Ｐ
三
・
ｍ
．
）
は
１
９
２
９
年
に
著
し
た

「
世
界
人
口
の
危
険
地
帯
」
で
、
そ
の
一
つ
に

日
本
周
辺
を
挙
げ
、
人
口
圧
力
が
領
土
、
資

源
に
対
し
て
い
か
に
大
き
い
か
と
い
う
観
点

か
ら
、
い
ち
早
く
戦
争
ぼ
っ
発
の
危
険
性
を

舌‐９月■｜■Ⅲ■■｜心』ぜ．丁、
、

声』
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なぜ今人口問題か

運
動
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
行
政
機
構
の

末
端
組
織
で
あ
る
保
健
婦
で
あ
り
、
民
間
の

開
業
助
産
婦
（
産
婆
さ
ん
）
が
そ
の
家
族
計

画
推
進
の
ア
シ
ス
ト
役
を
務
め
た
。
こ
れ
は

今
日
強
調
さ
れ
る
官
民
間
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
を
地
で
行
く
活
動
で
あ
っ
た
。
戦

後
最
大
の
懸
案
で
あ
っ
た
過
剰
人
口
圧
力
が

次
第
に
減
ず
る
の
と
並
行
し
て
農
業
の
生
産

虹〔尚州…認》；｛仁ｊ『Ｉｗｌ７ｌ

磁
職
一
灘
一
一
の
学
者
を
驚
か
し
た
戦
後
曰
本
の
司
人
□
転
換
脾
。
。
〃
曰
）

１
列
１
７
￥
．
ｒ
》
種

予
測
し
て
い
た
。
不
幸
に
し
て
そ
の
予
測
は

的
中
し
、
「
生
命
線
の
確
保
」
を
旗
印
に
太
平

洋
戦
争
が
戦
わ
れ
た
。

日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
戦
争
は
終
結
し
た

が
、
旧
植
民
地
か
ら
の
引
き
揚
げ
と
、
平
和

の
訪
れ
で
起
こ
っ
た
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
昭
和

、
～
皿
（
１
９
４
７
～
蛆
）
年
）
で
、
戦
後

日
本
は
旧
に
倍
す
る
人
口
急
増
に
襲
わ
れ
、

食
糧
難
と
過
剰
人
口
の
克
服
が
戦
後
復
興
期

の
最
初
の
重
要
課
題
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
戦
後
初
め
て
本
格
的
な
民
主
主

義
の
洗
礼
を
受
け
た
国
民
は
、
地
域
ぐ
る
み

で
家
族
計
画
運
動
に
取
り
組
み
始
め
た
。
も
っ

と
も
当
初
の
家
族
内
に
お
け
る
人
減
ら
し
の

性
を
高
め
る
た
め
に
配
置
さ
れ
た
農
業
改
良

普
及
員
や
生
活
改
良
普
及
員
の
活
動
、
さ
ら

に
企
業
内
で
進
め
ら
れ
た
「
新
生
活
運
動
」

な
ど
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
日
本
の
社
会

は
戦
後
復
興
か
ら
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら

の
経
済
成
長
へ
の
基
盤
を
整
備
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
官
民
挙
げ
て
の
活
動
の
結
果
、

わ
が
国
の
人
口
は
「
多
産
少
死
」
か
ら
「
少

主
た
る
手
段
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
で
あ
っ
た
。

「
優
生
保
護
法
」
の
改
正
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
経

済
条
項
」
の
弾
力
的
運
用
で
、
多
く
の
女
性

た
ち
は
中
絶
手
術
を
受
け
た
。
ピ
ー
ク
時
の

昭
和
釦
（
１
９
５
５
）
年
に
は
届
出
件
数
だ

け
で
も
年
間
１
１
７
万
人
に
上
り
、
「
国
際
会

議
に
出
る
度
に
日
本
は
外
国
の
代
表
か
ら
〃
中

絶
天
国
“
だ
、
と
白
い
目
で
見
ら
れ
－
肩
身
の

狭
い
思
い
が
し
た
」
（
故
加
藤
シ
ヅ
ヱ
・
前
家

族
計
画
連
膿
会
長
）
と
い
う
。
し
か
し
、
中

絶
の
身
体
的
、
精
神
的
弊
害
の
認
識
が
広
ま

る
に
つ
れ
、
近
代
的
避
妊
法
が
次
第
に
普
及

し
、
中
絶
を
代
替
し
て
い
っ
た
。

産
少
死
」
へ
の
「
人
口
転
換
」
を
わ
ず
か
ｎ

年
間
で
成
し
遂
げ
、
欧
米
の
研
究
者
か
ら
は

「
統
計
上
の
ミ
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

の
疑
念
の
声
が
あ
が
っ
た
ほ
ど
」
〈
黒
田
俊
夫
・

日
大
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
）
だ
と
い
う
。

わ
が
国
が
現
在
、
世
界
最
低
の
乳
児
死
亡

率
と
世
界
一
の
長
寿
を
実
現
し
た
歴
史
的
背

景
に
は
、
国
家
に
よ
る
人
口
政
策
で
は
な
く
、

医
療
や
教
育
の
普
及
と
、
保
健
婦
、
助
産
婦

ら
を
中
心
と
し
た
草
の
根
の
人
々
に
よ
る
母

子
保
健
、
家
族
計
画
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
こ
の
よ
う
な
草
の
根
の
活
動
を
政
府
が

後
押
し
た
運
動
の
展
開
は
、
今
日
に
も
通
じ

る
貴
重
な
モ
デ
ル
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ

の
様
々
な
困
難
と
試
練
を
乗
り
越
え
て
戦
後

日
本
の
復
興
と
成
長
の
基
礎
条
件
を
作
っ
た

足
跡
は
、
時
空
を
超
え
た
異
な
る
条
件
の
下

に
あ
る
今
日
の
開
発
途
上
国
に
そ
の
ま
ま
「
輸

出
」
で
き
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
人
口
圧
力
の
中
で
貧
困
か
ら
の
脱
却
に

取
り
組
ん
で
い
る
途
上
国
の
人
々
に
、
大
き

な
示
唆
と
勇
気
を
与
え
る
可
能
性
を
も
っ
て

い
る
。
そ
の
意
味
で
、
欧
米
型
と
は
異
な
る

日
本
の
人
口
転
換
の
プ
ロ
セ
ス
は
比
較
優
位

性
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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欧
米
の
経
験
か
ら
定
説
化
さ
れ
て
い
る
「
人

口
転
換
論
」
で
は
、
産
業
振
興
に
伴
っ
て
生

活
水
準
が
向
上
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
少

産
少
死
」
状
態
が
実
現
し
、
人
口
安
定
化
が

も
た
ら
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
で
年

齢
構
造
の
変
化
は
経
済
成
長
に
大
き
な
影
響

力
を
及
ぼ
す
。
生
産
年
齢
人
口
（
焔
～
図
歳
）

が
多
く
の
従
属
人
口
（
子
ど
も
と
高
齢
者
）

を
支
え
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
貯
蓄
率
と
経

済
成
長
率
は
落
ち
込
む
。
出
生
率
が
低
下
す

る
と
生
産
年
齢
人
口
が
支
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
従
属
人
口
は
減
少
し
、
上
昇
し
た
貯
蓄

率
は
財
政
投
融
資
な
ど
を
通
じ
て
経
済
成
長

を
促
進
す
る
原
資
と
し
て
活
用
が
可
能
と
な

る
。
こ
れ
を
「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
」
と
呼
ぶ
。

し
か
し
、
や
が
て
高
齢
化
が
進
行
す
る
に
つ

れ
て
生
産
年
齢
人
口
に
対
す
る
従
属
人
口
の

割
合
が
再
び
上
昇
し
、
「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
」
が

生
じ
う
る
条
件
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
。
戦

後
日
本
の
場
合
、
産
業
振
興
を
図
る
一
方
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
家
族
計
画
の
普
及
運
動

で
人
口
の
安
定
化
を
急
ぎ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

「
人
□
ボ
ー
ナ
ス
」

で
生
じ
た
「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
」
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
う
ま
く
つ
か
み
、
出
生
率
の
低
下
で
生

み
出
さ
れ
た
財
政
余
力
を
経
済
成
長
に
活
か

し
た
。

わ
が
国
の
人
口
転
換
が
ｎ
年
間
と
い
う
短

期
間
で
完
了
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
「
日
本

は
す
で
に
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
一
定
の
経

ｉｆＦｊｉ
Ｌ､Ｊ尺…．F
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わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
戦
後
の
急
速
な
経
済

復
興
と
、
そ
の
後
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ

て
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
世
界
の
援
助
国

の
仲
間
入
り
を
果
た
し
、
１
９
９
０
年
代
に

は
米
国
を
も
凌
駕
す
る
世
界
第
一
の
「
援
助

大
国
」
の
地
位
を
確
保
し
た
。
し
か
し
、
人

口
分
野
で
は
、
戦
前
、
戦
中
の
強
兵
政
策
「
産

め
よ
、
増
や
せ
よ
」
へ
の
苦
い
経
験
や
、
「
他

国
の
人
口
政
策
に
対
す
る
内
政
干
渉
」
の
非

難
を
お
そ
れ
て
二
国
間
援
助
に
は
慎
重
で
あ

り
、
当
初
は
も
っ
ぱ
ら
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
お
よ
び
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
国

JJliiけJlj
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国
連
へ
の
貢
献

済
レ
ベ
ル
を
達
成
し
て
お
り
、
戦
前
レ
ベ
ル

へ
の
回
帰
願
望
が
出
生
率
低
下
へ
の
動
機
付

け
と
な
っ
た
」
（
村
松
稔
元
国
立
公
衆
衛
生
院

人
口
部
長
）
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、

今
日
な
お
人
口
増
加
の
圧
力
の
渦
中
に
あ
る

開
発
途
上
国
の
開
発
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
家
族
計
画
の
推
進
に
よ
る
「
人
口
ボ
ー

ナ
ス
」
の
好
機
を
活
か
し
た
日
本
の
経
験
は

一
定
の
示
唆
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
へ
の
拠
出

と
い
う
形
で
、
マ
ル
チ
（
多
国
間
援
助
）
に

重
点
が
置
か
れ
た
。
１
９
６
３
年
か
ら
開
始

さ
れ
た
わ
が
国
の
国
連
へ
の
拠
出
金
は
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
伸
び
と
共
に
着
実
に
増
え
、
１
９
８
６

年
以
来
、
２
０
０
０
年
に
オ
ラ
ン
ダ
に
首
位

の
座
を
明
け
渡
す
ま
で
は
世
界
第
一
位
の
地

位
を
占
め
て
き
た
。
こ
の
間
わ
が
国
は
国
連

で
は
世
界
の
人
口
分
野
に
お
け
る
最
大
の
援

助
国
と
し
て
国
際
的
な
評
価
と
声
望
を
勝
ち

え
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
に
お
け
る
わ
が

国
の
経
済
不
況
は
国
民
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
対
す
る

ｉ

§～…Ｗｉ
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〈:LL蕊
4２



なぜ今人口問題か

厳
し
い
姿
勢
を
反
映
し
て
削
減
さ
れ
、
そ
れ

に
伴
っ
て
国
連
人
口
基
金
に
対
す
る
拠
出
金

も
頭
打
ち
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
同
基
金

に
対
し
て
は
人
工
妊
娠
中
絶
に
対
す
る
米
議

会
の
拒
否
反
応
を
反
映
し
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
は
拠
出
金
を
停
止
す
る
措
置
を
と
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
カ
イ
ロ
会
議
で
合
意
に
達
し

て
い
た
人
口
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
分
野
に
対
す
る
資
金
計
画
は
米
国
を
含
む

先
進
国
側
の
消
極
姿
勢
に
よ
っ
て
大
き
な
蹉

跣
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
の

中
で
こ
れ
ま
で
人
口
分
野
で
大
き
な
貢
献
を

果
た
し
て
き
た
日
本
へ
の
期
待
に
は
根
強
い

も
の
が
あ
る
。
平
和
的
な
手
段
で
国
際
社
会

に
貢
献
す
る
道
を
選
ん
だ
日
本
の
外
交
政
策

の
観
点
か
ら
も
、
国
連
を
通
じ
て
開
発
の
基

礎
条
件
で
あ
る
人
口
分
野
で
こ
れ
ま
で
果
た

し
て
き
た
実
績
の
上
に
、
日
本
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
発
揮
す
る
こ
と
は
賢
明
な
方
策
で

あ
る
。
と
り
わ
け
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
総
額
が
減
少
す

る
趨
勢
の
中
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
一
律
カ
ッ
ト
で

は
な
く
、
日
本
の
実
績
を
活
か
し
た
援
助
の

重
点
化
が
「
顔
の
見
え
る
援
助
」
と
し
て
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
他

方
、
わ
が
国
の
人
口
分
野
に
お
け
る
戦
後
経

※
本
誌
的
号
か
ら
３
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
た
こ

の
小
論
は
、
２
０
０
３
年
１
月
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
ま
と
め
た
「
第
二
次
人
口
と

開
発
援
助
研
究
」
の
「
主
査
緒
言
」
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
了
解
の
下
に
転
載
し
た
も
の
で
す
。

験
は
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
の
連
携
の
下
で
、
例
え
ば
ベ
ト
ナ
ム
に

お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
優
良
案
件
と
し
て
効

果
を
発
揮
し
つ
つ
あ
る
。
今
、
世
界
の
開
発

途
上
国
が
人
口
の
量
と
質
の
面
で
課
題
を
抱

え
て
い
る
と
き
、
わ
が
国
が
戦
後
の
過
剰
人

口
を
克
服
し
、
経
済
、
民
生
両
面
で
先
進
国

の
仲
間
入
り
を
し
た
経
験
を
多
国
間
お
よ
び

二
国
間
援
助
、
さ
ら
に
「
マ
ル
チ
・
パ
イ
」

の
形
で
活
か
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、

相
手
国
の
「
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
尊
重
と

信
頼
関
係
が
大
前
提
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

（
お
わ
り
）
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つえ＝プ人の

ⅣＧＯ

Kバジ｣の草の根支援

現地の子どもが実際に着ていた穴の開いたシャツを手に話す
｢ＯＫバジ」こと垣見一雅氏（写真2050提供）

日
焼
け
し
た
顔
に
笑
顔
が
印
象
的
な
垣
見

一
雅
氏
は
、
１
９
９
３
年
に
単
身
ネ
パ
ー
ル

に
渡
り
、
電
気
も
水
道
も
ガ
ス
も
な
い
ド
リ

ラ
マ
村
で
テ
ン
ト
生
活
を
始
め
た
。
や
が
て

村
人
か
ら
「
Ｏ
Ｋ
バ
ジ
（
Ｏ
Ｋ
お
じ
い
さ
ん
）
」

の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
村
人
が

建
て
て
く
れ
た
一
部
屋
だ
け
の
「
城
」
を
拠

点
に
、
毎
日
の
よ
う
に
村
々
を
何
時
間
も
か

け
て
歩
い
て
回
っ
て
は
、
村
が
抱
え
て
い
る

問
題
に
耳
を
傾
け
、
解
決
の
た
め
の
支
援
を

続
け
て
い
る
。

Ｏ
Ｋ
バ
ジ
は
年
に
一
度
帰
国
し
、
活
動
を

支
え
て
い
る
日
本
の
支
援
者
へ
の
支
援
金
の

使
途
報
告
や
、
彼
の
活
動
に
興
味
を
も
っ
た

団
体
や
教
育
機
関
で
の
講
演
会
を
精
力
的
に

こ
な
し
て
い
る
。
今
夏
７
月
６
日
、
支
援
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
一
つ
で
あ
る
２
０
５
０
（
に
せ
ん
ご

じ
ゅ
う
・
北
谷
勝
秀
理
事
長
）
の
月
例
会
で

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
報
告
し
た
。

日
本
か
ら
の
支
援
を
も
と
に
、
Ｏ
Ｋ
バ
ジ

は
小
学
校
の
建
設
や
改
築
、
修
理
を
行
っ
て

い
る
。
工
事
の
際
、
Ｏ
Ｋ
バ
ジ
は
村
人
や
子

〈
教
育
環
境
の
改
善
〉

ど
も
た
ち
に
何
ら
か
の
作
業
に
か
か
わ
っ
て

も
ら
う
住
民
参
加
型
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

る
。
ブ
ロ
ッ
ク
１
個
を
積
ん
だ
り
、
運
ん
だ

り
と
い
っ
た
簡
単
な
作
業
で
も
、
自
分
た
ち

が
作
っ
た
と
い
う
意
識
が
あ
れ
ば
、
皆
が
大

切
に
扱
い
、
壊
れ
た
と
き
に
も
自
分
た
ち
で

修
理
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
か
ら
の
支
援
に
よ
っ
て
創
ら

れ
た
基
金
を
運
用
し
、
教
師
へ
の
給
与
支
給

や
、
優
秀
だ
け
れ
ど
も
貧
し
く
て
進
学
で
き

な
い
生
徒
へ
の
奨
学
金
制
度
を
実
施
し
て
い

る
。
先
日
、
奨
学
生
第
一
期
生
が
無
事
に
Ｂ

Ａ
（
文
学
士
）
終
了
資
格
を
取
得
し
た
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。
彼
女
は
現
在
、
村
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
と
し
て
村
の
活
動
に
貢
献
し
て

い
る
。
そ
の
他
に
は
、
就
学
率
を
上
げ
る
た

め
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
文
具
や
制
服
の
支
給

支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

Ｏ
Ｋ
バ
ジ
は
、
風
土
病
や
栄
養
失
調
、
病

気
を
患
っ
た
ま
ま
治
療
や
通
院
も
ま
ま
な
ら

な
い
村
人
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
医
療

保
健
の
分
野
に
も
心
を
砕
い
て
い
る
。
ネ
パ
ー

〈
医
療
支
援
〉
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たった１人のＮＧＯ

日
本
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
衣
類
を
は
じ

め
と
す
る
支
援
を
、
Ｏ
Ｋ
バ
ジ
は
車
の
入
ら

な
い
よ
う
な
山
奥
ま
で
届
け
て
い
る
。
寒
さ

が
厳
し
い
冬
で
も
、
た
っ
た
シ
ャ
ツ
１
枚
で
、

裸
足
の
子
ど
も
さ
え
い
る
。
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
布

を
貼
り
合
わ
せ
た
毛
布
１
枚
で
、
兄
弟
全
員

が
眠
る
家
族
も
あ
る
．
あ
る
男
の
子
が
着
て

い
た
と
い
う
服
を
実
際
に
見
せ
て
く
れ
た
が
、

背
中
に
は
擦
り
切
れ
て
で
き
た
大
き
な
穴
が

開
い
て
い
た
。

ま
た
日
本
の
支
援
の
下
、
村
人
が
１
日
５

ｍ
ず
つ
手
作
業
で
掘
削
し
た
灌
概
用
水
路
が

完
成
し
、
水
不
足
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
し
か
作

れ
な
か
っ
た
村
で
米
、
麦
、
豆
が
収
穫
で
き

ル
の
貧
し
い
村
々
で
は
、
治
療
や
手
術
を
す

れ
ば
治
る
病
気
で
も
、
通
院
と
治
療
の
費
用

が
払
え
な
い
た
め
に
放
置
し
て
悪
化
さ
せ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
Ｏ
Ｋ
バ
ジ
は
医
療

基
金
を
創
り
、
患
者
の
治
療
や
手
術
、
搬
送

に
充
て
て
い
る
。
昨
年
１
年
間
で
、
１
０
０

人
余
り
の
患
者
を
病
院
に
搬
送
、
治
療
で
き

た
と
報
告
し
た
。

〈
生
活
改
善
〉

ネ
パ
ー
ル
で
は
、
１
９
９
６
年
以

来
、
毛
沢
東
主
義
者
反
政
府
組
織
ニ

オ
イ
ス
ト
）
と
壬
国
軍
と
の
内
戦
が

続
き
、
政
情
不
安
や
治
安
の
悪
化
が

心
配
さ
れ
て
い
る
。
政
府
と
マ
オ
イ

ス
ト
の
二
重
支
配
の
下
、
自
分
た
ち

の
活
動
費
に
充
て
る
た
め
に
マ
オ
イ

ス
ト
が
村
人
に
税
を
要
求
し
、
貧
し

い
村
人
の
生
活
を
よ
り
苦
し
く
し
て

い
る
と
い
う
実
態
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
が
続
く

中
、
Ｏ
Ｋ
バ
ジ
は
日
本
と
ネ
パ
ー
ル

を
結
ぶ
橋
渡
し
と
し
て
、
村
人
と
信

頼
関
係
を
築
き
、
問
題
を
共
に
考
え
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
水
汲
み
の

重
労
働
か
ら
村
人
、
特
に
女
性
を
解

放
し
た
。

る
よ
う
に
な
っ
た
。
村
人
た
ち
は
食
料
不
足

を
解
消
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
現
金
収
入
が

得
ら
れ
れ
ば
経
済
的
基
盤
が
確
保
さ
れ
、
家

族
は
出
稼
ぎ
に
出
な
く
て
も
よ
く
な
り
、
子

ど
も
を
学
校
に
行
か
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

簡
易
水
道
設
置
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
重

い
水
瓶
を
担
い
で
数
時
間
、
何
往
復
も
歩
か

マヤコビユー（愛の種）

ｏ下記の要領で支援を募っております

・郵便振替ロ座番号：00190-4-669714

・１ロ：1,000円から

・ロ座名：２０５０（ニセンゴジュウ）

・通信欄に「ＯＫバジ」とご記入ください

彼
ら
の
自
助
努
力
を
引
き
出
し
つ
つ
人
々
の

善
意
を
届
け
て
い
る
。
援
助
を
し
て
「
あ
げ

る
」
と
い
う
箸
り
は
全
く
見
え
ず
、
謙
虚
で

自
然
体
で
、
そ
の
上
と
て
も
幸
せ
そ
う
な
の

が
印
象
的
だ
っ
た
。

（
恒
川
ひ
と
み
）

ネパール支援「マヤコピュー」は、垣見さんが村々を歩いている

時に遭遇する緊急事態に、即対応できるように、ヒモ付ではない、

垣見さんの裁量で自由にお使い頂く支援金です。学校に行けない子

どものために、火傷を負った子どものために、火災にあった家族の

ために、大いに役立っています。詳しくは2050ホームページをご覧

下さい。〈hup://www､npo205qorg/〉
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鐸
|団

Ｓ》
月
⑩
『
世
界
サ
ミ
ッ
ト
Ｌ

で
申
し
入
れ

ｌ
要
望
薑
を
小
泉
首
相
と

壜
乙
個
蝋
聯
相
に
提
出
Ｉ

虎ｐＬ

ｆｉ
雁
Ｊ､苗.

の

：
Ｆ
匙
塊
‐
Ｌ
ｉ

Ｆ
凸
冴

病
む

ぴ
ひ
寺

尹
叩
尹
口
・
》
円

…､－艀已箭ｊ::

宣謬斧繍‐き
……篭

ご夢

露 グ

ＪＵＵ－Ｌ

１Ｌ:三：

界時炉一Ｊ〃
要望書を受け取る外務省国際社会協力部

南博政策課長

ユ
リ

庫
し

人
口
問
題
や

リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
分
野
で
活
動

し
て
い
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
有
志
は
側
ア

ジ
ア
人
口
・
開

発
協
会
な
ど
５

団
体
が
呼
び
か

け
団
体
と
な
っ

て
、
９
月
中
旬

に
国
連
本
部
で

開
か
れ
る
「
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発

入
れ

目
標
」
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
）
に
関
す
る
世
界
サ
ミ
ッ

ト
で
日
本
政
府
は
、
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
」
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
と
権
利
）
の
重
要
性
を
代
表
演
説
の
中
で

明
示
す
る
よ
う
８
月
末
、
小
泉
純
一
郎
首
相

と
町
村
信
孝
外
相
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

２
０
０
１
年
の
国
連
総
会
で
合
意
さ
れ
た

貧
困
削
減
の
た
め
の
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
」
で
は
、
飢
餓
の
撲
滅
や
、
教
育
の
重
視
、

女
性
の
地
位
向
上
や
保
健
医
療
な
ど
に
関
す

る
八
つ
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
１
９
９
４
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
（
カ

イ
巳
で
打
ち
出
さ
れ
た
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
」
へ
の
言
及
が
な
い
。

こ
の
た
め
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）

や
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
は
、
「
貧

困
撲
滅
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
が
不
可
欠
」

と
し
て
、
性
と
生
殖
に
関
す
る
女
性
の
権
利

を
取
り
入
れ
る
よ
う
各
方
面
に
強
く
働
き
か

け
て
い
る
。
５
団
体
の
要
望
は
こ
う
し
た
主

張
に
沿
っ
た
も
の
で
、
外
務
省
事
務
当
局
は

要
望
に
沿
っ
て
努
力
し
た
い
、
と
答
え
た
。

要
望
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。
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要望書
平成17年８月３１日

内閣総理大臣小泉純一郎殿

外務大臣町村信孝殿

NGO有志

世界サミット2005における日本政府代表演説に関する件

リプロダクテイブ・ヘルス／ライツおよび人'二|分野で活動を続けているＮＧＯ有志一同は、
2005年９月14日から16日にニューヨーク・国連本部で開催される'1t界サミット2005におけ
る日本政府代表演説に対し、以下のことを要望致します。

日本政府は、

ミレニアム開発目標(MDGs)を推進するにあたり､国際人ロ開発会議(1994年カイロ)、
第４回世界女性会議（1995年北京）で合意した行動計画と行動綱領の完全実施を目指
し、リブロダクティブ・ヘルス／ライツのユニバーサルアクセスの実現に向け、引き続
き諸政策を推進することを明確に表明すること。

要望理由：

私たちＮＧＯ有志一同は､日本政府が､ＭＤＧｓの推進にあたり、「ジェンダーと開発」（ＧＡＤ）
イニシアティブや「保健と開発」（ＨＤＩ）イニシアティブなどを通じて、積極的な取り組み
姿勢を打ち出したことを商く評価しています。また、二つのイニシアティブにおいて『リ
プロダクテイブ・ヘルス／ライツを推進する』ことを鮮明に表明していることは、国連諸
会議で合意された行動計画の遵守について日本の一貫した姿勢をあらわしており、国際的
にも誇るべき事柄だと理解し、評価しております。

日本が国連人口基金（ＵＮＦＰＡ）や国際家族計画連盟（IPPF）をはじめとする国際機関お
よび途上国に対し当該分野の活動に継続的な支援を実施していることは、国内外で高い評
価を得ており、私たちＮＧＯはそのことを誇りに思います。

リプロダクテイブ・ヘルス／ライツの推進が、ＭＤＧｓの実現にとって不可欠であることは
2005年１月に発表されたミレニアム・プロジェクト報告書（開発への投資：ＭＤＧｓ達成の
ための現実的な計画）においても明確にされていますが、残念ながら現行のＭＤＧｓの目標
及び指標の中にはリプロダクテイブ・ヘルス／ライツの記述がないのが実`情です。
このような背景のなか、日本がこれまでの実績を踏まえリプロダクテイブ・ヘルス／ライ
ツの理念をさらに推進するために国際的なリーダーシップを発揮することが真に求められ
ています。

以｣この理由により、日本の役割を世界にさらにアピールするためにも、｜吐界サミット2005
で日本政府が、その代表演説の｢'二'で国際的な合意理念であるリプロダクテイブ・ヘルス／
ライツの推進に明確にコミットすることを強く要望致します。
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厚
生
労
働
省
が
塑
日
発
表
し
た
２
０

０
４
年
簡
易
生
命
表
に
よ
る
と
、
日
本

人
の
平
均
寿
命
は
男
性
沼
・
図
歳
、
女

性
鋪
・
印
歳
で
、
男
女
と
も
５
年
連
続

で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
前
年
よ
り

男
性
は
０
．
躯
歳
、
女
性
は
０
．
妬
歳

延
び
、
女
性
は
加
年
連
続
で
世
界
一
だ
っ

た
。平
均
寿
命
は
、
そ
の
年
に
生
ま
れ
た

国

平均寿命
女性20年連続

世界一

男78.64女58.59

に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
Ｉ
ら
む

人
が
、
何
歳
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
示
す
指
標
。
女
性
は
１
９
８
５

年
以
来
世
界
一
の
座
を
保
ち
、
男
性
は

、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
（
だ
．
８
歳
）
に
次
い

で
２
位
だ
っ
た
。

（
読
売
新
聞
脆
・
７
．
鋼
朝
刊
）

出
生
率
は
女
性
が
働
く
地
域
で
高
く
、

男
性
が
長
時
間
労
働
し
て
い
る
地
域
ほ

ど
低
い
ｌ
厚
生
労
働
省
が
少
子
化

の
要
因
を
都
道
府
県
ご
と
に
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
こ
ん
な
傾
向
が
浮
か
び
上
が
っ

た
。
保
育
所
の
利
用
し
や
す
さ
や
気
温

四回

出
生
率
、
働
く
女
性
多
い
と
ア
ッ
プ

厚
労
白
書
・
地
域
分
析

の
高
さ
は
プ
ラ
ス
、
家
計
に
占
め
る
教

養
娯
楽
費
の
割
合
の
高
さ
は
マ
イ
ナ
ス

に
働
く
こ
と
も
分
か
っ
た
。
羽
日
に
発

表
し
た
随
年
版
の
厚
生
労
働
白
書
に
艦

り
込
ま
れ
た
。

【
浜
田
陽
太
郎
］

9０

8０

7０

6０

5０

白
書
は
、
社
会
保
障
に
お
け
る
「
地

域
差
」
に
焦
点
を
当
て
た
。

釦
歳
代
前
半
の
女
性
の
労
働
力
率
（
人

口
に
占
め
る
就
業
者
と
職
探
し
を
し
て

い
る
失
業
者
の
割
合
）
が
高
い
都
道
府

県
ほ
ど
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
女
性
１

人
が
産
む
子
ど
も
の
平
均
数
）
が
高
い

傾
向
が
あ
っ
た
Ｉ
グ
ラ
フ
。
出
生
率
上

位
に
は
、
労
働
力
率
が
閑
％
を
超
え
る

宮
崎
、
鳥
取
、
島
根
、
山
形
、
熊
本
が
、

下
位
に
は
、
卯
％
前
後
の
奈
良
、
大
阪
、

神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
、
兵
庫
が
並
ん

だ
。 ●
寿
命
女
性
加
年
世
界
一
…
…
蛆

●
出
生
率
働
く
女
性
多
い
と
叩
…
蛆

●
都
市
部
ほ
ど
少
子
化
…
…
…
…
㈹

●
食
料
自
給
率
７
年
連
続
㈹
％
…
印

●
生
活
満
足
度
低
い
日
本
人
…
…
印

●
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
生
数
じ
わ
り
壇
加
…
団

●
定
年
後
の
団
塊
『
麗
村
へ
」
…
…
艶

●
今
年
か
ら
人
口
減
少
か
…
…
…
魂

も<Ｕ
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甲

｢人口と開発｣秋号(No.９１）

お詫びと訂正．． 蕊

二乱

４８ページ第１段、囲みタイトルの中で、「平均寿命女性２０年連続世界一男７８６４
女58.59｣となっていますが､正しくは｢女85.59｣です｡.
『お詫びして訂正いたします。

(財)アジア人ロ・開発協会

母暉



にゆうすふお－らむ

研
究
者
の
間
で
は
「
育
児
を
し
な
が

ら
働
く
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
れ
ば
、

出
生
率
に
好
影
響
を
与
え
る
」
と
言
わ

れ
て
い
る
。

ま
た
「
出
生
率
の
高
い
地
域
で
は
、

女
性
の
正
社
員
比
率
が
高
い
一
方
、
長

時
間
労
働
を
し
て
い
る
人
が
少
な
く
、

子
育
て
と
両
立
し
や
す
い
働
き
方
を
し

て
い
る
」
と
し
た
。
男
性
に
つ
い
て
は

躯
～
羽
歳
の
社
員
の
う
ち
即
時
間
以
上

働
く
人
の
割
合
が
高
い
地
域
ほ
ど
出
生

都道府県別の出生率と
女性の労働力率

８
７

１
１

合
計
特
殊
出
生
率
（
Ｍ
年
）

1６

1.5

1.4 率
が
低
い
傾
向
が
あ
っ
た
。

出
生
率
に
影
響
を
与
え
る
要
因
と
し

て
は
、
保
育
所
に
い
る
子
ど
も
の
割
合
、

延
長
保
育
実
施
率
、
平
均
気
温
の
高
さ

が
プ
ラ
ス
に
、
男
性
の
通
勤
・
仕
事
時

間
、
教
養
娯
楽
費
、
消
費
者
物
価
の
高

さ
は
マ
イ
ナ
ス
に
働
い
て
い
た
。
教
養

娯
楽
費
に
つ
い
て
同
省
は
「
趣
味
に
使

う
お
金
が
少
な
い
方
が
子
育
て
に
時
間

を
使
え
る
の
で
は
」
と
み
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
地
域
の
特
徴
と
し
て
、
東

1.3

1２

1.1

1０

40(%）５０６０７０８０

３０～34歳の労働力率(００年）

尾
辻
秀
久
厚
生
労
働
相
は
二
十
九
日

の
閣
議
に
二
○
○
五
年
版
の
厚
生
労
働

白
書
を
報
告
し
た
。
男
性
の
長
時
間
労

働
が
多
い
南
関
東
な
ど
都
市
部
で
朏
生

率
の
低
下
が
目
立
つ
と
分
析
。
一
方
、

女
性
の
就
労
が
進
ん
だ
地
域
ほ
ど
出
生

率
が
高
い
傾
向
も
あ
る
。
出
生
率
を
高

め
る
に
は
「
夫
の
帰
宅
時
間
を
早
く
し
、

妻
が
正
規
雇
用
に
就
く
」
こ
と
が
カ
ギ

に
な
る
と
も
読
め
る
内
容
に
な
っ
て
い

る
。今
回
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
と
と
も
に

支
え
る
こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
」
。
社
会

保
障
へ
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
と
地
域
差

に
焦
点
を
当
て
た
。

｜
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
供
の

数
（
合
計
特
殊
出
生
率
）
は
○
四
年
に

全
国
平
均
で
一
・
二
九
ま
で
低
下
。
沖

京
な
ど
南
関
東
で
は
男
性
の
通
勤
・
仕

事
時
間
の
長
さ
や
保
育
所
に
い
る
子
ど

も
の
割
合
の
低
さ
が
出
生
率
を
引
き
下

げ
る
が
、
延
長
保
育
実
施
割
合
の
高
さ

が
下
支
え
す
る
▽
北
海
道
、
東
北
は
気

函

都
市
部
ほ
ど
少
子
化

長
時
間
労
働
が
影
響

縄
県
が
一
・
七
二
と
最
も
高
い
の
に
対

し
、
東
京
は
一
・
○
一
で
，
南
関
東
や

近
畿
な
ど
大
都
市
圏
で
低
い
。
三
十
年

前
は
地
域
差
が
少
な
く
、
都
市
部
ほ
ど

急
低
下
し
て
い
る
。

二
十
五
’
三
十
九
歳
の
男
性
就
業
者

の
う
ち
、
労
働
時
間
が
週
六
十
時
間
以

上
の
人
の
割
合
は
出
生
率
が
高
め
の
山

陰
や
東
北
で
低
く
、
東
京
、
大
阪
な
ど

都
市
部
で
高
い
。
父
親
の
育
児
へ
の
参

加
の
た
め
長
時
間
労
働
を
見
直
す
べ
き

だ
と
訴
え
て
い
る
。

ま
た
、
二
十
’
三
十
四
歳
の
女
性
の

労
働
力
率
が
高
い
山
形
県
な
ど
で
出
生

率
が
比
較
的
高
い
の
に
対
し
、
女
性
の

就
労
が
遅
れ
て
い
る
奈
良
県
な
ど
で
は

出
生
率
が
低
か
っ
た
。
川
生
率
が
高
い

地
域
で
は
女
性
の
正
規
雇
用
の
割
合
が

温
の
低
さ
は
マ
イ
ナ
ス
だ
が
，
山
形
、

福
島
で
は
男
性
の
通
勤
・
仕
事
時
間
の

矯
さ
で
取
り
戻
す
ｌ
な
ど
と
分
析
し

て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
脆
・
７
．
四
夕
刊
）労働白書
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多
く
、
長
時
間

労
働
を
し
て
い

る
人
が
少
な
い
。

晩
婚
化
が
進

む
な
か
都
市
部

の
未
婚
化
も
目

立
つ
。
三
十
’

三
十
四
歳
の
女

性
で
配
偶
者
が

い
る
割
合
は
、

過
去
二
十
五
年

で
東
京
都
は
二

四
・
四
坪
も
低
下
。
一
方
、
福
井
県
は

一
四
・
三
餅
の
低
下
に
と
ど
ま
る
。
こ

の
結
果
、
夫
婦
の
「
出
生
力
」
に
差
が

生
じ
、
「
子
供
を
何
人
ほ
し
い
か
」
と
い

農
林
水
産
省
が
十
日
発
一
表
し
た
平
成

十
六
年
度
の
食
料
自
給
率
は
供
給
熱
量

（
カ
ロ
リ
ー
）
ベ
ー
ス
で
加
％
と
な
り
、

十
年
度
か
ら
七
年
連
続
の
横
ば
い
と
な
っ

た
。
台
風
な
ど
の
影
響
で
果
実
や
魚
介

類
の
国
内
生
産
が
減
少
し
た
一
方
、
牛

肉
や
鶏
肉
の
輸
入
も
減
っ
た
結
果
、
日

囲自繩欝薙糊群の気配なく

地域ごとのほしい子供の数
(結婚期間0-4年）
理想子供数
予定子供数

う
意
識
で
も
地
域
差
が
あ
る
と
分
析
し

て
い
る
。

（
曰
経
新
聞
脆
・
７
．
羽
夕
刊
）

給
率
は
前
年
と
同
水
準
と
な
っ
た
。

天
候
不
順
に
よ
り
魚
介
類
の
国
内
生

産
量
が
前
年
度
の
五
百
四
十
九
万
ト
ン

か
ら
五
百
十
四
万
ト
ン
に
減
少
。
果
実
、

大
豆
の
生
産
も
減
り
、
食
料
自
給
率
を

押
し
下
げ
た
。
ま
た
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海

綿
状
脳
症
）
の
影
響
で
牛
肉
の
輸
入
量

０１霧｣iilUi:｣iii\謡:uf｣iliuiiii
数海北関関部畿国州
道東東

四沖
国縄

が
減
り
、
｜
人

当
た
り
の
年
間

消
費
量
は
前
年

度
の
六
・
二
キ

ロ
か
二
ｂ
五
・
六

キ
ロ
へ
と
減
少
。

鶏
肉
の
輸
入
も

鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
影
轡
で

減
っ
た
。
輸
入

食
料
の
減
少
は
食
料
自
給
率
を
押
し
上

げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

コ
メ
は
一
人
当
た
り
の
年
間
消
費
量

が
六
一
・
九
キ
ロ
か
二
ｂ
六
一
・
五
キ
ロ

へ
と
引
き
続
き
減
少
し
た
。

Ⅱ
本
の
食
料
自
給
率
は
主
要
先
進
国

で
最
低
水
準
と
な
っ
て
い
る
Ⅱ
表
。
政

生
活
に
満
足
せ
ず
、
気
が
め
い
り
が

ち
１
．
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
お
客
様
生
活

文
化
研
究
所
（
東
京
都
港
区
）
が
、
日

本
を
含
む
６
カ
国
の
男
女
に
幸
せ
意
識

に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
人

は
生
活
満
足
度
が
他
国
に
比
べ
て
低
い

図團

生
活
満
足
度
低
い
日
本
人

６
カ
国
調
査
で
最
低

■主要国の食料自給率

府
は
今
年
三
月
に
食
料
自
給
率
を
輯
％

と
す
る
目
標
年
次
を
平
成
二
十
二
年
度

か
ら
二
十
七
年
度
へ
と
先
送
り
し
た
が
、

改
善
の
気
配
は
う
か
が
え
な
い
の
が
実

情
だ
。（
産
経
新
聞
脆
・
８
．
Ⅲ
朝
刊
）

こ
と
が
分
か
っ
た
。

昨
年
ｕ
～
皿
月
、
Ｒ
・
中
・
米
・
英
・

伊
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
調
査
し
、
卯
～
弱
歳
の
２
３
５
５
人

が
回
答
し
た
。

幸
せ
の
程
度
を
尋
ね
る
と
、
日
本
を

※数値はカロリーベース。
日本は2004年度､韓国は2001

年、その他は2002年。農林
水産省の資料より。

５０

オーストラリア 230％

フランス 130％

カナダ 120％

アメリカ 119％

ドイツ 91％

イギリス 74％

イタリア 71％

オランダ 67％

スイス 54％

韓国 49％

日本 40％
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日
本
よ
り
急
速
に
少
子
化
が
進
む
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
政
府
が
昨
年
八
月
に

打
ち
出
し
た
出
生
率
引
き
上
げ
策
が
効

果
を
表
し
始
め
た
。
バ
ラ
ク
リ
シ
ュ
ナ

ン
社
会
開
発
・
青
年
・
ス
ポ
ー
ツ
相
は

十
五
日
の
国
会
答
弁
で
、
今
年
五
‐
七

月
の
出
生
数
が
前
年
同
期
比
で
約
三
％

増
加
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同

国
の
出
生
者
数
は
二
○
○
一
年
以
降
、

四
年
連
続
で
減
少
し
て
い
た
が
、
今
年

は
出
生
数
が
増
加
に
転
じ
る
可
能
性
も

含
め
ど
の
国
で
も
「
非
常
に
」
「
か
な
り
」

「
ま
あ
」
と
答
え
た
人
が
７
割
を
超
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
生
活
に
「
満
足
し
て
い
る
」

と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
日
本
が
鎧
も

低
く
、
８
％
だ
っ
た
。
米
国
は
錦
％
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
師
％
と
４
割
近
く
が

満
足
し
て
お
り
、
他
国
の
中
で
最
も
満

足
度
の
低
い
イ
タ
リ
ア
で
さ
え
Ⅳ
％
・

一
方
、
気
が
め
い
る
こ
と
が
「
非
常
に

よ
く
あ
る
」
「
よ
く
あ
る
」
を
合
わ
せ
る

■
出
産
奨
励
金
な
ど
少
子
化
対
策
奏
功

函

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

出
生
数
じ
わ
り
増
加

出
て
き
た
。

同
相
に
よ
る
と
、
妊
娠
の
診
断
の
た

め
に
病
院
を
訪
れ
る
女
性
も
一
’
六
月

で
四
％
増
加
し
た
。
「
新
対
策
の
効
果
で

あ
る
と
自
信
を
持
っ
て
言
う
に
は
時
期

尚
早
」
と
し
な
が
ら
も
「
勇
気
づ
け
ら

れ
る
兆
候
だ
」
と
語
っ
た
。

政
府
は
以
前
か
ら
若
年
夫
婦
に
対
す

る
公
的
住
宅
の
優
先
入
居
、
働
く
主
婦

が
メ
ー
ド
を
一
雇
用
し
た
場
合
の
所
得
控

除
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
し
か

と
、
日
本
が
鍋
％
で
鐡
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、
「
幸
せ
の
要
素
と
し
て
、
必
要

不
可
欠
な
も
の
」
を
複
数
選
択
で
聞
い

た
と
こ
ろ
、
日
本
は
「
精
神
的
な
充
実

感
」
を
挙
げ
た
人
が
９
割
近
く
に
上
り
、

６
カ
国
で
鹸
多
。
他
の
５
カ
国
で
は
７
～

８
割
が
挙
げ
た
「
周
囲
の
人
か
ら
の
尊

敬
や
信
頼
」
は
、
Ⅱ
本
で
は
諏
％
と
最

も
低
か
っ
た
。

（
毎
日
新
聞
略
・
８
．
旧
朝
刊
）5-7月3％増

具
体
的
に
は
、

第
二
子
と
第
三
子
に
支
給
し
て
い
た
出

瀧
奨
励
金
（
六
年
間
で
そ
れ
ぞ
れ
最
高

約
九
千
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
ド
ル
ー
約
五
十

九
万
円
、
同
一
万
八
千
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ド
と
を
第
一
子
と
第
四
子
（
そ
れ
ぞ

れ
同
三
千
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
、
同
一

万
八
千
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ド
と
に
拡
大

し
た
。

さ
ら
に
有
給
出
産
休
暇
の
八
週
間
か

ら
十
二
週
間
へ
の
延
長
、
公
務
員
の
完

全
週
休
二
日
制
の
実
現
な
ど
、
総
額
三

し
合
計
特
殊
出
生

率
（
女
性
一
人
が

生
涯
に
産
む
子
ど

も
の
平
均
数
）
は

○
三
年
で
一
・
二

五
と
、
日
本
の
一
・

二
九
よ
り
低
下
。

昨
年
八
月
に
就
任

し
た
リ
ー
・
シ
エ

ン
ロ
ン
首
相
は
「
〈
工

断
固
と
し
た
対
策

を
取
ら
な
け
れ
ば

出
生
率
の
低
下
に

は
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
」
と
し
て
、

新
し
い
対
策
を
打

ち
出
し
た
。

億
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
に
上
る
幅
広
い

追
加
支
援
策
と
な
っ
た
。

政
府
は
、
子
ど
も
の
い
な
い
既
婚
者

に
出
産
支
援
策
な
ど
を
掲
載
し
た
小
冊

子
を
送
付
す
る
な
ど
様
々
な
手
段
を
使
っ

て
、
当
面
は
出
生
率
一
・
五
の
回
復
を

目
指
す
。

（
日
本
経
済
新
聞
肥
．
８
．
打
朝
刊
）
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農
林
水
産
省
は
咀
日
、
来
年
度
か
ら
、

団
塊
の
世
代
に
農
山
村
へ
の
長
期
滞
在

や
定
住
を
促
す
取
り
組
み
を
始
め
る
方

針
を
固
め
た
。
２
０
０
７
年
か
ら
大
量

に
定
年
退
職
を
迎
え
る
団
塊
の
世
代
に

は
、
定
年
を
機
に
田
舎
暮
ら
し
を
望
む

人
が
多
く
、
こ
う
し
た
都
市
生
活
を
受

け
入
れ
て
農
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る

の
が
狙
い
だ
。

具
体
的
に
は
、
長
期
滞
在
型
の
市
民

農
園
を
各
地
に
整
備
し
て
受
け
入
れ
体

制
を
整
え
、
半
年
や
１
年
の
長
期
滞
在

で
農
村
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
定
住
に

つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

ま
た
、
地
域
の
生
活
情
報
や
空
き
家

の
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
、
田
舎
暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
う
「
定
住
フ
ェ

ア
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
新
旧
住
民
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
支
援
な
ど
も
検
討
し
て

い
る
。
農
水
省
は
、
来
年
度
の
概
算
要

求
に
こ
れ
ら
の
関
連
予
算
を
盛
り
込
む

考
え
だ
。

▽
長
期
滞
在
型
農
園
な
ど
整
備
△

国
定
年
後
の
団
塊
の
世
代

「
農
村
へ
ぜ
ひ
！
」

農
水
省
は
「
３
大
都
市
圏
に
住
む
釦

歳
代
の
犯
・
５
％
が
将
来
、
田
舎
で
暮

厚
生
労
働
省
が
泌
日
公
表
し
た
人
口

動
態
統
計
（
速
報
）
で
、
今
年
１
～
６

月
の
出
生
数
が
鍋
万
７
６
３
７
人
だ
っ

た
の
に
対
し
、
死
亡
数
は
銘
万
８
６
７

１
人
で
、
半
年
間
に
人
口
が
３
万
１
０

３
４
人
減
少
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

半
年
単
位
で
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
っ

た
の
は
初
め
て
。
同
省
は
「
肥
年
は
通

年
で
初
の
人
口
減
に
転
じ
る
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
」
と
見
て
い
る
。
出
生

数
と
死
亡
数
の
差
で
あ
る
年
間
の
自
然

増
加
数
が
初
の
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
、
政

府
の
想
定
よ
り
２
年
早
く
「
人
口
減
少

社
会
」
が
訪
れ
る
可
能
性
も
出
て
き
た
。

函
今
年
か
ら
人
口
減
少
か

謂
晦
二
牒
鯛
想
定
よ
り
２
年
早
く

農水省

概算要求

ら
す
希
望
を
持
っ
て
い
る
と
の
調
査
結

果
も
あ
り
、
田
舎
暮
ら
し
の
要
望
は
強

い
。
都
市
部
か
ら
農
村
へ
の
流
れ
を
後

押
し
し
た
い
」
（
地
域
振
興
課
）
と
話
し

て
い
る
。
国
内
農
業
は
、
従
事
者
の
高

齢
化
で
担
い
手
不
足
や
休
耕
地
の
増
加

が
目
立
っ
て
お
り
、
農
業
の
新
た
な
担

い
手
と
し
て
も
期
待
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
朋
・
８
．
旧
朝
刊
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
今
年

１
～
３
月
は
、
死
亡
数
が
毎
月
、
万
人

前
後
で
推
移
。
合
計
で
は
前
年
同
期
比

２
万
２
５
５
８
人
増
の
釦
万
９
２
３
２

人
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
出
生
数
は

少
子
化
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

〃
万
ね
人
で
前
年
を
１
万
１
７
１
０
人

下
回
っ
た
。
そ
の
結
果
、
１
～
３
月
の

人
口
は
３
万
９
１
５
４
人
の
減
少
。
４
～

６
月
は
死
亡
数
は
減
っ
た
も
の
の
、
出

生
数
は
横
ば
い
の
ま
ま
で
、
半
年
間
の

累
計
で
も
３
万
１
０
３
４
人
減
少
し
た
。

人
口
の
自
然
増
加
数
は
過
去
約
釦
年

間
低
下
傾
向
に
あ
る
が
、
速
報
値
で
過

繊辮憲繊

万

年
か
蚕
ｂ
人
亟
ｗ
ｍ

Ｏ５

口
減
に
転
１

じ
る
と
推
計
し
て
い
る
も
の
の
、
脆
年

の
下
半
期
の
傾
向
次
第
で
は
こ
の
予
測

が
２
年
前
倒
し
と
な
る
。
た
だ
寒
さ
に

よ
る
死
亡
数
が
減
る
下
半
期
は
、
自
然

増
が
大
き
く
な
る
の
が
通
例
。
今
年
も

５
～
６
月
は
計
１
万
２
７
６
４
人
増
と

な
っ
て
い
る
。

速
報
値
は
、
公
式
の
人
口
動
態
統
計

に
は
含
め
な
い
日
本
在
住
の
外
国
人
な

ど
も
含
め
た
数
値
。
脆
年
の
公
式
数
値

は
来
年
春
に
公
表
さ
れ
る
。［
吉
田
啓
志
］

（
毎
日
新
聞
開
．
Ｂ
・
別
朝
刊
）

人口動態統計(確定値)に基づく出生数と
－－死亡数の推移

0００４９５８５(年度）ｇｏ
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府
か
ら
の
４
０
０
０
万
ド
ル
に
上
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
対
策
援
助
を
拒
否
し
た
と
伝
え
た
。

米
国
政
府
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
援
助

の
受
領
者
は
、
性
産
業
に
反
対
の
立
場
を
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
方
針
を
と
っ

て
お
り
、
性
産
業
が
合
法
化
さ
れ
て
い
る
ブ

ラ
ジ
ル
政
府
は
こ
の
方
針
に
反
対
の
意
を
表

し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
政
府
エ
イ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責

任
者
で
あ
る
ペ
ド
ロ
・
チ
ェ
ケ
ル
氏
は
「
米

国
の
方
針
は
、
科
学
的
信
懸
性
、
倫
理
的
価

値
観
、
社
会
的
責
任
の
観
点
か
ら
見
て
も
、

わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
と
っ
て
悪
影
響

で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
い
っ
た
神
学
的

立
場
や
教
義
抜
き
で
、
今
ま
で
ど
お
り
科
学

的
根
拠
に
基
づ
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
ど
と
話
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
エ
イ
ズ
対
策
に
年
間
４

億
ド
ル
以
上
を
支
出
し
、
そ
の
実
践
的
な
ア

(露1Ｊ
ブラジルが

アメリカの

財政援助を拒否

コ
ー
ュ
ー

ョ
ー
ク
タ
イ

ム
ズ
」
（
７
月

型
日
）
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
政

府
が
米
国
政

相
は
、
国
家
人
口
委
員
会
の
会
議
で
、
ｎ
億

入
超
の
イ
ン
ド
の
人
口
安
定
化
政
策
に
お
い

て
、
「
い
か
な
る
強
制
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
述
べ
た
。
イ
ン
ド
の
人
口
は
今
世
紀
半
ば

に
は
中
国
の
人
口
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。
シ
ン
首
相
は
政
策
担
当
者
に
、
「
出
生

ブ
ロ
ー
チ
は
開
発
途
上
国
で
最
も
成
功
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ

カ
は
ま
す
ま
す
逆
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
っ
て

い
る
。
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
公
衆
衛
生
大
学
院
公
衆
衛
生
・
人

権
セ
ン
タ
ー
の
ク
リ
ス
・
ベ
イ
ラ
ー
氏
は
、
「
ブ

ラ
ジ
ル
の
成
功
は
デ
ー
タ
を
見
て
も
明
ら
か

で
あ
り
、
例
え
財
政
援
助
を
も
ら
え
る
か
ら

と
い
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
何
の
科
学
的
根
拠

も
な
く
倫
理
的
潔
癖
さ
だ
け
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
１
８
０
度
転
換
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
」
と
話
し
た
。

(露f’
インド首相、

強制的な人□

政策に反対

Ａ
Ｆ
Ｐ
通

信
（
７
月
盟

日
）
に
よ
れ

ば
、
イ
ン
ド

の
マ
ン
モ
ハ

ン
・
シ
ン
首

日
）
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
が
り
を

見
せ
る
保
守
派
運
動
は
、
豊
富
な
資
金
の
下

に
、
中
絶
に
反
対
す
る
だ
け
で
な
く
、
避
妊
、

性
教
育
、
人
工
授
精
、
ま
た
同
性
愛
者
の
権

利
に
も
反
対
す
る
運
動
を
広
げ
て
い
る
。
こ

の
保
守
派
運
動
は
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
や
各
国
の
保
守
派
政
権
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

率
を
抑
え
る
に
は
、
教
育
や
他
の
手
法
が
よ

り
効
果
的
で
あ
る
が
、
か
と
い
っ
て
報
奨
で

奨
励
す
る
の
は
限
ら
れ
た
効
果
し
か
得
ら
れ

ず
、
国
民
の
反
感
を
買
い
や
す
い
の
で
や
め

る
べ
き
だ
」
と
話
し
た
。
「
人
口
安
定
と
人
口

抑
制
は
別
で
あ
り
、
人
口
の
安
定
化
は
、
特

に
女
性
と
子
ど
も
の
教
育
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に

向
け
た
全
体
論
的
・
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が

重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
「
若
い
女
性
の
生
活

改
善
の
た
め
の
協
調
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
促

し
た
。

(ifごilIlJ1
ヨーロッパ全域で

中絶反対運動

が活発に

「
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ヘ
ー
フ
ル

ド
・
ト
リ

ビ
ュ
ー
ン
」

紙
（
７
月
〃

5３



プ
と
、
ア
メ
リ
カ
の
反
中
絶
グ
ル
ー
プ
か
ら

の
資
金
の
下
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、

ス
ロ
バ
キ
ア
や
リ
ト
ア
ニ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
な

ど
で
も
強
い
勢
力
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン

ダ
の
中
絶
擁
護
団
体
〃
ウ
ィ
メ
ン
・
オ
ン
・

ウ
ェ
ー
ブ
ズ
〃
の
レ
ベ
ッ
カ
・
ゴ
ン
バ
ー
ッ

氏
は
「
こ
こ
２
．
３
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々

で
キ
リ
ス
ト
民
主
主
義
者
や
保
守
派
が
政
権

を
と
り
は
じ
め
、
中
絶
擁
護
派
に
と
っ
て
状

況
は
悪
化
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。
ポ
ー
ラ

ン
ド
女
性
と
家
族
計
画
連
合
代
表
の
ワ
ン
グ
・

ノ
ヴ
イ
ッ
カ
氏
は
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
保
守
的

で
は
な
い
が
、
こ
こ
数
年
で
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
は
政
治
問
題
化
さ
れ
、
そ
の
よ

う
な
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ

語
っ
て
い
る

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ヘ
ル
ス
協
会
代
表
の
エ
ス
メ

う
に
な
り
、

使
っ
て
自
分
た
ち
の
主
張
を
展
開
し
て
い

彼
ら
は
ま
す
ま
す
富
を
増
や
し
、
メ
デ
ィ
ア
を

ラ
ル
ダ
．

対
抗
す
る
の

に
も
彼
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
風
潮
が
見
ら
れ
、

の
権
利
に
反
対
す
る
人
々
が
権
力
を
も
つ
よ

ク
リ
エ
シ
テ
氏
は

。

声
高
に
な
っ
て
き
た
。
国
際
的

は
難
し
い
状
況
」
と
話
し
た
。

リ
ト
ア
ニ
ア
の
家
族
計
画
．

て
し
ま
っ
た
」
と

「
女
性
の
選
択

る
Ｃ

世界トピックコーナーの記事は
ＰＬＡＮｅｔＷｌＲＥＭＥＤ１ＡＳＵＭＭＡＲＹ

２００５年７月16-31号に掲載されたも
のです。

ｊｙ０６，’９４リムマ０ｙ８６ｒ１Ｂｒｖ－▲Ｔ６ｊｙ・ｄ７ｂｊ７ＧｊＶＮ７ｎＬ７ｉＱ，弓’１４．０１．７Ｂ７．ＣｊＵｒ。？ｊ７ｔ’ＵｉＬＩ▽：ｂｎ１Ｉ■さ▼△▼６６７０；□，△７１．７６７．０４Ｔ０ＤｊＵｒ‐ｌＵｉＬ７一

一
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
会
員

く
く
”
、
く
ご
入
会
の
お
願
い
～
、
～
、
一

一
人
口
問
題
は
、
二
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
蝋
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
―

―
て
い
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
，
依
然
と
し
て
ふ
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ァ
一

一
ジ
ア
の
人
ｎ
は
こ
の
急
燗
す
る
世
界
人
ｎ
の
六
○
船
を
上
川
め
て
お
り
ま
す
』
》

一
人
旧
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
一

一
世
界
人
、
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
ｐ
の
行
方
が
、
人
類
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
’
一

一
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
い
ま
、
枇
界
衿
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
“
も
、
人
川
の
増
加
が
大
き
な
根
本
限
囚
一

一
な
の
で
す
。
人
Ⅲ
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
一

一
採
な
ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
賀
汚
濁
な
ど
一

一
多
く
の
産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
鍬
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
｝

一
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
と
《
た
．
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
川
鋼
加
を
続
け
て
衝
一

一
開
に
悩
む
地
域
と
・
日
本
な
ど
の
よ
う
に
、
少
子
・
向
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
一

一
や
福
祉
》
澱
の
噸
‐
ト
ヘ
経
済
力
の
衰
退
な
脾
」
、
さ
と
｛
ざ
主
な
璽
大
な
仕
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
『

一
い
る
先
進
国
も
あ
り
ま
す
’

｝
こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
ｎ
〃
Ⅲ
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
．

一
八
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
』

｛
に
解
決
す
る
方
策
を
探
る
た
め
．
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
．

』
何
卒
，
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
一

一
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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Relx)｢t()nIheBasicSurvcV〔)IPoI〕ulaliDllaI1d[〕evcI()I)】1M1l

inSoutheasIAsi【ＩＩＩＣ〔)llIlIries

-India（英i沼版）

i#;｡i』』1画;i三Ｊ識i(:911fＥ

昭和58年度

１．中壊人氏共｢Ⅱ:lfl人｢I・家族ﾄﾞﾐl-imi堆礎iiMf雑ｉｌｆｉｌド

BasicSuﾊ'ｅｒｙｏＩｌｌ〕oplIl【lli(〕I1andFalniIvPIanJ1inginlh⑪

Ｐｅ〔)phJ､５Ｒ叩lII)Iic(〕fChina（災i仔版）

化育率ｆｌＩ/I：i11i水平災系''''１《苧ｲｲ調査研究ｌＭＵｒＩツ

（llIlF1飛臆）

３．１１１華人民共Ii1JlIil人{ル家族iilFlli第二吹｣iL礎,illLlili5報告,If

Ba3icSuI･vev(１１)ollPopulalio】】andFaII1iIvIDlalmiIIgiIＩＩｌｌｅ

ｌ)eoI〕leosRepu1〕licolCI1inf，（英惑版）

生育率ｷﾞ[IfIi活水平夫系第狄['''二|合｛1言iⅢlff研究１１』{Ｉｆｌ；

（[;'隅i濡版）

1．ネパール玉|却人I非家族i;+l[hijiL礎,淵Zilf

liasicSu｢ｖｅｙＲ(〕p〔)rIoI】Ｐ(Jpul[11i〔】Iｌａｎｄ「alnilvP1aI111imgin

lllcKiIlgdoＩｎｕ〔Ncpal（典i調版） 昭和59年度

1．アジア`ilillJv)投卜１人1Jと腱龍|)１１花に１Ｍlずる』１Ｍ森報Ｉ!｢11ド

インドlF1

Rel〕01.1(〕、111(ｐＳｕｗｅｖ⑪ＩＲｕｍｌｌ，DpulnIiD1MiIldAgriulllural

l比velDpIn巴nljnAsialに()u1llries

-I1】(lia‐（英編版）

５．１１本の人I]ifljili化とlIlｲ篭

L1rballiizali(JI1aIIdI)cvelDl)'､どnlinjapaIl（災i譜版）

６．バンコクの人l1ifll市化と′lHiOII蝋境・ド｢i＃'1:『洲在

データ綱一

Sul・vev【〕fl7rbanizalio11､LivingElwilDXlnM1I上Ⅱ,〔1Ｗ(JlIHrEiIX

lBal唱k()ｋ［〕ala(1)[諦駁）

２．蜘南アジア諸'五1蝉人｢1.11}}殖jbL礎『ｿ川翫報(ル

タイｌＩｉＩ

ｌ(叩(〕11(〕n1llcBasicHurvey()1.lDnl)ulati(〕llaIl〔IDeveInl〕I】le】ｌ１

ｉｌｌＳ()uIhcaslAsian（:【〕'1,11.ies

-Thailand（ｳﾐ研版）

7．スライド

Ⅱ水の齢TIT化と人、（｢1本籍版）

UrbaIIizali(〕,,ａｎ〔'11,1〕lIlalioninJaI〕312（ｳﾋﾞi1冊版）

卜{'k的城市化1ｿﾞ人｢’（ｌＩ１ｌＫｌｉｉﾉﾄ版）

UIbani鋼sil〕aIlkel〕endu〔lukaI1I〕ijepaI1g

（インドネシア瀞版）

３．Ⅱｲ式(ﾉ)人IIl瞳換と農卜1111箔

DeIn(〕g｢apIlicTmllsiti()niIlJal〕allaI1dRural【泥vel()pmcl1I

（英語版）

1．SurvevI〕〔FerliIilwindLiviIIgSI【lndardsiI】Ｃｌ】il1es(pRlI｢al

AIua鴛Ｉ)alaAlllheI1ou艶１１(〕１.§I)(IwDvillagesinJiliI】

Inl･(JvinceHu｢veyedby(1ue釧i(〕111K〔li1℃ｓ（典語版）

挽子『ｌｌｌゼミ７次Ｉ:．l的人１１′|;育率''４１ﾐi,１１水平的MM査拙('デ

ーバ'千百杯宵1kMｲ､付近i｢令ﾉimi,縦ｊＭｉｌｆｉｌりぎiIiⅡ４

２jｔ（卜勤'１１（II1lrilii{i版）

昭和61年度

l・アジア譜ｉｌｉｌの腱村人１１と幾瀧Iill循に|蝿するi1M査維〈IrIIド

インドネシアflil

Rep(､11()I11heSuTvey【】ｆＲｕｒａｌＰ(〕Ijulali【)nHlI1dARricuI1ural

l)eVeI(〕pI11cnlmA5ianC〔)ul2Iries

l11d(〕nesi(ｌ（英弼版）

５．スラダド’1本の腱龍．峻村l1ll篭と人｢Ｉ

そのilijL跡

Agricultural&RuraII)lJvel【=)plIl巴l1tandPoI〕LIl［Ⅱionilljnpa11
（雑iililM(）

｜」本衣､11[衣上･Ｉ〈|T父I｣ｾﾞﾄﾞｺ人il的椎移（１'''１il譜駁）

Pel･kenIbI1ng(II1Pe11〔lni【ｍ、AIa1W(urakiLtDcsaI)ａＩＩＩ(ep⑪､‐

〔IudukaI1I)iJeptlI11g（インドネシア絲版）

（以上」力'五１版スラＺドは､'1率潅蝿教テサスライドコン

クールにて優秀資を受r(しました」

２．典ljfiアジア罐'五１群人ｎ.1%１発蝶磁醐森撒ｉｌｒ`|Ｉ

インド幸シアｉ１Ｅｌ－

Ｉ(ep()rlq)luthcBasicSurvev(hfP()pulalionan(１１虻veI0)pｍｅ;】Ｉ

ｉｌＤＳ【)uIheaslAsiaIlCoulXlries

-II1dmesia‐（其iWi版）

３．１[|｣留学生の学憎と'１(活条件に鵬ける研究

一人的泥ﾉﾉ１１M婚の飛越に即して

<１．１１ｲﾊﾟの労ｉｉｊｔﾉJ人１１とｌｊｌｌ苑

Ｌ〔１１〕orＦ()｢仁eHlI】。［)cvcl(〕pmeJllilIJapan（災iｵﾊﾞ版） 昭和60年度

1．アジア`粥111《/),111k村人｢】と鵬柴|ﾙ)；i§に|鼎|するiiIM査報I4f洲：

－タイ'五l

RelxJrI〔)I1111cSurvevoIRUmlP()pulLlli()、ａｌｌ(いgricuI1ul【ｌｌ

ＤｃｗＩ〔)pmelltiIuAsifln（:〔)ul】（ries

T1Iailal1d（其『Ni版）

５．人、と'１１１ﾘEillljlL紙i汁典

DeIY】ogIaphicaIIdSoci()-ＥＣ()､()Illi(>[n〔lkPaI(〕｢su111，()pulHlli【)I】

a1ldl〕evelop1Ile,11（典譜版）

6．スライドヨ率幻潅奨ﾂﾞﾋﾞ1ｊｔと人｢]

そり)ﾉj1:1Wゾル過食脾

111.【lstTialI)(ﾖvどl【)【)II1el】IfII1(１１'opulali()111ｎｊａｌ)aｎ

２．４〔市アジア瀞に!等人｢１・ｌｌＩ１ｿiiiJiL礎『凋喬lLll<Iriiド

ーインドｌＨｌｌ
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Ⅱ1]eprimeMover-ElecIricilV-（英語版）

１１本的芦lll(友.膳４K人口

一其原幼力曳気一（ＩＩＪ国語版）

I〕embangLm(Inlndus1ridankepen〔Iudukal1di」epang

-PcnggGrakUlama-TengaListrik-

（インドネシア語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一「'１華人民共ｷﾞlltE1-

ReporloI1【beBasicSurvey()ｆＰ〔)pulati〔JnandDevelopment

inSoutheastA:nallCounlries

Chilla-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流tiIに関する調査研究報告書

一タイ画一 ネパール王国人ｎ.家族計画第二次基礎調査

CompIementalyBasicSurveyReportonPopuIationalld

FalllilVPlannilugintheking〔IｏｍｏｆＮｅｐＨｌ（英語版）

●

庁。■

４．Ｈ本の人口と家族

Ｐ()pulaliol1andtheFamilyinhpa、（英語版）

昭和62年度

l・アジア諸国の農村人口と農業開発に閥する調査報告蓄

一中華人民共和国一

Reporlol1theSurveyofRumlPDpulalionalldAgriculturaI

DeveIopmenlillAsianCountrics

-China-（英語版）

５．アジアの人、転換と開発統計集一

DemogmphicTransiliolUandl)evelopmentinAsianCountries

-OverviewandStatisticalTablcs-（英語版）

６．スライド

’二1本の人I]と家族

FamilvalldPopulalioniI1japan-A3ianExperieI1ce

（英語版）

ロ木的人口与家庭（中国語版）

Penduduk＆KeIuargaJepang（インドネシア語版）

東南アジア諸国等人1斗開発埜礎調査報告課

中華人民共和国一

ReporlonlheBnsicSurvevolPopuIationandDevelopmmlヴ

iIISoulheastAsianCounlris

-Chiｎａ－（英語版）

ワ
ー●

7．ペルー共和国人口家族計画基礎調査

３．アジア諸国からの労働力流川に関する調査研究報告謀

フィリピンl1il-平成元年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告響

一バングラデシュ歴I-

ReporlonlheSu｢vevoIRuraIPopulationandAgricullural

Dcvcl〔)pmenl

-Bangladesh-（英語版）

４．日本の人、と澁業珊発

PopulaIionandAgricul(uralDevelopmeminJapaI，

（英語版）

5．ネパールの人Iか開発・環境

Population・DevelopmenlandEnvironmcnlinNepal

（英語版）

東南アジア籍国竿人Iか開発艦磯iilM査報告書

一ネパール国一

RepononlheBasicSurveyolPopulalional1dDevclopmenl

illSoulheasIAsianCoLInlries

lYepal-（英語版）

Ｄ
ｆゴ■

６．スライＦ

ｌｚｌ本の人'二1瀞IRDと経済発展

TheMigra【oryMovememlandEconolnicDeveIopmeI11in

Japan（英語版）

ｎ本的人口移訓与錘済友展（111国語版）

IjerpiIldahanPendudukDanPerkembaI1ganEkonomiDi

Jepm1g（インドネシア語版）

３．アジア滴|畷からの労働力流出に関する調査報告書

一マレーシア国一

。、日本の人口榊造変動と開発

高齢化のアジア的拠点

SlrucluralChamgeinPopuIationandDevdopment

-Japan1sExperiel1ceinAgiIlg-（英語版）

7．トルコ化4人、家族計画基礎調査

昭和63年度

1．アジア諸国の農村人口と農業明発に関する調査報告書

一一ネパールlIl-

ReponontbeSurvevofRuraIPopulatlonandAgriculIural

DevclopmenlmAsianCoun【ries

‐－Nepal（英語版）

５．スライド

高齢化社会へのＥ本の挑戦

一一生きがいのある老後を目脂して－

AgingiI1Japall-ChallengesfmdProspecls

（英語版）

辺人商鹸化社会的日本正而||苫挑峨

一追求具生命意又的老隼生涯（し１１国語版）

TalllanganMnsyarakalLanjutusiaJepapg

（インドネシア語版）

5６



中華人民共和国
（本作砧は、1990年糊日本視聴覚教育協会主催優秀映
像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

４．日本の地域開発と人、-1990年代の展望一

RegiomalDevelopmentandPopuIalioninJapm
--TTGndsandPmspeclsinthel990s-（英語版）

６．アジア諸伺の農業開発－５カ国の比較一

StralegicMeasureslbrtlleAgTiculturalDevelopmem
-ComparativeStrudiesonFiveAsianCoumries-
（英語版）

５．スライド

日本の地域開発と人口

ReginalDuvelopmen[andPopulationinJapan（英語版）
日本的区域升友和人口（中国語版）

PermbangunaIlDaeralldanPopulasidiJepang
（インドネシア版）

平成２年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する報告書
一フィリピン国一

RepDrIontheSurveyo[RuraIPopulationandAgTicultural
Developmem

-Philippines‐（英語版）

６．アジアの労働力移動

LaborMigra【ioninAsia（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告欝
一バングラデシュ国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationandDevelopmem
inSoulheaslAsianCountries

-BangIadesh-（英語版）

平成４年度

1・アジア諸国の農村人、と農業鵬発に閲する調査報告書
一マレーシア国一

RepoltonIheSurveyofRuraIPopulalionandAgrIculluraI
Developmem-Malavsja-（英語版）

3・アジア諸国からの労働力流出に関する諏査報告普
一インドネシア国一東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告鍔

一ベトナム｢El-

ReportonlheBasicSurvey(〕fPopulalionandDevel〔】pment
inSolllheastAsjanCountrie＄

－ＶｉｅｔＮａｍ－（英語版）

ワ
ー●

４．｜]本の人口・開発・環境一アジアの経験一

Ｐ()pulationDevelopmenlandEIwimnmentimJapall
-AsianExperience-（英語版）

３・アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告普
一スリランカ国一

●

一
○

スライド

Ｈ本の環境・人口・開発（日本語版）

Environment,Populationa1TdDevelopmentmJapａｎ
(英語版）

日本的坏境，人ｎ．汗友（[|]国語版）

Lingkungan,PendudukdaI1PembangunanJepang
(インドネシア語版）

(本作茄は､1991年鋤日本視聴覚教育協会主催優秀映燦
教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

４．アジアの産業転換と人、

IndustrialTransilionandPopulationinAsia
（英語版）

5．スライド・ビデオ

明日に生きる－日本の産業艤換と人口一

LivimgfbrTomormw－IIIdustrialTransitionandPopuIa-
tioninjapan-（英語版）

生活在明天一ロ本的溢IIL韓換勺人口一（中国語版）

HiduplJntukHariEsok-PeralihanStmkturIlldustri

DanPopulasiDiJepang-（インドネシア語版）

６．アジアの人口都市化一統計集一

PmspeclsofUrbanizalioninAsia（英語版）

平成３年度

I・アジア諸|劃の農村人口と農業開発に関する調査報告蓄
一スリランカ侭１－

Report〔)nlheSurveyRuralPopulalionandAgricultura］
DevelopIneI1t-SriLanka-（英語版）

平成５年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する親告普
一ベトナム同一

ReportonlheSurvevofRuralPopulaIionandAgricullural
Developmenｔ－ＶｉｅｌＮａｍ－（英諮版） ２←東南アジア猪[Kl等人口・開発基礎調査報告書

一フィリピン国一

ReporlontheBasicSurveyofPopuIationandDevclopmenl
inSoulheastAsianCountries

-PlliIippines-（英語版）

２．東南アジア諸l刻等人口・開発基礎iiM査報侍書
一スリランカ－

ReportontheBasicSurveyofPbpulaIionandDeveIopmenl
inSouIheastAsianCounmes

-SriLanka-（英語版）
３・アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

５７



３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一フィリピン国一
３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究
報告書一インド国一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChalleI1geandStralegyo(AsianMtions

-PopulationandSustainableDevelopment-

（英語版）

４．アジアにおける女･性のエンバワーメン卜

EmpowermentofWomeninAsia（英語版）

５．スライド，ビデオ

アジアを拓け－女性たち－

ABrigbtofGenderEquality-EmpoweｍｌｅｍｏｆＷｏｍｅｎ
ｉｎＡｓｉａ－（英語版）

通往巨彊之路一今日並洲女性一（中国語版）

HarpanCerahbagiPersamaan-KaumWanitaAsiaI1
MerambahJalan-（インドネシア語版）

５．スライド・ビデオ

女たちの挑戦一女性の地位向上と日本の人口一

Ｗｏｍｅｎａｎｄ【beirChallengeH-ImprovemenIsinthe

SIalusofWomenthePopulationofJapan-

（英諮版）

女性的挑俄一女性地位的提高与日本的人口一

（中国語版）

TamanganKaumWaniIa-EmansipasiWaniladan

PopulasiJepang-（インドネシア語版）

平成８年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ラオス人民民主共和国一

ReportontheBasicSuweyonAgriculturalandRu[alDe-

velopmentbyProg唾鑿SIagemAsianCoumrics

-LaoPeople1sDemocmticRepublic-（英語版）

平成６年度

1．アジア諸国の発鰻段階別農業・農村開発基礎調査報告

北一インド国一鵬」

ReporiontheBasicSurvevonAgpricultumlandRuralDe-

veloPmembyP、理essSIageinAsianCounlries
…India-（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書

一フィリピン国一

ReportontheSurvevofUrbanizationandDeveIopmenlin

AsianCountries-Philippines-（英語版）
２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書一タイ圃一

ReportontheSurvevolUrbamzaIionandDevelopmenim
AsianCounlries-Thailand-（英語版）

3．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一ラオス人民民主共和国－

3．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告評一ベトナム国一
４．２１世紀の人口・食糧戦略一アジアと世界一

PopulationandFoodStrategyfOr215tcentury

-AsiaandWorId-（英語版）

4．アジアの女性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

Women1sLaborParticipationandEconomicDevelopmenlin

Asia-Strategyloward21Century-（英語版）

5．スライド・ビデオ

2025年への決断一アジアの人口増加と食料一

ChaIlengeandDecisionfbr【heYea]｢２０２５

－PopulationlncreaseandFoodinAsia-（英語版）

向着2025年的央断一正洲的人口増促和纏食一

（中国語版）

TekadUntukTahun2025-PertambahanPopulasidan

PangandiAsia-（インドネシア語版）

５．スライド・ビデオ

ァジアの女性たちはいま……

ＮｅwHorizonsfbrtI1eWomanofAsia（英語版）

１K洲把女的新厨程（中国語版）

WanitaAsiaKini……（インドネシア語版）

平成９年度
平成７年度

1．アジア諸国の発展段階別股業・農村開発基礎調査報告

譜一ラオス人民民主共和国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculluralandRural

DevelopmentbyProgrcssStagemAsianCounlries

-LaoPeople'sDemoclalicRepublic-（英語版）

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

篭－パキスタン国一隆J

ReportontheBasicSlIrvevonAgricultumlandRumlDe‐

velopmembyPro厚essStageinAsianCounmes

-Pakista、一（英語版）

２．アジアの社会6M発と人間開発

SocialDevelopmentandHumanDevelopmentinAsia

（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発凝鑓調査報告祷

一ネパール国一

ReporlolltheSurveyofUrbal]izatiorlandDevelopmemin
AsianCoumries-Nepal-（英語版）3．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

5８



‐１１１[LI

Rep(〕rIDn

CouI11rie＆

ｆ海を中心に

thDSurveyofAgingandl]ealll1inAsiaI1

-China-FocusonShangllai‐（英語版）

報告響一マレーシア脚

４．水をめぐる21111:紀の危機

アジア人、を焦点として－

WalerCrisisintl1eTwentvFirstCenIury

ProspectofAHianl〕bpuIalioIlandDevelopmenl-
（英語版）

３．アジア諸|ヨの職業安定制度とⅢ１２月政策に閲す-る絢査研

究報告醤一バングラデシュ人民共和''1

平成12年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村Ⅲ発蕊礎絢査報告
課一ミャンマー連jHm

ReporlontI1eBasicSurveyoI1Ag1riculturalalldRuralDe-

velopmentbyProgressS1ageinAsianCDunlries

-ルIyanInar-（英蒜版）

５．スライド・ビデオ

水は生きている－人Ⅱと水資源一

WaleriHAlive--P()pulntionandWa(erRescu1℃ｅｓ－

（英緬版）

水晶有1{{命的人｢ILi水騰源一（中｢[１諾版）

Airilullidup-PendukdaIlSumderAir-

（インドネシア語版）

アジア諸lfJの高Mfi化と保健の実態捌査報if｢謙
一タイlRl

ReporIol1IlleSurv(jyolAgingandl-lcalII1mAsia【】

Ｑ)unlries-ThaiIand-（英語版）

９
－□

平成10年度

1．アジア諸国の発膿段階M1|農業,農村開発二膳礎調査報告
聖一カンボジア国一

ReporlollthcBasicSurveyonAgricultumlal1dRuraIDe-

vel〔)pmenlbyProgressStageinAsi3nC〔)untri“

－Cambodia－（英繩版）

３．アジア緒lZilの馳業安定制度と嘘lI7政策に１４付るiilM壷研

究報告苔一カンボジア同

平成13年度

]・人1.問題を蕊礎とした農業・牒村ＩＭＩ苑洲査報告71ド

ーカザフスタンｌｌｉ１－

Ｒｅｐｏｒｌ【〕nSurvey〔)fAgriculluraIandRu｢aIDevel(〕I〕menI
bHsedDIlPopulalionissues

-TlleRepublicufKn笈akhslan-（英語版）

アジア渚阿の商齢化と保雌の実態識査報告諜
一大韓民国一

Rel〕ｏｎｏｎlheSurveyDfAHingamdHeallI1inAsilm

CoLullrie＄－TheRepublicofKo『Ｃａ（英語版）

ｏ
凸＝台

３．アジア諸1剛の職業安定lli1I度と砥用政簸に関するi凋査研

究報竹普一イラン１１１
アジア緒１劃の都市化とl贈整調在報告晋

一マレーシア同一

ReportoI]IheSurvcvofUrbaI1iHalioI1aIIdDevel〔)【)mc1l1iI1

AsianCoulltries-MalavsiHI（英誘版）

U＞
ｆ＝白

４．発ｌｊｌｉの制約一''１|劃・インドをIIi心に－

Ｃ(mstrainsoI】DweIopmellIF〔】cusonChiIMaI1dII】ｄｉａ－－

（英語版）

３．アジア諸国の職業安定iIill喚とlliJH政策に関する調査研

究報ｉ１ｆ諜一インド1Ｋ１－

５．スライド・ビデオ

地球からの馨沓一アジア、水と食料の未来一

AWarni]ｎｇｆｒ〔)ｍＩｈｅＥａｒｌｈ

ＴｌｌｅＦｕｌｕ｢eofAsia,WalerandFo()。‐（英語版）

来日地球的響告一亜洲、水和鞭食的未来一

（中ｌｌｉｌ語版）

PeringalandariBumi

MasaDepanAsia-AirdanPaI]ｇａｎ－

（インドネシア誘版）

平成14年度

１．人、1111麺を避礎とした農業・農村|#１発調査報t1響

ウズベキスタン画一

Relx)rlonSurvcyofAgriculluralandRumlDevelopInenI
ba難。〔)nPopulationlssues

-TheReI)ubIicofUzbekistan（英諦版）

平成11年度

]、アジア緒llHlの発鵬段階別農業･農村開発雄礎調海報告苔

モンゴルｌＪ４－１ｌ]央県センンゲ県を中心として－

RoporIoluIhcBasicSurvevonAgriculIumlan〔IRural

DcveIopmenlbyProg泥ssSIageinAsianCouml･ies

-Mongolia-FocusonTovanｄＳｅ１ｅｎｇｅ－Ａｉｍａｎｇ－
（英語版）

２．アジア,渚|型の職業安定ililj唆とl腿川政茂にl饗Ｉする調盃研

究報告祥一ベトナム国一

平成15年度

１．人口問題を蕊礎とした農業・磯村|)馴発調森報flrl11ド

ーパキスタン画一

Rep()rlonSurveyofAgriculiuraIimdRuｒａｌＤどvel(〕pmenl
basedo1lPopulaliDnlssues ２．アジアi渚ＩＥＩの高齢化と保健の実態調海報it港
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PakislaI）－（英語版）

２．アジア諸国の雁用政策と|却際的な労liMl力移勅に関する

調査研究柵呰芥ミャンマー連邦一１．『国連人ロ開発会議における注釈のついた概要』（和文）

InlemationalCon化renceonPopulaIionandDevelopmenlAn-

noIaledoutliIleo〔1ｈｅ(inaId〔)cullIentofU1ecolllCronce､Kot-

edbytheSecYelarvGeneralの|]本譜版｡|矧際人Ⅲ|){１発会
議行動計画の作成過程で．その職終準俄会議開催に向

けて用意された行動計画案である，この『概要』に推

づき、国際人口開発会離行勅計画が形成された。行動

計画採択以削に準備されたこの和訳は行動iilm採択に

際し|]本からの働きかけを行う」芒で大きく寄与した｡

平成16年度

１．人、間麺を基礎とした農業・農村|M１発調査報告書

一インド画一

RepormnSurveyq〕fAgricuIIuraIandRumIDcveIopme､（

based()'1ＰＯＩ〕ulali〔)nlssues-India（英語版）

２．怖報サービス業における|刊際分業と労側力需給に関す

る禰賓iW窪一日本・''１国一2．『国際人ロ開発会議行動計画要旨』1995年（和文）

（内容：1994イドカイロの１１１際人'二I開発会議（ICPD）の

行動計画の要旨｡同文書関連の出版物としては本邦初｡）

３．『国際人ロ開発議員会蟻OCPPD）議事録』1995年（和

文）

（内容：1994年カイ１ｺで国際人口開発会議（ICPD）に

先駆けて朋催された114会議員会議である国際人口開発

議員会議の識41砺録．同会議には117カ国約300名の国会

議員が参加した.会識責詩文はＩＣＰＤ総会でも発表され

た。また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地

域の国会議員フォーラムが準備された,）

４．国運人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に対する援勤の塊状と、資金

の流れを分析・我が国の人、分野への貢献も併戦｡）

５，『国際人ロ・社会開発議員会議(１ＭPPS､)議事録』1996

年（和文）

（内容：世界社会IlM苑サミット(WSSD)にあわせ､1995

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで|刑催された人

口と社会'1M発に関する国会議員会識議ＺｌＴ録」

６．黒田俊夫箸『リソース・シリーズ１国連人口会蟻２０

年の軌跡一ブカレストからカイロヘー』1996年(和文）

（内容：国連主催の第一回人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの剰際人|]|;M発会識まですべて

の国連主催の人口会議に参力Ⅱし、人、分野における１１上

界的大家である護宥が､その推移を概観し､分析したＪ

リソース・シリーズとして銘打った記念すべき第１号に，

７．ToshioKurodaResourceSeries2“FromBucharest

toCairo-20YearsofUnitedNationsPopulationCon-

felCnces－，，，１９９６年（英文〉

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１」の英文版｡）

８．『国際女性・人口・開発議員会議（lMPGPD）議事録』

1996年（和文）

（内容：第４１，１止界女性会議(ＦｗＣｗ)にあわせ.１９９５

年９月に東京で|洲雌さｵLたl1il際女性･人口・Ｉ)3発鍍貝

会砿(IMPGPD)の瀧ヱ'1F録。同会瀧には鱒４回11上界女ＩＹＬｋ
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15．『リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂
かれる水資源一』（和文）

（内群：ワールド・ウォッチ研究所から刊行されたSandra

Poslel箸､WorldwaIchPaperI32oDividingtlleWate応:Food
Securily,EcosysIen1HealIh,ａｎｄllleNCwIjolilicsofScar-

cityの邦訳｡今後人類社会に大きな制約を与えるのが．

淡水資源の不足である。増え続ける人口を支えるため

の農業生産もまた淡水資源の迩迫によって大きくfli'j約

を受けると考えられてし､る。地球は水の惑埋といわｵし

るが飲料や農業用に安定して使用できる水の総並は地

球上の水の０．０００００８Ｗこ過ぎない。この水の総fitは，

有史以来変わっておらず，人'二|が増加する分だけ、一

人当たり使用できる水の量はどんどんijji少しているＣＤ

が現実だが、このことが十分に認識されていない，人

、増加を支えている地球の１１１１界がIjの前に迫っている

ことに馨ii7を推している，）（旧本論版版権取得）

会議に対する各'11政府代表を｢''心とする国会議員が参
加した」

9．ＦＡＯ／UNFPAおよびボートン・ズアン､グエン・ティ・

タン箸、『リソース・シリーズ３食料安全保障と人ロ：

資料』1997年（和文）

（内容：ｆ上界食料サミットへの準備として''１連食料農

業機関(FAO)が国述人、基金との共同研究された、「人

1-1贈加と三上蟻劣化」に関する論文の日本締版および、

1996年511にマレーシアのクアラルンプールで開かれ

た。人1コと食料安全保障に関するAFPPD（人口とＭ１発

に関するアジア議員フォーラム）特別迎営委員会で．

ベトナム国会社会委貝会委員長グエン・デイ・タン識

幽とマグサイサイ微受賞者である著名な農業学者ボー

トン・ズアン博二ｔの共蒋論文の｢１本諾版の台本。世界

ｆＥ料サミットに向けた涜料として作成された｡）

16．国運人ロ基金『人類のための環境』1998年（和文）

（内容：'７１連人L】基金lll版物EIwim】lmclHIIorPeDpleの
n本語版･人|]問題、環境問題､｜>H苑'１１１題を効率的か

つ実質的に解決するためには､その3つの緬域の間に架

け橋を架け．相関問係を束視することが必要であると

の視点に立って．主に環境と人1ｺのIIljに横たわる様々

な''9題を例に、解決のために必舞な汎点、力法、手段

を探っている｡）

10．『国際食料安全保障・人ロ・開発議員会議(IMPFSPD）

議事録』1997年（和文）

（内容：食料農業機関（FAO）＝iﾐ催のllt界食群サミッ

ト（WFS）にあわせ、199611ﾕl1Alにスイス・ジュネー

ブでIHI催された￣国際食料安全保障・人、.|劉発綴貝

会議」の識ﾕ}\録．同会議の成果は、世界食料サミット

で公式に配布され,またＷＩＯルジェーロヱ};務吋長にも

桜)|:新・会議議奨から手渡された」

17．『リソース・シリーズ８‘Parliamentarians1Activities

onPopulationandDevelopment-HistclyofPar-

liamentarians，Activitiesandlt,sFindings-,,』1999年．

（英文、－部スペイン語）

1999年２ル､－グの国|嫌フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人ｎMM発会議評価のための国会瀧貝フォー

ラム(IFP)」のために準備された１１１版物である．こび)111

版物のI|]には1994年のljEl際人[二l開発会議以降の人、と

｜淵発に関するアジア議員フォーラム（AFPPD）をはじ

めとし､アメリカ地域人旧・'１１１発国会畿貝グループ(IAPG>・

アフリカ・アラブ地域人口|)利発識員フォーラム(FAAP-

PD)．ヨーロッパ地域の国会縦員活動のﾙﾋﾞ采である責Ei「

文と，名義連の活動史をまとめたものである」地域の

柊を超えて人口と'1'１発に関する|頁|会雛LjiiF動の成果が

一覧にまとめられた1ｉｆはかつてなく．国会離貝活Jillの

地球規模での唆がりをも象徴してb､る。

11．国運人ロ基金『未来のための食料』1997年（和文）

（内容：国連人｢|蕊金(11版物FoodlOrtheFutureの|｣水

語版。人!｣剃加の抑制と食料確保を行うために．女性

の参加がｲ<nJ火であることをさまざまな具体例から解

きほぐしている」

12．国連食糧農業機構(FAO）『リソース・シリーズ４世

界食料サミット1996年世界食料安全保障のためのロー

マ宣言および世界食料サミット行動計画』1997年（和
文）

（内容：世界食料サミットのローマ宜茸と行釛Yil画"）

本邦初の翻iiMであり、多分野からIfjl文苔の1｣本翻袈の

決定版として問い評IiIl7を受けた｡）

13．『リソース・シリーズ５FiveYearsfromlCPPD-国際

人ロ開発蟻員会議から５年一人ロと開発に関する国会

議員会議宣言文』1998年（和・英）

（内容：カイ１ｺの同l擬人口W１発会議から５年目を迎え．

この機会に人1ｺとＩ)Mﾘﾋﾞに関する国際瀧員会議、地域雛

員会雛の筒古文を集成“今後の更なる発腱のた的の燭
料とした｡）

1ａ『国際人ロ開発会識評価のための国会議員フォーラム(IFP）

報告書』1999年

1999年２ノブハーグのl副|畷フォーラムに合わせてI;'１鵬さ

れた「111際人口開発会議評価のための画会議貝フォー

ラム（IFP)」の報告冠!}である。｜同|合繊には103力凶から

およそ210名の国会議員が参加したく同会鍍ではI1ill擬人

口'１M発会雛から５年間の進捗状況とその進展を'1][沙琉

害について熱心な討議が行われ，人1-1と持続tiJ鑓な'１１１

発を倒した視点で扱う!|Ｆを強く求めた「国際人、l)ﾄ１

発会識評価のための掴会議貝フォーラム・ハーグ宜苫」

が採択された。この内容は会議1Ｆ篠総長を務めた桜井

新AFPPD義隆の千によって､ハーグのITJ畷フォーラム

ならびに３月にニューヨークでljM催された碓備会縦の

14．『リソース・シリーズ６PcpulationPoIicyinAsia』
1998年（英文）

（内雰：I1iMｲｰﾄljが主催する￣人口と１$Ⅱ苑に関するアジ

ア叫会i溌典会続」で１１平びかけをおこない、各[１１の人'二Ｉ

政策を各1J(l政府貨任者もしくは尊'M1家が記述した．各

国の政辮に尚イモを持つ国会議旦が醐与している点で、

類例を兄ない.）
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場でも発表された。カレストからカイロヘー』（復刻）

好評のため絶版となったリソース・シリーズ］を復刻

した。 19．『リソース・シリーズｇ第２１回国連特別総会特別委員

会報告書「付録」－国連人ロ開発会譲行動計画のさら

なる実施に向けた主な行動_』1999年

1999年６月30日～７月２日にかけて、ニューヨークの

国連本部で開催された「国際人口開発会議から５年を

経過したその評価のための国連人口特別総会報需書」

１１本語版。同会議では、｜劃際人口開発会議（ICPD）か

ら５年を経て．その進捗を妨げる籏害､ＡＩＤＳなどの予

想以上の蔓延など、時代の変化をとり入れ、行動計画

を実施する上で必要となる指標や障害を解iIliするため

の具体的行動などを国連加盟国が図連総会の湯で協議

し確認したく

24．リソース・シリーズ７『欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（復刻）

好評のため絶版となったリソース・シリーズ７を復刻

した。

25,国運人ロ基金『人ロ問題ブリーフイングキット2000年

度版』2001年

UNFPA,'iPopulationlssuesBriefingKil20001,の翻ii<・人

口問題は"数"の'1M題ではなく、生活をしている鱸人々”

の問題であるという視点から、現在の人口分野におけ

る様々な課題とその問題への取り組みを概観したもの

で、カイロの行動計画実施の意味を説明している。 20．『人ロと開発に関するアジア議員フォーラム第６回大会

議事録』2000年

世界最初の人口と開発に関する議員フォーラムである

「人口と|糾発に関する議員フォーラム（AFPPD)」が３

年に一度開催する大会の議斗\録。

AFPPDは1981年に投立されてから世界の指導的な人口

と|刑発に１割する地域議員活動として、アジアのみなら

ず、世界レベルでも人ｎと開発に閲する国会議員活釛

の指導的な役割を担っている。その提唱者であり、創

設滑の佐藤峰・元喫水大麗と、桜井新・現議長のHi身

地である新潟ﾘf(で開催されたAFPPD大会の報告iF$(卜１

本謡版)。同大会では1000年期鍛後の大会として．２０００

年期に向けたアジア・太平洋地域の人１１．ＭN発問題に

関する国会離員の活動方針を協議し、その成果は「新

潟宣言」にまとめられた｡

26．国運人ロ基金『人ロ問題ブリーフイングキット2001年

度版』2002年

UNFPA,i1PopulalionIssuesBrieIingKi12001'１の翻ｉｉ(､2000

年に１１１連本部で開催されたミレニアムサミットで採択

されたミレニアム開発F1機の'１１に人口問題を位世付け，

新たなUNFPAの人口問題への取り組みを示し､人｢けｊ

野における様々な諜題とその'１１１題の現状と奴り組.みを

概観した。

27．『人ロ問題を考える一人類生存の条件と人類社会の未来一』

ＡPDA向lj立20周年を記念して開催された公開フォーラム

の議刈f録。この公ｌｌＩｌフォーラムでは、「1本が世界に誇

る各分野の権威者から．宇宙物理学、生物学の視点か

ら生命倫理の視点まで様々な視点から人口問題を概観

してもらし､、なぜ人'二I問題が人類の将来にとって決定

的に販要なのかを論じた。私達が生きるこの世界にお

ける人口問題の意味を様々な視点から論じた類熱士ほ

とんどなく．好評をもって迎えられた。

21．『リプロダクテイブ・ライツ・チャート2000』2000年

ＩＰＰＦ（国際家族計両連認）が作成した'IPPF／iwamw，

repmducliverighIs2000,ウォールチャートの日本語版‘

世界各国のリブロダクティプ・ヘルスやライツに関連

する政策の現状や進捗状況を一覧にしたものである。

英語版ではアルファベット順になっていたものを地域

別・あいうえお'11mに編集を加え、読者の便を図ってい

る二また、各個のljil名表記は外務省の表記に準拠した

Ｔ[規塔称をⅡ)いている。

２８．１１Populationlssues-TheCcnditionsofHumanSurvi-

valandfutureofourSocietyi’

リソースX､277人、問題を考える一人類生存の条件と

人類社会の未来一』の英語版，

22．国運人ロ基金『女性のエンパワーメントに向けて』2000

年

ＵＮＦＰＡのWorkingloEml〕owerWomen･UKFPA1sExpe-

riGnceil】ImpIementillgtbeBeijingPlatfbmｌｏｆＡｃ(iol1のロ

本譜版。“女性のエンパワーメン卜"は囚際人'二1311発会

議（ICPD）行動計画において人|]I1il題の解決を来たす

上での窕要なカギとなる概念として位置付けられた

また、IlJlIJ北京で開催された第４１回11世界女性会議では

１１１心的な概念となった。第４IIIll1L界女性会議から５年

を踏まえ.人口､女･肱問題に共通する女･性のエンパワー

メン卜を'１１心に､ICPD行勅計画ならびに女性会繊の行

動綱領実施と閥迎するUNFPAの活diljを具体的に紹介し

ている。

29.0,AQuarterly2003onPopu1ationandDevelopment

（英語版）

2003年度に４半斯ごとに刊行されたＯＤＡクォータリー

の創刊吟から４号までを英訳したもの｡DＡクォータ

リーは全国会雛貝に対して人[1と|)9発問題に対する［Ｉ

本国からの拠出の重要桃を訴えかけるために作成され

たもので．財団法人家族計liW国際協力財団（JOICFP）

とUNFPA東京事務所との協力で発行されている。

30．『地球の人口と水』

UNFPAの1:(j行物であるＧｌｏ１〕alPopulaliomal1dWatcrの

Ⅱ本諮版。同諜は2003年３月に京都・大阪・鱗侭で開

催された第３厄11k界水フォーラムにおける譲諭に資す

るために作成されたもので、食料生l4f、安全な水供給、

公衆衛生などの側面から水と人'二l11iI題とかかわりを色 23,リソース・シリーズ１『国連人口会議20年の軌跡一ブ
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括的に扱ったものである。

３１．０DAQuarterly2004onPopulationandDevelopment
（英語版）

2004年度に４半期ごとに刊行されたＯＤＡクオータリー

の第５号から８号までを英訳したらの颪ＯＤＡクォータ

リーは全国会議員に対して人i=IとMH苑間題に対するⅡ

本国からの拠ｌｌｌの政要性を訴えかけるために作成され

たもので、財団法人家族計画国協力財団（JOICFP）と

UNFPA東京qlF務所の協力で発行されている｡それぞれ

のテーマは．第５号「ICPD＋１０｣、第６勝「人、、持

続可能な開発と環境｣、第７号「人口、持続可能な611発

と貧姻とODA｣、第８号「ミレニアム開発目標と人口｣。

32．ミレニアム開発目標の達成に向けて－人ロとリプロダ

クテイブ・ヘルスが正否の鍵を握る－人ロ・開発戦略一

UNFPAからi:ｌ行された、AchievingtI1eM此nnilImDe‐

veloplnentGoals-PopulalionandReproduc1ivellealIhas

CriIicalDeterminanIs-PopulationandDevelopmenl

Slralegiesお10の日本語版。ミレニアムl)#発しＩ標と人口

関連の目標を関係付け、ミレーアム１１M発目隙とこれま

での達成を膳で示し，ミンニアム開発目標を達成する

ためには今後どのような努力が必謹になるかを具体的
に示している。
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曰誌ＡＰＤＡ ■■■I■■

年６月～2005年８月）(2005

６
月
３
日
平
成
ｒ
年
度
第
１
回
国
内
セ
ミ
ナ
ー
開
催
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
、

尾
崎
美
千
生
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
恒
川
ひ
と
み

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
国
際
課
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
、
三
重
県
津

６

１月
１０６

日日

６
月
即
日
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
、
ラ
ー

ジ
・
カ
リ
ム
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
東
・
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ァ
ー
ー
ァ
地
域

事
務
局
長
、
中
村
百
合
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
資
金
調
達
・
日
本
信
託
基
金

オ
フ
イ
サ
ー
が
、
桜
井
新
議
員
（
参
・
自
民
）
、
清
水
嘉
与
子
議

員
（
参
・
自
民
）
、
福
田
康
夫
議
員
（
衆
・
自
民
）
、
谷
津
義
男

議
員
（
囑
衆
・
自
民
）
、
南
野
知
惠
子
法
務
大
臣
を
表
敬
訪
問
。
尾

崎
美
千
生
事
務
局
長
が
同
席
。

６
月
泌
日
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
、
ラ
ー

ジ
・
カ
リ
ム
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
東
・
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域

事
務
局
長
、
中
村
百
合
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
資
金
調
達
・
日
本
信
託
基
金

オ
フ
イ
サ
ー
が
、
中
山
太
郎
議
員
（
衆
・
自
民
）
、
鹿
野
道
彦
議

員
（
衆
・
民
主
）
を
表
敬
訪
問
。
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
が
同

席
。

６
月
泌
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
を
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
開

催
。
ス
テ
イ
１
ブ
ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
が

講
演
．

７
月
６
日
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
と
恒
川
ひ
と
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ

市
で
萩
野
度
一
・
三
重
県
議
会
議
員
と
協
議
。

竹
本
将
規
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
研
究
員
が
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
出
張
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
主
催
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
協
力
に
よ
る
ス

タ
ッ
フ
研
修
に
参
加
。

７
月
７
日

７
月
７
日

７
月
７
日

７
月
８
日

サ
ー
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
２
０
５
０
の
定
例
会
に
参
加
。
国
際
援
助

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
家
・
垣
見
一
雅
氏
の
ネ
パ
ー
ル
で
の
活
動

報
告
を
聞
く
。

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
国
内
問
題
部
会
の
活
動
に
つ
い

て
、
太
田
豊
秋
議
員
（
参
・
自
民
）
・
国
内
問
題
部
会
・
部
会
長

を
、
楠
本
修
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
と
竹
本

将
規
研
究
員
が
訪
問
。
今
後
の
国
内
問
題
部
会
の
運
営
に
つ
い

て
協
議
。

「
世
界
人
口
デ
ー
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
女
性
と
健
康
そ
し
て
開

発
を
考
え
る
」
、
「
加
藤
シ
ヅ
ヱ
賞
受
賞
式
」
に
尾
崎
美
千
生
事

務
局
長
と
木
村
亮
子
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
国
際
課
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ

サ
ー
が
出
席
。

サ
フ
イ
エ
・
チ
ャ
ー
Ｕ
Ｋ
Ｆ
Ｐ
Ａ
広
報
渉
外
局
長
、
児
玉
治
美

Ｕ
Ｋ
Ｆ
Ｐ
Ａ
広
報
渉
外
局
国
会
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
担
当
オ
フ
ィ
サ
ー
、

池
上
清
子
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
東
京
事
務
所
長
と
、
尾
崎
美
千
生
事
務

局
長
と
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
が
業
務
打
ち
合

わ
せ
。
竹
本
将
規
研
究
員
、
木
村
亮
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
、

恒
川
ひ
と
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
同
席
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
２
０
５
０
主
催
の
国
会
議
員
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
地
球
環
境
部
会
が
後
援
。

講
師
は
サ
フ
ィ
エ
・
チ
ャ
ー
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
広
報
渉
外
局
長
、
テ
ー

マ
は
「
貧
困
と
女
性
」
。
植
竹
繁
雄
議
員
（
衆
・
自
民
）
、
神
風

英
男
議
員
（
衆
・
民
主
）
、
須
藤
浩
議
員
（
衆
・
民
主
）
、
増
子

輝
彦
議
員
（
・
衆
・
民
主
）
、
井
上
喜
一
議
員
（
衆
・
自
民
）
、
広

中
和
歌
子
議
員
（
参
・
民
主
『
清
水
嘉
与
子
議
員
（
参
・
自
民
）
、
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８
月
９
日
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
‐
竹
本
将
規
研
究
員
が
、

卿
日
中
経
済
協
会
を
訪
問
。
調
査
に
つ
い
て
、
調
査
部
部
長
と

事
業
開
発
部
長
と
協
議
。

７
月
躯
日
武
山
百
合
子
議
員
（
衆
・
民
主
）
と
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の
活
動

家
森
下
栄
子
氏
が
来
所
。

７
月
犯
日
山
梨
県
北
都
留
郡
上
野
原
町
立
棡
原
中
学
校
の
大
庭
勝
教
諭
と

同
中
学
２
年
生
の
山
口
偉
人
君
が
来
所
。
竹
本
将
規
研
究
員
が

「
ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
」
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

豈
フ
。

７
月
ｎ
日
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
と
竹
本
将
規
研
究
員
が
「
第
鴎
回
Ｇ
Ｉ

Ｉ
／
Ｉ
Ｄ
Ｉ
に
関
す
る
外
務
省
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
懇
談
会
」
に
参
加
。
「
保

健
関
連
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
に
関
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
等
に
つ
い
て
外
務
省
の
報
告
を
聞
く
。

７
月
田
日
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
と
竹
本
将
規
研
究
員
が

㈹
エ
イ
ジ
ン
グ
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。
高
齢
化
問
題
に

７
月
咀
日
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
と
竹
本
将
規
研
究
員
が

東
京
大
学
・
東
洋
文
化
研
究
所
を
訪
問
。
調
査
に
つ
い
て
、
テ
ィ

ム
ー
ル
・
ダ
ダ
バ
エ
フ
同
助
教
授
と
協
議
。

ツ
ル
ネ
ン
マ
ル
テ
ィ
議
員
（
参
６
民
主
）
、
若
林
秀
樹
議
員
（
参
・

民
主
）
が
参
加
・
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
と
木
村
亮
子
プ
ロ
グ

ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ｉ
が
同
席
。

つ
い
て
、
吉
田
成
良
専
務
理
事
と
協
議
。

９
月
９
日
福
田
越
夫
元
首
相
生
誕
百
周
年
記
念
講
演
会
が
都
内
「
Ⅱ
経
ホ
ー

ル
」
で
開
催
さ
れ
る
。
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
が
出
席
。

９
月
３
日
「
国
内
セ
ミ
ナ
ー
ｌ
ふ
る
さ
と
を
考
え
る
夕
べ
」
を
三
重
県
南

牟
婁
郡
紀
室
町
で
開
催
。
講
師
古
田
昭
彦
㈱
米
つ
つ
じ
社
長
、

尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、
恒
川
ひ
と
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー

が
出
席
。

８
月
羽
日
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
、
竹
本
将
規
研
究
員
が
、

日
本
商
工
会
議
所
を
訪
問
。
調
査
に
つ
い
て
、
国
際
部
と
協
議
。

８
月
⑫
日
古
田
昭
彦
㈱
こ
め
つ
つ
じ
代
表
（
元
産
能
大
学
教
授
）
が
来
所
。

平
成
ｒ
年
度
第
１
回
国
内
セ
ミ
ナ
ー
の
打
ち
合
わ
せ
。

、

８
月
ｎ
日
厚
生
労
働
省
、
一
握
用
・
能
力
開
発
機
構
委
託
調
査
「
日
本
企
業

に
お
け
る
中
国
人
高
度
技
能
労
働
者
の
日
本
へ
の
移
動
に
関
す

る
調
査
研
究
」
第
一
回
研
究
会
を
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
で
開
催
。
黒
田
俊

夫
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
、
岡
崎
陽
一
評
議
員
、
降
矢
憲
一
評
議
員
、

駒
井
洋
中
京
女
子
大
学
人
文
学
部
長
、
梅
澤
隆
国
士
舘
大
学
経

済
学
部
教
授
、
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、
楠
本
修
事
務
局
長
補

佐
・
主
任
研
究
員
、
竹
本
将
規
研
究
員
が
出
席
。

鬘薑
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◇
た
だ
さ
え
暑
か
っ
た
今
年
の
夏
は
、
郵
政
法
案
の
参
院
否
決
を
境
に
三
Ｉ

セ
イ
」
と
い
う
名
の
強
い
高
気
圧
に
見
舞
わ
れ
、
日
本
列
島
は
全
国
規
模

の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
に
包
ま
れ
た
。
投
票
日
と
米
国
に
お
け
る
同

時
多
発
テ
ロ
に
か
こ
つ
け
て
「
九
・
二
自
爆
選
挙
」
と
は
相
成
っ
た
が
、

結
果
は
、
周
辺
の
諌
言
に
も
耳
を
貸
さ
ず
、
「
宝
刀
」
を
抜
い
た
小
泉
首
相

の
歴
史
的
大
勝
利
。
城
の
明
け
渡
し
を
迫
る
敵
陣
を
打
破
っ
た
そ
の
戦
い

ぶ
り
は
、
信
長
の
「
桶
狭
間
」
に
擬
せ
ら
れ
る
ほ
ど
。

◇
選
挙
戦
は
今
回
も
「
マ
ー
ー
フ
ェ
ス
ト
選
挙
」
を
う
た
い
文
句
に
展
開
さ
れ

た
が
、
政
府
の
こ
れ
ま
で
の
見
立
て
を
上
回
っ
て
、
今
年
か
ら
人
口
減
少

が
始
ま
る
様
相
が
出
て
き
た
こ
と
で
、
各
党
と
も
競
っ
て
「
少
子
化
対
策
」

を
打
ち
出
し
た
。
曰
く
「
幼
児
教
育
を
国
家
戦
略
に
」
、
曰
く
「
子
ど
も
家

庭
省
の
設
置
」
、
曰
く
「
育
児
休
業
の
父
親
割
り
当
て
制
の
導
入
」
、
曰
く

「
子
ど
も
休
暇
制
度
の
新
設
」
、
曰
く
「
出
産
費
用
の
保
健
適
用
』
な
ど
な

ど
。

◇
育
児
で
経
済
的
、
肉
体
的
、
心
理
的
負
担
を
感
じ
て
い
る
親
や
、
こ
れ
か

ら
子
ど
も
を
持
と
う
と
し
て
い
る
人
は
、
こ
れ
ら
を
全
部
合
わ
せ
て
実
施

に
移
し
て
欲
し
い
と
思
う
気
持
ち
が
強
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
各
党
の
公

約
が
選
挙
目
当
て
の
〃
擬
餌
バ
リ
〃
で
な
い
か
ど
う
か
を
確
か
め
、
選
挙

結
果
に
か
か
わ
ら
ず
各
党
が
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
か
ど
う
か
を
監
視

し
、
政
策
の
実
行
を
迫
る
の
は
今
度
は
有
権
者
の
責
任
で
あ
る
。
選
挙
を

ド
サ
ク
サ
紛
れ
の
お
祭
り
に
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
私
た
ち
の
闘
い
は
こ

れ
か
ら
で
あ
る
。

（
Ｍ
・
○
）

御

苑

表紙の写真説明

丸山の千枚田

私たちが毎年２回、全国各地で

行っている「国内セミナー」開催

のため訪れた紀伊半島の南端、紀

南地域は収穫期を迎えていた。有

名な紀和町「丸山の千枚田」では

秋の日差しをいつぱいに吸い込ん

だ稲穂が、黄金色に輝いてそよ風

に揺れていた。－足早く刈り取ら

れた田圃では、役目を終えた案山

子が､傾いた格好で初秋の高くなっ

た空を見上げていた。

ユネスコの世界遺産に指定され

た熊野古道では杉の並木が暗い石

段にこぼれ陽を差し掛け、那智の

滝では白い水煙が千古の音を林間

に響かせる。エメラルド色に透き

通った熊野川の清流では、鮎釣り

がひるがえす長い竿が一瞬光を反

射させる。少子高齢化に悩むとい

う過疎地のなんという自然の恵み。

（尾崎）
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